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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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　症例１　疲労のスキュラ









　リンド・ヴルムに、秋が訪れようとしていた。

　グレンにとって三度目の秋――グレン・リトバイトが診療所を開いてから、三年が経たつ。

　三年――がむしゃらに働いてきたグレンである。これからもまた、リンド・ヴルムに住む魔族らのために、医者としての腕を磨みがきながら、診察と治療をしていくべきだと信じていたのだが。

　彼の妹、スィウの来訪。

　そして、バロメッツにまつわる騒動。

　それ自体もまた、リンド・ヴルムにおける危機ではあったが――スィウの持ってきたもう一つの話が、むしろグレンを未み曾ぞ有うの窮きゆう地ちに追い立てていた。

「こうなったら、スィウが兄者に相応ふさわしい嫁を見定めるでござる――――ッ！」

　スィウの突然の宣言。

　それが、グレンの人生において、最大の転換点をもたらすとは――グレン自身も予想していないことであった。




　眠れない夜が続いていた。

　グレン・リトバイトは元々過労気味であり、夜は泥どろのように眠ることが多い。睡眠不足は常つねではあるが、十七歳という若さゆえか、それとも医師としての激務で体力がついたのか、彼の肉体は多少の無理が利きくようになっていた。

　今夜、グレンが眠れないのは。

　スィウの言葉が、頭を巡めぐるから――ではなかった。

「アルルーナ、それは？」

「わしの花粉を混まぜた香こうじゃ。同じものは花はな街まちの娼しよう館かんでも使っておる。催さい淫いん、性欲増大に大変有効じゃ――なんじゃ二代目。その顔は」

「淫いん乱らん奔ほん放ぽうなるアルルーナの作戦に協力することへの不信感」

「夜よ這ばいを提案したのはお主ぬしじゃろうが！」

「私は気ままな支配人だから構わない。しかし街での立場があるアルルーナが使う手段として妥だ当とうであるか判断しかねる」

「好き放題言いよる。立場があるのはスカディだけよ。わしもただの花街の女じゃ」

　好き放題に言っているのは二人ともだろう。

　眠れるわけがないのだった。

　なにしろベッドに入った途と端たんに、頭がぼうっとする花の香りに包まれている。グレンはろくに動けずに、部屋で待ち構えていた二人のやり取りを聞いているしかない。

「お二人とも、何故なぜ……」

「決まっておろう。夜這いじゃ」

「夜這い……い、一体どうやって」

「ほれ、この診療所にも、水すい棲せい魔族が来訪できるよう水路が繫つながっておるじゃろう？　わしは球根と化して、水路の上をどんぶらこ、とな。あとは二代目の力を借りて鍵かぎをあけ、侵入したというわけじゃ」

　そう話すのは、議会ナンバー２の権力者アルルーナである。

　グレンは彼女の手にする香こう壺ごを見た。あの中の香りによって思考能力を奪われたのだろうか。いつぞや、アルルーナに誘惑された時のようだ。

　下半身の巨大な球根が目立つアルルーナであるが、こっそりと潜入する手段はいくつもあったらしい。

「静音行動および施せ錠じよう解除、密室侵入。いずれも容易たやすい任務」

「モーリーさん、貴女あなたまで……」

「悪いアルラウネに唆そそのかされた。だがしかしこれも医師グレンとの親密な交流のため、止やむを得ない行為だと判断する」

　墓場街の支配人モーリー・ヴァニタスまでいる。

　彼女は先代の骨格に、変幻自在の種族ショゴスの体で肉付けしている女性である。瞼まぶたの肉が足りないのか、ぎょろりとした眼めが闇やみの中で怪あやしく輝いている。常に薄暗い墓場街でも支障がないように、夜行性動物のような眼球構造を再現しているのかもしれない。

「若医者殿。お主、嫁取りをするそうではないか？」

「い、いえ、とんでもないです。僕にそんなつもりは」

「ほう？　だがすでに街中の噂うわさとなっておるぞ？　わしらは、お主が誰ぞにとられる前につまみ食いしておこうかと思ってのう」

「もうちょっとその……情緒や恥はじらいは……」

「わかっておらぬのう。まさに夜這いこそ情緒の極きわみではないか」

　言っても無駄だということはわかっていた。アルルーナにとっては、性に関するあらゆることが道楽となるのだ。

「さて、香も効きいてきた頃かの。そろそろ味見させてもらおうか、診療所の若殿」

　動けないグレンに、アルルーナの蔓つるがまとわりついてくる。

　アルルーナは、全すべての男とまぐわいたいと豪語するほどの好色だ。やるといえば絶対にやる。服を着ないので、彼女の緑の肌はだが月光に照り映はえている。

　一方、モーリーも無表情で迫ってきた。

　彼女は紫むらさきがかった半透明の肉体をしており、内部の骨格が透けて見える。服装はいつもの修道服なのだが――何故か今夜は、特別その服の面積が少ない。この服もまたモーリーの肉体の一部なので、自由自在に変えることができる。

「ふむ、若殿はこうした趣向は好みではないか？」

「……こ、好みと言いますか、さすがにこれは」

「仕方あるまい。おい、二代目、先ほど打ち合わせしたヤツをやってやれ」

　アルルーナは、モーリーに指示を出す。モーリーの無表情が、わずかに不本意さで歪ゆがんだ。

「疑問。実効性があるのかいまだ判断しかねる」

「判断するためにやってやればよかろうが」

「――了解。これも医師グレンとの交流のため」

「うむうむ」

　モーリーの姿が、うねうねと動いた。半透明の身体からだの表面が波打ったかと思えば――モーリーの胸部が、大きく膨ふくらんでいく。それでいて、ウェストは極端に細い。

「ふふ、わしと同じサイズじゃぞ。どうじゃ」

　アルルーナが胸を張る。

　アルルーナは胸から腰にかけてのメリハリが凄すさまじく、男の劣情をこれでもかと刺激するスタイルをしている。可変する肉体を持つモーリーが、アルルーナの体型を真ま似ねすればどうなるか――。

「ほれ、ほれ」

　むにゅ、と。

　アルルーナが、大きくなったモーリーの双そう丘きゆうに自分の胸を合わせた。そうしてできた谷間の中心に、手に持っていた香壺をすっと乗せた。

「これでどうじゃ？　香壺をとってみせよ、若殿？」

「アルルーナ。これでは花街の卑ひ猥わいな遊びに酷こく似じする」

「似ておるどころか、そのものじゃよ。ほれほれ若殿」

　抜ばつ群ぐんの肢し体たいを誇る二人がそんなことすれば、なんとも扇せん情じよう的な光景がそこに広がっているわけだ。
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　ベッドの脇わきで体を合わせる二人に、グレンは言葉も出ない。普通の男であればまず飛びつくだろう。

「すみません……僕に、その気は」

「ほう？　何故じゃ。先ほども言うておったがお主、まだ結婚する気はないのじゃろ？　ならば、女二人の過激な遊びに付き合ってくれてもよかろうよ」

「ここは職場……なので。それに、不誠実、かと」

「お主は本当に真ま面じ目めじゃのう――誰に対して不誠実なのやら？」

　グレンが絞しぼり出した言葉に対して、アルルーナはむしろからかうように問うてきた。

「グレン医師。我が慢まんは体に良くない。心拍数、体温共に上昇している。興こう奮ふん状態にあると分ぶん析せきできる」

「そ、それは否定はしませんが、ええと……」

　グレンはちらりと部屋の外を見た。

「あの……そろそろやめたほうが？」

「ほう、何故じゃ」

「あの、今日は……不ふ寝しん番ばんがいるので」

　蹄ひづめの音が響く。けたたましい音と共に、扉が蹴け破やぶられた。

「お医者様、ご無事ですか!?」

「先生、アルルーナ様の花の匂においがしました！　まさかとは思いますが！」

　サーフェの声もする。騒がしいラミアとケンタウロスの二人が、狭い部屋に入ってきた。彼女たちが見たものは、豊満なバストを持つ女性二人が、身体を絡からませながらベッドに寝る男にすり寄っていく図である。

「アルルーナ様―――ッ！　あっ、も、モーリーさんまで！」

「見つかってしまった。これ以上の隠おん密みつ活動は困難と判断する。では、これで」

　モーリーの判断は素早い。

　自みずからの肉体を一瞬で溶けさせて、スライム状になった状態でバラバラになった骨を運びつつ、窓を開けて逃げていく。おそらく侵入した時も同じようにやったのだろう。そうして、動きの鈍にぶいアルルーナをサポートしたのだ。

「むう……興きようが削そがれたのう。わしも帰るとするか」

「ええ、さっさと帰ってください！　妖精さんがた、呼んでいないお客様のお帰りですよ！」

　サーフェが手を叩たたくと、あちらこちらからねむいー、なにー、と声が上がる。まだ夢の中であったらしい妖精たちだが、サーフェが号令すると、素早い動きでアルルーナの巨大な球根に群がって、えっほ、えっほと運んで行った。

「おお、これは楽じゃ」

「二度と来ないでくださいね！」

　アルルーナはうむ、とかうん、とか変な声を上げる。懲こりている様子はまったくない。というかアルルーナの夜這いはこれで三度目だ。

「お医者様、ご無事でした？」

「う、うん……まあ、なにもされていませんから」

　ティサリアの言葉に、グレンは苦笑い。

　グレンが嫁さがしをしている――そんな噂が街に流れてから、呼んでいない客人が夜中に訪れることが多くなった。アルルーナは頻ひん繁ぱんに。モーリーは時々。アラーニャさえたまに。夜に飛んだせいか方向感覚を失い、イリィが窓から飛び込んできたことが一度。

　そんな事態を見かねて、とうとう今日はティサリアが夜の番をすると言いだした。闘技場の試合もあるため毎日は無理だが、頼もしい護ご衛えいには違いない。

「お医者様、いつでもわたくしが馳はせ参じますからね。少なくとも結婚相手が決まるまでは、誰にも手を出させません」

「貴女が手を出しては駄目ですよティサリア」

「そんなこといたしませんわー！　そういうのは結婚してからでしょう!?」

「貴女の貞てい淑しゆくぶりは大いに信頼しています」

　二人の女性の言い合いを聞きながら。

　寝不足のグレンは、うとうとと目を閉じ始めていた。アルルーナの香がよほど効いたのか、意識が奪われ眠気が強まってくる。

「う……」

「先生、気が休まらないとは思いますが……」

　夢うつつのなかで、サーフェの声が聞こえる。

「私たちが見守っていますからね」

　それはそれで休まらない――。

　グレンはそう返事したかったのだが、グレンの声はむにゃむにゃとした寝言のようなものにしかならないのだった。




「アンタも大変だねェ」

　などという気きつ風ぷのいい声とともに。

　イカの触しよく手しゆでもって、グレンの目の前に注文した品が運ばれた。

　イカスミパスタである。人間用のカウンター席にいるグレンの顔を、料理した当人がニヤニヤと覗のぞき込む。

「いえ……むしろ、女将おかみさんにはご迷惑を」

「ウチは、ちゃんと食って飲んで、払いをしてくれればそれでいいさね。それよりあそこの一角は――アンタの話してんだろう？」

「は、はい」

「女の婿むこ取とりは恐ろしいもんさ」

　グレンはなんとも応こたえられず、頭を抱えていた。

　クラーケンの女将――『大烏賊いかの寝ね床どこ亭』の店主は、けらけら笑う。十本の触手には、客から注文された皿や酒を乗せていた。吸きゆう盤ばんを吸いつかせているようで、落とす気配はまるでない。

「他の客の迷惑にならなければいいさ――ウチのパスタ、味わっていきな」

　女将は気風よく微ほほ笑えんで、グレンの前から去った。

　グレンはちらり――と、飲み屋の隅すみを見る。

『大烏賊の寝床亭』の一角では、グレンのよく知る女性たちが卓を囲んでいた。

　立て札まで置かれており、そこには羊よう皮ひ紙しに走り書きで『グレン・リトバイト結婚会議』と記されている。書いたのはもちろん――というべきか、グレンの有能なはずの助手、ラミアのサーフェンティットである。

　何故。

　どうしてこうなった？

　スィウの発言を契機に――サーフェを筆頭とした女性たちが、グレンが誰と結婚するべきかを議論し始めたのだった。

　当のグレンを、完全に置いてけぼりにして――である。

「とにかく！」

　会議の内容が聞こえてくる。

「一度、話を整理しましょう。面おも白しろ半分、物もの見み遊ゆ山さんで結婚相手に名乗りを上げることは許しませんから！　――本気でグレン先生と結婚したい方、手を挙げて！」

　手を挙げてと言いつつ、サーフェがまず誰よりも高く挙手した。

　サーフェは常つね日ひ頃ごろから、グレンの女性交遊に関して厳しい――それが、サーフェの持つ好意ゆえであるということは、グレンもよくわかっている。

　サーフェの思いはグレンも知るところであるが。

　ここまでされると、暴走という言葉が頭をよぎる。

「はい！　はいはい！　わたくしも！　わたくしも結婚希望！　ですわ！」

「ええ、ええ、人じん馬ば姫もですね。よくわかってますよ――」

　露ろ骨こつに顔をしかめながらも、ティサリアを勘かん定じようにいれるサーフェ。

　運送商会の令嬢ティサリアからも、グレンは再三、見合いの申し込みをされていた。ゆえにその思いの丈たけはグレンも承しよう知ちしている。女じよ従じゆう二人を率ひきいて会議に臨のぞむティサリアの目は、気迫に満ちている。

「あの、えっと、ボクも……」

「ルララさん――こう言うのは心苦しいのですけれど、街の条例でルララさんはまだ結婚ができませんから……」

「う、うん、わかってる……。言ってみただけ、だから」

　この『大烏賊の寝床亭』には、店内にも簡単な水路が通っている。

　水棲魔族はその水路から顔を出し、バーカウンターのように飲食ができる――ルララが飲んでいるのはジュースのようだが、ともかくこの未成年の人魚も、会議に参加しているのだった。

「……アラーニャは？　その気はないの？」

「ん？　妾わらわ？」

　異国の酒を楽しむアラクネに、サーフェが聞いた。

「妾は、別に結婚したいわけやありまへん。センセが誰と結婚しようと構いまへんえ」

「……そうなの？」

「無論や。たとえ正妻がいても、愛人にはなれますやろ？　別に妻にこだわったりはしまへんけど……まあ、隙すきがあれば奪ってしまうかもしれへんな？　最近は、重婚の習慣のある魔族が、一夫一妻のリンド・ヴルムの条例に文句つけとるなんて話も聞くし……ふふ、重婚か、それもアリやなぁ」

「っ――アラーニャ！」

「冗談、冗談や……ふふふっ」

　火ひ種だねがそこら中にある会議だった。

　他にも、ティサリアの女従ケイとローナ、ハーピーの配達人イリィなどがいるが、この辺あたりは単なる付き添いであろう。気楽に食事や飲み物を楽しんでいた。

（……こんなに人が集まるなんて）

　イカスミパスタで唇くちびるを黒く染めながらも、グレンはそんなことを思う。

　サーフェとティサリアの好意は理解しているつもりだったが――ルララまで名乗りを上げるとは思わなかった。彼女はまだ結婚できる年齢ではないが、それでも。

　リンド・ヴルムでは、大小さまざまな騒ぎがいくつもあったが――まさか自分自身の問題が、こんな大おお事ごとになるとは思っていなかった。

「では、とにかく私とティサリアの、どちらが妻になるか、ということですね」

「どのように決めるのです？　やはり決闘？　負けませんわよ」

「私もみすみす負けるつもりはありませんが、もっと平和的に結論を出せると思います。ひとまずスィウの意見も参考に、どういう勝負が最適か話し合って……」

　スィウの意見は重んじてくれるようなのだが、ならば当事者であるグレンの話も少しくらいは聞いてほしい。

　結婚相手のグレンが、どうしてこんな隅っこで一人食事をとっているのか。

　――理由は簡単だ。恋こい敵がたきである女同士の会議に、惚ほれられている男が混じってもいいことはない。どころか禍わざわいしか招かないと、サーフェに言われたのである。

　自分の結婚相手を決めるというのに。

　そもそも結婚の意思があるかどうかさえ、確認されることなく――グレンはただ論争を交わす女性陣を見守ることしかできなかった。

「兄者。隣、失礼するで御ご座ざる！」

　などと考えていると。

　この話を持ってきた張本人――スィウ・リトバイトがグレンの隣に座った。紛まごうことなき実妹であるが、その額ひたいからは二本の角つのが生はえている。一見すれば同じ種族とは思い難がたい。

　見回りの途中なのだろう。慣れた様子で女将にピッツァを注文していた。

「会議、荒れてるで御座るな！」

「いや、誰のせいだよ……」

　スィウが結婚相手を見定める、などと言わなければこんなことにはならなかったのだ。

「む。言い方にトゲを感じるで御座る。言っておきまするが兄者、兄者の結婚を心配しているのはスィウではなく父上、母上で御座るぞ。兄者がこまめに連絡をとっておればこんなことには」

「……両親の反対を押し切ってアカデミーに入ったんだ。今いま更さら、家族に手紙なんて書けないよ」

　グレンは憮ぶ然ぜんとした顔で言う。

　普段、患者はおろか、サーフェの前でも見せないような表情だ。良き医者ではあるが、家族の問題に対してまでは優等生とはいかない。

「あれはほら、ソーエン兄がいろいろと裏で」

「ああ……そうだったね」

　ソーエン。

　グレンとスィウにとっての長兄。父の後を継いで東方商会同盟の幹部として働きながらも、元老の秘書役なども務めているらしい、食えない兄だ。

　彼は、父の後を継ぐ者として期待されていたが、そうした長兄としての自負や責任感、野心が強すぎたのか――弟のグレンを疎うとんでいたフシがある。

　たとえグレンにその気がなくとも、後継ぎ候補がほかにもいるというのがソーエンにとっては耐え難かったのだろう。

「魔族のアカデミーを受験すると言ったとき、父上にあることないこと吹き込んで、兄者を勘かん当どう寸前にまで追い込んだで御座る！　ソーエン兄はけろっとしておりまするが……」

「まあ、今更そのことをどうこう言う気はないけどね。兄さんは僕を追い出したかったし、僕は実家を出たかった。利害は一致していたから」

　だがまあ、長兄は家族相手でもそうしたことを平気で行う野心家ではある。

　実家を出るときにそうしたいざこざがあったので、グレンから連絡するというのはどうも気が引けた。しかし手紙の一つも書かなかったせいで、スィウを通して『結婚はどうなったのだ』などという話題が突然生まれたのも事実。つまりは、

「全部兄さんが悪い……」

「すべて他人ひとのせいにするのはどうかとスィウは思うで御座るが、あの長兄であれば致し方ないで御座る」

　運ばれてきたピッツァをもぐもぐと口に運びながら、スィウは暢のん気きに言う。

「……スィウはどう思うのさ」

「どう、とは？」

「いや、結婚相手を……」

「なぁ――――にを言ってるで御座るか！　大事な相手をスィウに聞いてどうするで御座る！」

「いやいや、スィウが相手を見定めるって言ったんだろ！　だから……その、一応意見を聞いておこうと思って」

　ふむ、とスィウは腕を組む。いつの間に注文していたのか知らないが、運ばれてきた火竜酒を一口あおって。

「もちろん――スィウにとって姉と慕したうお方は、サーフェンティット姉者のみで御座る。姉者は一時期とはいえリトバイトの家に住んでいた身。両親もすんなり納得してくれるで御座ろう」

「そうかな……」

　両親は魔族に対する偏へん見けんが比較的少ない。かつてサーフェを家に住まわせていたことからもそれがわかる。スィウが『鬼き変へん病』になった時も、両親がスィウを追い出したという話は終ついぞ聞かなかった。

「しかし――ティサリア殿も、最近はスィウによく稽けい古こをつけてくれてるで御座る。強く美しい貴婦人、しかも家柄も申し分なく……」

「……ん？」

「あ、アラーニャ殿は美しき帯おびをくださったで御座る！　それもタダで！　警けい邏ら隊として着飾る機会とは無む縁えんで御座るが、服をくださる方は良い人で御座る」

「んん……？」

「あ、あと、スカディ様とアルルーナ様とモーリー殿はことあるごとにお菓子をくれるで御座るな！　ルララ殿やイリィ殿はよく話しかけてくれるし……ケイ様とローナ様も先日とれたての野菜を……」

「よ、良かったね」

　素直にこの街の住人は良い人ばかりだから――と言えたら良かったのだが。

　なぜか知人にばかりよくされていることから、名の挙がった数人に裏を感じてしまうのは気のせいだろうか。

　スィウを籠ろう絡らくしておけば結婚が早い――との思おも惑わくが透けて見える気がする。無論、それだけではないのだろうが。我が妹ながら、これだけ物で釣りやすい娘もいないだろう。単純に喜き怒ど哀あい楽らくがわかりやすいから構いたくなる、というのもあるだろうが。

「そんなわけで皆、姉になってくださるなら嬉うれしいで御座る！」

「よくわかったよ」

　妹の意見は参考にならないことを、グレンはよく理解した。

「そういえばスィウ、まだ見回りは途中なの？」

　これ以上、家族に連絡しろなどと言われると耳が痛いので、グレンはあからさまに話題を変える――スィウは気にした様子もなく。

「そうで御座る！　食べたらすぐに行かねば」

「花街警邏隊なのに、街中回るのかい」

「街の見回りは、各隊の当番制で御座る。功績が認められたとはいえ、スィウはまだまだ新しん参ざん者もの。リンド・ヴルムのことをよく知らなくてはならぬゆえ、自分から志願して御座る！」

　どやあ、と胸を張るスィウだった。

　そしてそのまま、残ったピッツァを口に詰め込んでいく。見回りで忙しいのだろう。これで本当に、グレンの相手など見定められるのだろうか。

　――そもそも、グレンの意思は尊重してくれるのか。

「クトゥリフ先生たちはもう帰ってるかな？」

「あ、それなら先ほど関せき所しよで、議会直属の部隊を見かけたで御座る。すっかり休んでいる風であったし、竜りゆう闘とう女じよ様もお帰りなのでは？」

「なるほど。ありがとう」

　東国に出張していたスカディやクトゥリフが戻ってきているならば、グレンとしても一言挨あい拶さつに行っておかねばならないだろう。

　加えて、眠りヒツジに関する一連の事態はきちんと報告する必要がある。街中が眠ってしまうような大事件を二度と起こさないためにも、クトゥリフの協力は必ひつ須すだ。

「というわけで兄者！　さらば！　ちゃんと結婚相手を考えるで御座るぞ！」

「いや、だから僕はまだ結婚する気は」

「では！」

　女将にお代の銀貨を投げ、スィウは風のように去っていった。

「そんなに走るとまた熱をだすよ……」

　グレンは声をかけるが、すでに『大烏賊の寝床亭』を出ようとしているスィウには聞こえなかったらしい。

　グレンは水を飲んで、息を吐く。妹はあまりアテにならない――少なくとも彼女は、グレンの結婚しないという意思を重んじてくれる風ではない。

「どうしたものかな」

　いつまでもこのままではいられないのだろう。

　だが、かといってどうしたらいいのか、グレンは見いだせずにいた。ふと見た先には、サーフェの姿。

「私はグレン先生と幼おさないころからの付き合いであり、今もって診療所を支える薬くす師しです。伴はん侶りよとして最適かと――」

「はいはい！　年月は関係ありませんわ！　わたくしであれば資金面で診療所の助けとなれますのよ！」

「お金ではなく気持ちの問題が――」

　胸に手を当て、自分がいかにグレンの結婚相手に相応ふさわしいか主張するサーフェとティサリア。

　グレンは彼女らの熱弁を聞いているのが――それはつまり遠回しに、いかに彼を好いているかという主張なのだから――どうしようもなく照てれ臭くなるのだった。




「悩んでいるお顔ですね、グレン先生」

　グレンらは、水路街へ往診に向かう途中。

　自身の葛かつ藤とうをあっさりと見抜かれ、グレンとしては返す言葉もない。

「……みんな、結婚結婚言い過ぎだよ。僕はまだ、医者としても半人前なのに」

「医者としての技量と、結婚の話は別では？」

「まだ結婚するつもりはないってことをね……」

「グレン先生――先生のお考えは尊重したいです。ですが、重要な決断をする時というのは、外から突然やってくるものですよ。実の妹さんに『結婚についてどう考えているのか』などと言われては、先生との交際を考えている女性は平静ではいられません」

「い、今まさに痛感しているよ」

　たとえ業務は忙しくとも、診療所にできる範囲の仕事をコツコツと積み重ねていく。

　そんな風にしてこれから先、何年も過ごしていくのだと思っていたグレンだ。

「いつかは、クトゥリフ先生のところから独立して、自分の病院を持ちたい……でも、だからってクトゥリフ先生みたいに院長の仕事をしたいわけでもないんだ。患者さん一人一人を診みて、力になれたら……」

「グレン先生は、ご自分で診察したいのですね」

「うん……うん、そうかな。そうかも。僕はきっと、今みたいに街を回ったり、診療所で患者さんと話しながら仕事をするのが、性しように合ってるんだ。結婚は、その先だよ」

　サーフェは頷うなずきつつも、曖あい昧まいに笑う。

「それはそれ。これはこれです。結婚しても診療所は続けられますよ」

「手厳しい……」

　自分の夢を追うことと、結婚は別に考えろ、とサーフェは言っているのだ。

「とりあえず今日は、その性に合っている仕事をお願いしますね」

「うん。頑張るよ」

　サーフェに答えながら、水路際へと下りるグレン。

　水から顔を出しているのは、彼のよく知る少女であった。褐かつ色しよくの肌がまぶしい彼女の他にも、二人のマーメイドが水路のへりに腰かけていた。

　グレンの姿を見て、ルララがにこりと微笑んだ。

「先生、ごめんね。わざわざありがとう」

「いえいえ。街のどこでも伺うかがいますよ」

　顔立ちが少しだけルララに似ている、二人のマーメイド――だが、色が白く、線も細い。いかにも病弱そうに見えた。健康的な肌のルララとは、かなり印象が異なる。

「ボクのおかーさんと、妹なんだ」

「これはお医者様……わざわざお越しいただき、ありがとうございます……私は大丈夫なので、末娘の診察をお願いいたします……」

　まだ幼い人魚を両腕に抱きながら、ルララの母親がそんなことを言いだす。謙けん虚きよな性格であるのだろうが、グレンとしてはそんな中途半端な診察をするつもりはなかった。

「いいえ。お二人ともちゃんと診させていただきますから」

「も、申し訳ありません」

　ルララの母親は頭を下げる。末妹らしいソラウはどこかぽけっとした表情。

　グレンは二人の体――主に下半身の魚に似た部分を中心に、手早く診察を進めていった。疾しつ患かん自体は深刻なものではなく、皮ひ膚ふや鱗うろこの炎症が主な症状だった。

　人間でいう肌荒れのようなものだ。ルララの母も妹も、体質的に肌が弱いのだろう。

「先生？　どう？」

　ルララが心配そうに尋たずねる。

　グレンは、二人の鱗を観察していく。陸に上がったマーメイドの鱗は、陽光に照らされてぴかぴかと輝いている――が、だからこそ、ところどころにある炎症が目立っていた。

　美しい鱗が炎症に侵おかされている様子は、見ているだけで痛々しい。

「大丈夫ですよ。薬を使えばすぐに治ります」

「本当？」

「体質的に、お母様も妹さんも、肌があまり強くないのですね」

　グレンが聞くと、母親のほうがこくりと頷いた。

「ええ、私は深海の出身で……ソラウも私に似てしまって。ルララみたいに肌も焼けないんです……」

「ソラウちゃんのほうが症状が重いですね。ただ、いずれにしても薬で治る症状です。処方しておきますので、一日一時間、密閉した水室で薬やく浴よくをしてください」

　人魚は水棲であるので、皮膚疾患の処置として一般的な塗り薬は役に立たない。水路で泳ぐうちに流れ落ちてしまう。

　そのため、薬を投入した水の中で過ごす必要がある。水路街においては大体の家に薬浴用の部屋があるので、その中で薬を浴びればいい。

「薬……ですか？　でも、その、お高いのでは……」

　ルララの母は、心配そうにグレンの顔をうかがった。

「確かに安価ではありませんが、診察代はルララ……さんから既すでに全てもらっています。ご心配なく」

「え、あ、そうだったのですか……」

「えへへ！」

　ルララは満面の笑みだ。

「薬の使い方は……」

「私から説明させていただきます。薬師のサーフェです」

　サーフェが改めて自己紹介してから、薬剤の説明を始めた。

　強い薬ではないが副作用もあるし、なにより水路街では不用意に使うと、予想外の場所へと流出することがある。そうした点を含めての解説だった。

　薬師としてのサーフェの説明は丁てい寧ねいで、グレンが横で聞いていてもわかりやすい。

「――以上が薬浴の手順です。また、もし水上にあがるときは、こちらの小こ瓶びんに入っている薬を少量だけ肌に塗ってくださいね」

　自分の二の腕に塗る仕し草ぐさをしてみせるサーフェ。

　サーフェ本人も、日光に弱い体質なので、肌の悩みは他人ひと事ごとではないのだろう。特に幼いソラウに言い聞かせるように、水路へ身を乗り出して説明していた。

　改めて、薬を専門に扱うサーフェの存在のありがたさを知る。

　グレンがいくら診察をしたところで、処方した薬を正しく使ってもらわなければ意味がない。強い薬は扱いを間違えれば、毒ともなりうるのだ。

　正しい薬の知識を患者に伝えること。グレンの診断に応じた適切な薬を用意できること。どちらもサーフェの稀け有うな能力であり、グレンにも――街の住民にとっても、サーフェの力はなくてはならないのだ。

（中央病院は、製薬の指導もクトゥリフ先生だからな……）

　クトゥリフとて、サーフェを弟子でしとして手元に置いておきたかったに違いない。グレンがまだ未熟であるがゆえに、サーフェを助手としてあてがってくれたのだ。

　優しい口調で、しかし間違いのないよう緊張感をもって薬の説明をするサーフェの姿は、グレンから見ても眩まぶしく映る。

　だが、グレンにはグレンの仕事がある――いつまでも見み惚とれてはいられない。

「ルララ、ちょっといいかい」

「ん？　なーに先生」

　水面にいるルララに、グレンは声をかけた。

「最近、お母さんや妹さんは、水上でお仕事とかしていた？」

「え――ううん？　二人とも体弱いから、あまり陸には……なんで？」

「元から疾患を抱えているならともかく、急に皮膚病になるのはおかしいから……なにか理由があるかもしれないと思ってね――」

「ん――……」

　ルララは、水中から手招きする。グレンはそのままルララに耳を寄せると、ルララは濡ぬれた手をぴとりと添えて耳打ちをした。

「あのね」

　周りを気にしながら、ルララが言う。
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「最近、近所の人も、肌や鱗が変なんだ。踊り子の人魚さんたちも、鱗が荒れて困っちゃってるなんて話を聞くの。ボクはまだ、そういうのないんだけど……水路街だとね、感染症じゃないかって噂もあって……」

「水路街の水は、浄水所でちゃんと管理されているはずだよ。感染症とかがあれば、病院に報告があるはずだから――」

「うん――それは、わかってるんだけど」

　ルララは心配そうだった。そもそも今日の診察も、家族の身を心配したルララがグレンへ依頼したものなのだ。

　歌姫として家計を支えるルララだが――根底には家族への強い想いがあるのだろう。

「あ、あとね、先生……！」

　囁ささやき声で、ルララが続ける。

「もしまだ、結婚する気がないなら――あと二年、待ってね？」

「ッ!?」

「えへへ……」

　急に話が変わり、グレンは動揺する。

　あと二年。つまりルララが、条例で結婚できる年齢になるまで、ということだ。照れたように笑うルララだが――その目はまぎれもなく本気だ。

　まだまだ少女だと思っていた歌姫が、自分の結婚相手として名乗りを上げていることを――今更ながら、グレンは思い知る。

　サーフェの言う通りだ。

　グレンの覚悟も考えもおかまいなしに、刻こく一いつ刻こくと状況は変わっていく中で、重要な決断を迫られている。

　ルララになんと答えるべきか悩んでいると。

「先生、終わりましたよ」

「あ、うん……今行くよ」

　ルララは特に返事を求めていたわけではないようで――すでにグレンから離れ、母や妹と親しげに話していた。その顔は、家族を支える一人前の歌姫である。

　――初めて会ったときは、まだ幼いと思っていたのに。

　成長の速いルララに、グレンは驚く――病気ばかり診ていて、彼女たちの内面までは見ていなかったのかもしれない。ルララと同年代のイリィや、メメ、そして妹のスィウなども。

　自分が知らぬ間に、若いと思っていた少女たちは変わっていく。いや――若いからこそ、成長も著いちじるしいのか。

「……すごいな」

「先生？」

「ううん。なんでもない。僕も、頑張らないと」

「……？」

　サーフェに笑みで答えて、グレンは思う。

　時間はかかるだろうが――自分のこと、特に結婚について、納得のいく答えを出そうと決めた。

　診察を終えた二人に、ルララが水面から手を振っていた。




　決断を意識してから――しかし。

　それから半月ほど、診療所は急激に多忙となる。理由は、水路街を中心とする患者の増加であった。

「皮膚の炎症、鱗のただれ、白はく点てん化、ヒレの傷つきなど――」

　報告書を見て、クトゥリフは苦い顔つきになった。

「症状はどれも似ているわね。原因として考えられるのは、水質の急激な悪化、あるいは感染症――参ったわ、グレン。これは本当に参った」

　クトゥリフが手にしているのは、グレンによる報告書だった。

　ルララの家族を診察した直後から、急に水路街の患者が増えていた。ルララから聞いた話の通り、皮膚の疾患を訴える患者ばかりである。それらについて、グレンは症例をまとめ、中央病院への報告書とした。

「中央病院はいかがですか？」

「ええ、水路街の患者も多いけれど――手を焼いているのは、陸上で腹痛を訴える患者よ。特に消化機能の弱い魔族から、胃腸の疾患を多数確認しているわ。水質の悪化だとすれば、飲み水に原因がある可能性も考えられる」

「マズいですね」

　古来より、水は生活の一部。

　大都市は水のある場所にしかできない。

　リンド・ヴルムは飲料水、生活用水ともに不便がない土地柄であった。

　だからこそ水を潤じゆん沢たくに活用する、水路街のような都市計画も実現できたのである。その水に不安があるとなると、リンド・ヴルムの生活そのものが揺るがされてしまう。水路街のみならず、都市そのものの危機だ。

「緊急で、水路街に薬浴場を設置したわ。スカディが直じき々じきに指揮をとっているから、サーフェには製薬をお願いできる？　材料はアルルーナに頼んである」

「……そこまでの事態ですか」

「ええ。でも、水棲魔族たちを治療しても、対たい症しよう療法に過ぎないわ。原因となっている水をなんとかしないとね」

「と、言うと……？」

「すでに取水設備の再点検をキュクロ工房に依頼しておいたわ。水に問題があるのだとしたら、その点検でなにかわかるでしょう……根本をなんとかしないと」

　さすが病院の院長だけあり、対応が素早い。グレンが異常を感じた段階で、すでにいくつも手を打っていたようだ。

　――敵かなわないな、とグレンは思う。やはり何度考えても、自分にクトゥリフの後任の仕事ができるとは到とう底てい思えない。

「あの、クトゥリフ先生」

「なに？」

「今更なのですが――僕は今日、事態の報告に来たわけではなくて」

　グレンは言い淀よどむ。

　今日、グレンが中央病院に来訪したのは、報告書の提出に来たわけではないのだ。そんなことは郵便で送れば済む話である。

　クトゥリフは院長室のタコツボから、触手だけを伸ばしてグレンと会話していた。報告書も触手で読んでいるので書類の端が濡れてしまっている。羊皮紙なので多少は水にも強いが、それでも傷いたむので丁寧に扱ってほしい。

「……クトゥリフ先生の体調が悪いとお聞きしたので、飛んできたのですが」

「そうなのよぉ～……なんか体がだるくてぇ、働きすぎかしら」

「ご多忙なのは、よく理解しています。東の遠征もお疲れ様でした」

　不調にも拘かかわらず、クトゥリフは水路街のトラブルへの対策を打っていたのだ。

　遠征から帰ってきて間もなく、このようなことが起こってしまえば、クトゥリフには休む暇いとまもない。グレンは師の体調を案じたのだ。

「診療所で引き取れる業務は可能な限りやりますから、たまには体を休めて……」

「こうして休んでるじゃないのぉ」

　顔がまったく見えないので、タコツボが喋しやべっているようにさえ見える。

「報告書にも書きましたが――水路街の患者には、老人や子供など、身体の弱っている人が多いです。疲れが溜たまっていると先生も……」

「まだ老人には早いわよ!?」

　ようやく、クトゥリフがツボから顔を出した。タコツボの中では全ぜん裸らなのだろう。

　年齢のことを指し摘てきされたと感じたのだろうが、無論グレンにそんな意図はない。グレンは息を吐いて。

「とにかく、診察させてください。そのために来たのですから」

「はいはい。好きになさいな」

「とりあえず疲労があるのならば……マッサージなどいかがですか？」

「そんなの教えたかしら？　ありがたいけれど……」

「実は最近、独学で勉強しています」

　グレンは照れくさそうに笑う。

　彼はいつかの診療で、不死者である苦く無ないにマッサージが有効であるかもしれないという知見を得た。その仮説を実証するために、整体、整骨、鍼しん灸きゆうなどといった治療法も新たに学んでいる。忙しいが、そんな中でも未知の知識を学ぶのが、素直に楽しいグレンだ。

「ではお願いしようかしら」

　ぬるりと、触手の塊かたまりがタコツボから這い出す。

　クトゥリフは院長室の奥――クトゥリフのためにわざわざ用意された水路へと向かった。裸ら体たいであることも意に介かいさず、水に浮かんでその肢体を横たえる。八本の触手が水面に広がった。

　グレンもズボンの裾すそをまくり上げ、膝ひざまで水に浸つかる。触手に触れてみると、少し荒れているように感じた。部分的に炎症さえ起こしている。

（やはり疲れか……？）

　筋肉の塊であるタコの触手に、グレンは力をこめていく。

「んんー……ああっ……」

　クトゥリフが吐と息いきと共に声をあげた。

　一時期は家族のように親しくしていたとはいえ、さすがに服を着ていない女性をじろじろと見るわけにもいかず、グレンは目を逸そらす――当のクトゥリフは気にも留めていないだろうが。

「先生、やはり肌が荒れています。吸盤もわずかに炎症が見られて――お疲れなのでは？」

「んんー……？　そうかしら……？」

　ぎゅっ、と触手の先端がグレンに巻きついてきた。吸盤がいつものように、グレンの皮膚に貼はりついてくるが――。

「いつもより……吸いつきが弱いような気がしますね」

「そ、そんな……」

　クトゥリフが顔を手で覆おおう。

　顔より体を隠してほしいのだが――などと言っても無駄なことを、グレンはよく知っていた。

　いつもは痛いほど吸いついてくる吸盤だが、今日は力が弱い。触手の動きもどこか鈍いように思えた。痕あとになりそうなほどの巻きつきもない。

　ラミアの鱗や、スキュラの触手の痕がつくのは、グレンにとっては慣れたものなのだが――それがないと、なんだか寂さびしい気さえした。

（いや……僕がおかしいだけだな）

　痕をつけられるのに慣れてどうする、と首を振るグレン。

「やはり疲れがたまってらっしゃるかと」

「そうなのかしらぁー……ああ、もう、まだまだ若いと思っていたのに……」

　グレンは年齢のことは言及していないが。

　クトゥリフにとっては、自分の疲れは加齢のせいである、ということになってしまったようだ。目に見えて落ち込んでいる。

「ちゃんと寝てるはずなのだけど……」

　本当だろうか。

　水路街の患者の増加。加えて普段の病院の業務もある。ちゃんと寝ている、というクトゥリフの言葉はイマイチ信用ならない。

「東方から帰ってきたばかりで、まだ体力が戻っていないのでは？」

「そーんなことないわよぉ。なにしろ東の温泉を堪たん能のうしてきたのだから。ゆったりのんびりしてきたのよ……結局、スカディの体調も問題なかったし、実質、ただの休きゆう暇かだったわね」

　東国には種類豊富な温泉がある。

　湯とう治じの効果はグレンもよく知るところだ。疲労軽減にも効果があるはず――だというのにクトゥリフの肌荒れは深刻だ。

　水棲魔族の皮膚は、水中に適応して粘ねん膜まくで覆われている。

　そのぬるりとした粘膜が、淡水や海水から体を保護しているのだ。肌が荒れてしまうとそこから粘膜にほころびが生じ、体液成分のバランスが崩くずれてしまう。

　たかが肌荒れ、ではないのだ。皮膚粘膜のトラブルは水棲魔族にとっては大変な疾患につながりかねない。

「グレンー……もっとぉー……まだまだ全然弱いわよぉー……」

「はいはい」

　触手に巻きつかれながら、師のマッサージを続けるグレン。

「ああ、そこそこ……いいわぁ」

「クトゥリフ先生、やはり、少し長めの休暇をとったらいかがですか？」

「はいはい。今回の件が落ち着いたらね。そこを強く。あっ、んっ、いい……」

　クトゥリフは今にも眠ってしまいそうだ。

　一通りの触手マッサージを終えるグレン。慣れない力仕事で額に汗あせをかき、両手は粘液で濡れている。

「施術はこれで終わりですが……先生、肌が荒れていますね」

「それは知ってる。あんまり同じこと言うとマイナス百点にするわよ」

「はい……ただ、診察では逆なのかもしれないと思いました」

「逆？」

　クトゥリフが、髪の合間からとろんとした瞳ひとみを覗かせる。

「はい。つまり疲れているから肌荒れが起きているのではなく――肌荒れが先なんです。だから疲れやすくなっている」

「……」

「筋肉に過度の緊張がみられました。肌荒れにより吸盤の吸いつきが弱まる。そのため、なにをするにしても必要以上に力をこめなくてはならなくなる。結果として筋肉を酷こく使ししてしまう……」

「ああ――」

　思い当たることがあるようで、クトゥリフは目を伏せた。

　クトゥリフの肌荒れも、やはり水質悪化が原因だろうか。

　そして、衰おとろえた吸盤の力を補おぎなうために、全身――特に下半身の触手に無駄な力が入ってしまうから、疲れやすくなる。クトゥリフの疲労は、働きすぎではなかったのだ。

　となれば、肌荒れを治さねば、クトゥリフの疲れも軽減されないことになる。

「やはり治療は薬浴が一番でしょう。とはいえ、水路街の薬浴場は……今は、他の患者さんでいっぱいでしょうから」

「あら。この裏に私の浴室があるわよ。そこを使えばいいわ」

「はい。あとは栄養のあるものを食べて、しっかり休めば大丈夫だと思います」

「考えておくわ」

　クトゥリフは素そっ気けない。

　怠たい惰だに見えて、責任感のある女性だ――本当に重要な仕事は、グレンにはやらせないだろうと思われた。いまだにスカディの主治医も辞やめない。口では引退などという時もあるが、彼女が本当に引退するのはもっと先のことだろう。

「では、僕はこれで――」

「待ちなさい」

「ぐぇ」

　両手についた粘ねん液えきを拭ふき、院長室を後にしようとしたグレンだが、その首へと触手が伸ばされたのだった。

　窒ちつ息そくしないよう手加減はされていたが、いきなり首を狙ねらうのはやめてほしい。

「貴方あなたも汚れているじゃないの。一緒に入っていきなさいな――昔のように」

「え、ええ……!?　せ、先生、僕もう子どもではないんですけど」

「私にとってはまだまだ子どもよ」

　クトゥリフは水路から立ち上がる。

　そういえば彼女は眼鏡めがねをかけたままだ。

　視力の弱いクトゥリフであるが、スキュラ族はその触手を使って味覚や匂いさえ感知することができる。周囲のことならばそれで手に取るようにわかるので、あまり目に頼ってはいない。

　それでも高級品である眼鏡を愛用しているのは、院長としての立場があるからだろうか。

「たまには一緒に入りましょ、ね、グレン？」

「せ、先生！　スキュラ用の薬浴に一緒に入るのは」

「じゃあなにも入れない、ただのお風呂にしておくわ」

「それじゃ意味ないんですってば！」

　元より、クトゥリフがグレンの抗議を聞いてくれるはずもない。

　グレンはクトゥリフに引きずられ、彼女専用の浴室へと運ばれることとなったのだ。




「ふぃぃ―――――――――」

　クトゥリフが浴よく槽そうに体を沈め、息を吐いた。

　結局、グレンは彼女と混浴している形になる。スキュラ用の浴槽はそれなりに広く、グレンと一緒に入ってもまだ余裕があった。

　さすがに腰に布を巻くことは許してもらえたが、クトゥリフのほうは全裸である。どこを見ればいいのかわからず――またこんな光景をサーフェに見られたらなんと言われるかわからないので、なるべく明後日あさつての方を見ていた。

　グレンの体は、触手で抱き止められている。

「クトゥリフ先生、そんなに入浴がお好きでしたか」

「東の温泉が気持ち良かったから、こっちでもね」

　ただの湯に温泉と同じ効果はない。

　グレンは自分の体を隠すようにして、湯船に体を沈めた。ともすればクトゥリフの一糸まとわぬ肢体が目に入るので、困る。とても。

「そういえば、貴方のお兄さんにも会ったわよ、グレン。ソーエンさん、だっけ？」

「え、あ……その」

「グレンをよろしくと言われたわ――これからも、よろしくしましょ」

　グレンはなんと言っていいかわからず、言い淀む。

　商家の次男グレン・リトバイトは、両親の反対を押し切って魔族のアカデミーに入学した。父としては、商会を継ぐ兄ソーエンを助けるために、グレンの才能を使ってほしかったようだが――グレンには、医者になる夢があった。

　結果、実家とはほぼ絶縁状態だった――妹が、リンド・ヴルムに来るまでは。

「……兄とは今、関かかわりがありませんから」

「でも、妹さんが来たのでしょう？　それで結婚騒動にまでなっていると聞いたわよ。もう関係ないとは言えないんじゃない」

「そう、ですね……」

　グレンは頭を抱える。兄は合理主義者、根っからの商人だ。家族であっても、自分の損そんとなれば容易に切り捨てる酷こく薄はくさを持っている。

　苦手意識があって当然だし、あまり関わりたくはない――グレンがリンド・ヴルムにいる限りは、会うこともあるまいが。

「食事でもてなしてもらったのよ」

「スカディさんと、先生がリンド・ヴルムにおける権力者だからです。兄は、権益につながることであれば労を惜おしみません」

「良い政治家じゃない」

「――僕には、政治なんてわかりません」

　自分は。

　時に損そん得とく勘かん定じようを抜きにして、誰かを助けてしまう。兄とはまったく違う人種だ。為い政せい者しやにも商人にも不向きな性格。

　だが医者になるのであれば、この気質は相応しい。

「でも、良かったですクトゥリフ先生。東で存ぞん分ぶんにリラックスされたようで」

「まったくよ。で、帰ってきたら水質汚染だなんて、一体なんなのかしら。ヴィヴル山脈から流れる水は、大陸有数の名水でしょうに」

「わかりません。その辺りはキュクロ工房の皆さんに任せるしかないかと」

「そうねえ」

　都市の発展に水は欠かせない。

　腹痛の患者が出ているということは、飲料水にも汚染が広がっている可能性がある。あるいはグレンがいま浸かっているこの湯にも――。

（……少し、ピリピリする？）

　風呂に違和感をおぼえるグレンだ。湯に浸かっている部分に、わずかに刺すような感覚。

　やはり、リンド・ヴルム中の水に異変が起きているのだろうか。

　ちらりとクトゥリフを見る。彼女はやはり疲れが溜まっているのか、とろんとした目が眠そうであった。

　クトゥリフの顔。

　彼女のかけている眼鏡が、わずかに変色していることに気づいた。高級品である眼鏡のフレームには、部分的に貴金属が使われている。

（……まさか）

　水路街の異変。

　グレンの感じるピリピリとした感覚。

　そして、クトゥリフの眼鏡の色――。

「クトゥリフ先生……普段から、お風呂に眼鏡をかけて入っていますか？」

「んー？　そんなわけないでしょ。最近は入浴中でも、書類読んだりするからつけているだけよ」

「つまり……最近のリンド・ヴルムの水にだけ浸かっている……？」

　グレンは。

　クトゥリフの眼鏡を奪った。いきなり視力を失い、クトゥリフは慌あわてるが――グレンは眼鏡のフレームを観察した。

　フレームの素材は主に金のようだが、部分的に他の素材も使われているようだ。銀の部分が変色しているのですぐにわかった。

「銀……」

　銀は、硫い黄おうに反応して変色する。

　温泉も硫黄を含んでいるから、仮にクトゥリフがこの眼鏡を温泉にまで持ち込んでいたら変色することもありえるだろう。だが。硫黄を含んでいるものは他にもある。

　たとえば。

　毒物――今でも銀食器を貴族が愛用するのは、ヒ素の混入に気づくため。純度の低いヒ素には硫黄が混ざっているからだ。

「先生。銀が変色しています」

「……なんですって？」

「もしかして、水路街での患者の増加は、水質悪化や環境の変化ではなくて……毒を撒まかれたのでは」

　毒もみ、という漁ぎよ法ほうがある。

　川に直接、毒を流すことで、魚を弱らせてから捕まえる漁りようである。無論、毒の種類によっては魚以外の生物も死滅させ、環境に甚じん大だいな影響を与える。今ではそんな漁をしている場所はないと思うが。

　同じことを水路街ですればどうなるか。

　多くの水棲魔族が住む水路街―その生活用水が、毒に汚染されているとしたら。

「先生、眼鏡を外すと見えづらくなるから、気づかなかったのですね」

「他に銀の製品なんて持っていないしね。でもグレン、待ちなさい。つまり今回の患者の増加は……人為的なものだと言いたいのね」

「わかりません。僕もまだ仮説の段階ですから」

「…………」

　触手の先端を嚙かみながら、クトゥリフは考える。

「……銀のフレームが変色した、だけでは根拠として弱いわね」

「はい。でも、だからこそ僕らが調べないと――まだ死者は出ていません。仮に毒が撒かれているとしても、強力なものではないはずです。動くなら今です！」

　グレンの言葉に、クトゥリフも頷いた。

「わかったわ。毒薬の専門家に頼みましょうか」

「はい」

　サーフェのことだ。

　暗殺者として育てられたサーフェは、毒薬の製造にも精通している。もし毒薬が撒かれているのであれば、薬師である彼女は毒薬の特定から、中ちゆう和わ剤の製作までやってくれるだろう。

「でも警邏隊もいるのに、リンド・ヴルムに毒を持ち込むなんてことができるでしょうか……？」

「そんなことはスカディの領分よ、グレン。それにいつだったかのドッペルゲンガー騒ぎもあったでしょう。どんなことにも抜け穴はあるわ。私たちのやるべきことは、死者を出さないために全力を尽くす――ただそれだけよ」

　グレンは頷いた。

　弱い毒であっても、致死量は個人によって異なる。老人や子供、他の病気にかかっているものにとっては、死に至いたることも十分考えられる。

　身体の弱そうな、ルララの母や妹のことが頭に浮かんだ。

「わかりました、すぐに調べますね」

　クトゥリフは風呂から上がり、その大きな胸を張る。怠惰と言われてしまうことも多いクトゥリフであるが、その責任感は人一倍だ。

　などと思っていると。

　ぶちり、と音がした。

「ッ!?」

　クトゥリフが、自分の触手を嚙み千ち切ぎったのだ。

　嚙み千切った触手をぺっと吐き出して、クトゥリフはそれをグレンに差し出した。

「せ、先生ッ!?」

「へーきよ。また生えるから」

　ナイフで切り落とすのは見たことがあるが、口で千切ったのは初めて見た。触手の先端はまだ蠢うごめいている。

「毒を調べるなら、毒に浸かっていた体組織が必要でしょ。水路街の水と、その触手、サーフェのところへ持っていきなさい。ほら、急いで！　本当に毒が流されたのだとしたら時間は全然足りないわよ！」

「は、はいっ」

　相変わらず無茶をする。

「結果がわかったら、すぐに報告します」

「ええ、私もスカディに伝えておくからね――緊急事態よ。忙しくなりそうね」

　グレンも頷く。

　結婚の話などもあったわけだが、もし本当に毒が撒かれているのだとすれば、それどころではない。患者の手当てから毒物の特定など、医者がやらなければならないことは山ほどあるだろう。

「……まったく騒動が尽きないわね、この街は」

　まったくだ、とグレンは思った。

　竜闘女の手術、ドッペルゲンガーにバロメッツ。そして、水路街の毒物騒ぎと、街の危機は絶えることがない。

　だからこそ、自分は街や魔族のために、自分の仕事をする。

「――頑張りましょう、先生」

　急いで着替えを済ませ、白衣を羽は織おるグレン。

　危機の中ではあるが――クトゥリフのような院長職よりも、こうして医療のために奔ほん走そうしていること自体が自分のやりたいことなのかもしれない。

　他人のために自らを酷こく使しするのが、性に合っている。

　そんな風に思うグレンだった。














　幕間１　リトバイト家にて









「くそ、おのれ……」

　ソーエン・リトバイトは忙ぼう殺さつされていた。

　書類に埋まる執務室において、彼は仕事に追われている。なにしろソーエンの肩書きは数多いのだ。多種多様な仕事がソーエンに投げられる。

　リトバイト家の当主としての役目。

　そして当主となったことで父から必然的に引き継ぐことになった、東方商会同盟の業務がある。幹部としてソーエンはそれなりの仕事を抱えている。

　そして、元老の秘書役としての仕事。商会同盟の幹部の地位を利用して、政界にもその籍せきを置くことができた。かつての上司は今は牢ろうの中であるが、今は特定の元老の下につくのではなく、あちこちから雑務を押しつけられる立場となった。

　それはそれで動きやすいのだが、ともあれ仕事が多い。

「……どいつもこいつも俺に投げてきやがって」

　ソーエンは呆あきれるしかない。

　彼から見れば、商会同盟も、元老院も無能ばかりであった。これでよく商売が、政治が回っていたものだと感心するほどである。

　――それはもちろんソーエンが優秀であるがゆえ、そう見えるだけなのだが、だからこそ彼の仕事は増える。ソーエンでなければできない仕事として、難事が次々と降りかかってくる。

「ええい、くそ」

　本音を言えば丸ごと誰かに投げつけたい。

　しかしそれはできない。ソーエンの野心のためには、自分が元老らにとって有用であることを示し続けなければならない。仕事の手を抜く、というのは信頼から最も遠ざかる行為なのだ。

　などと考えていると。

「失礼いたします、ソーエン様」

　障しよう子じを開けて、頭ず巾きんを被かぶった女中が入ってきた。

「……なんだ。見ての通り取り込んでいる」

「使いが文ふみを持って参りましたので、お渡しに」

「使いだと？　どこからだ」

「西の魔族領からと伺うかがっております――らみあの使いでした」

　ソーエンは顔をしかめた。

　彼の頭に浮かぶのは、かつてわずかな間だけ、リトバイトの邸宅で一緒に過ごしたことのある女性だ。弟妹はかなり懐なついていたが、ソーエンはどうしても彼女を好きになれなかった。

「文を渡して去られました」

「よこせ」

　文を受け取り、ソーエンはささっと目を通す。

「……あー、くそ、次から次へと」

「どうなさいました？」

「なんでもない。ただ面めん倒どうごとが増えただけだ。隠おん密みつに長たけたものを数人、リンド・ヴルムに遣やらねばならなくなった」

　ソーエンは頭をかきむしる。

　女中はきょとんとしている。元より彼女にわかるように話しているわけではないのだが、聡明そうな女中は目を細める。

「……ソーエン様も向かわれるので？」

「まだそうとは決まっていないが……」

「遠出の支し度たくをいたします」

　女中は話を聞いているのかいないのか、ソーエンがもうリンド・ヴルムに行くものと思ってしまったらしい。障子を閉めて、ぱたぱたと小走りに廊下を駆けていく。

　相変わらず話を聞かない女中だと、ソーエンは呆れた。

「まったく……今いま更さらネイクスの者とまた通じることになるとはな」

　文に捺おされていた紋もん章しようは、薬くすり瓶びんに蛇へびが巻きついている図柄。

　かつてリトバイト家と同盟したネイクス家からの手紙であった。リトバイトの当主がソーエンへと代替わりしたからこそ、彼に送られてきたのだろうが。

「グレンに連絡……いや、知らせぬほうがいいか」

　ソーエンの頭では、すでに多くの策略がめぐっていた。

　多くの要素を天てん秤びんにかけ、より重くなったほうをとる。特に今、ソーエンは他の者たちより多くのことを知っている。この情報をどう活用するか。誰になにを知らせ、なにを知らせないほうがいいか。

「くそ……本当にリンド・ヴルムに行くことになりそうだ」

　あれこれ考えた挙あげ句くに、結局女中の言う通りになりそうなのが悔くやしい。

　しかし仕方あるまい。数あま多たの仕事は誰かに任せるしかない。ネイクスの文の情報が確かならば、リンド・ヴルムで厄やつ介かいごとが巻き起こる。

「まずは……元老に確認だな」

　ソーエンはため息をつきながら。

　しかし数多の書類を抱えている状況よりは、遠出の仕事のほうがいささか気が楽かもしれない。それに、しばらく会ってない弟妹の顔も見ることができるだろう。

「……さて、アイツらはどんな顔をするかな」

　ソーエンは、嫌そうな顔をする弟妹の顔を想像し、一人くっくと笑うのであった。














　症例２　逢引きのケンタウロス









　水路街に毒が撒まかれたという報道は、リンド・ヴルム議会広報によって、迅じん速そくに街中に伝えられた。

　スカディの主導する広報は、情報の取り扱いに細心の注意を払っていた。パニックを起こさないよう冷静な行動を呼びかけている。

　広報からは、毒はごく弱いものであること、健康な水すい棲せい魔族であればそこまで危険はないこと。老人や子供、身体からだの弱いものはヴィヴル川に設けられた避難所へと移動することなどが報じられた。

　また、現状死者は出ておらず、議会主導で水質調査、原因究明などに尽力することなども伝えられる。

　水路街以外でも、飲み水に気をつけること。不安な場合はスライム族が直接検査した水を使用することなどを呼びかけている。

　そのため、住民の中には、わざわざヴィヴル山のハーピーの里まで行き、そこで水を汲くんでくる者まであった。山でとった水には毒が入っていないことが確認されている。

　議会の適切な動きによって、混乱は防げていた。死者がまだ出ていないこともあったし、スカディが広場で冷静な行動に努めるよう演説したのも効果的だっただろう。

　だが――毒を撒かれたという衝撃はすぐには消えない。

　先日のバロメッツの件もあり、リンド・ヴルムには不安が広がっていた。アルルーナ農場の作物が毒で侵おかされるのではないか、という噂うわさが流れたり、毒を撒いたのは戦争を引き起こしたい人間領の何某の仕し業わざだ、などといった話が囁ささやかれ始める。

　早く何とかしなくてはならない。

　スカディを始めとする議会の面々は、一刻も早く、次の対策を打つ必要に迫られていた。




　水路街への水は、リンド・ヴルムの北側にある巨大な取しゆ水すい門もんから流れている。

　滝のように響く水音。水位の違う川から、水を引き込むために作られた取水門は、リンド・ヴルムにおける最新技術が惜おしみなく使われている。

　グレンはその日、『キュクロ工房』のサイクロプスらと共に、取水門の施設の一部――川の水を浄化する場所を訪れていた。

　川から取り入れた水を、水棲魔族が住みやすいように浄化する設備である。

　グレンにはよくわからない機械が、歯車が、音を立てて回っている。一見すると大おお仰ぎような設備であるが、浄水の仕組みは、水を濾ろ過か材に通していくだけのシンプルなものらしい。

　中心部には本来、水が流れており、機械の内部で濾過されてから水路街へと出ていくのだが――現在は水流を止めてある。サイクロプスらは、濾過器のあちこちを点検し、濾過材も機械の外に運び出しては入念に調べている。

「メメ、どうだい」

「い、今探してるわよぉ。見ればわかるでしょぉ！」

　親しいサイクロプスの一人に声をかけると、そんな返答が飛んでくる。まあこれは彼女としてはいつものことなのでグレンは気にしない。

　――水路街における水質悪化の原因は、毒物と断定された。

　議会代表スカディの名前で、水路街には緊急通達がなされ、大量の治療薬の用意と、重症の患者を中央病院へ搬はん送そうする手配が始まった。この辺あたりは、クトゥリフがうまく采さい配はいしているはずだ。

　警けい邏ら隊には、一刻も早い犯人確保が命じられている。おかげで警邏隊の制服を街で見かけない日はない。闘技場の闘士たちも、有志が集まって警邏隊を手伝っているらしい。

　そしてリトバイト診療所には、毒物の種類の特定と、毒を撒いた方法を調べることが命じられた。これは毒に詳くわしいサーフェがいる診療所だからであろう。

　ゆえにグレンは『キュクロ工房』のサイクロプスたちと、この浄水場までやってきたのだ。なにしろグレンの助手が言うことには――。

「毒を水路街全体に流すのであれば、水の入り口――取水門から浄水場までのどこかに仕掛けを置くのが自然でしょう。少なくとも私が犯人であればそうします」

　とのこと。

　これ以上ないアドバイスに、グレンは従ったのだった。

「お、親方含めて……みんな怒ってるから、し、真剣にやるわよぉ！　疑わないで！」

「疑ってなんかいないよ。サイクロプスの仕事ぶりはわかってるからね。むしろ信頼してるんだ」

「ひっ……じ、じっと見られてると落ち着かないのよぉ！」

　メメは涙目になりながらも、機械の合間の濾ろ材ざいを細かくチェックしていく。

「で、でも、この設備には……なにもないと、思うわよ？　なにしろ、こまめにサイクロプスが点検してるから……」

「そうかい？　でも調べておくに越したことはないと思うんだ」

「わかってるわよ。ま、まあ？　工房の職人が総出で作業に当たってるし、なにか異常があれば教えるから……」

　メメはグレンのほうをちらちらと見ながら、それでも作業を続ける。

　せめて手がかりでも見つかれば――とグレンは思っていた。犯人につながる手がかりさえあれば、スカディや苦く無ない、警邏隊が後はやってくれる。

　グレンが祈るのは、毒によってこれ以上の被害が出ないことだ。

「――あ」

「メメ？」

「あ、あ、あ、あ」

　痙けい攣れんしたように声が震える。

　なにかの発作か――とグレンは思ったが、メメはいつもからは考えられない機敏な動きで、濾材の中に手を突っ込んだ。

　取り出したものは、紫むらさき色いろの――宝石だろうか。

「あ、あ、あったわぁ――――ッ！」

　メメが震える声で叫んだ。

「メメ、毒だから、気をつけて」

「わ、わ、わかってるわよぉ！　これでも水銀とか使っているんだから！　えいっ」

　メメは用意したガラス瓶びんに、その宝石のようなものを入れる。そのままコルクで素早く密閉した。

　皮ひ膚ふに作用する毒物と思われるが、メメは厚手のグローブをしているから特に問題はなさそうだ。毒物に触れたグローブは、そのまま脱いでこれもまた容器の中に入れた。後で焼却するのだろう。

「……で、で、これ何!?　なんの毒なの!?」

「うーん……」

　ガラス瓶に入れられた、縦たてに長い菱ひし形がた立方体。

　美しくカットされた、紫色の宝石のように見えるが――。

「有毒金属……？　いや違う。これは毒液？」

　立方体の角から、わずかに紫の液体が浸しみだしているのが見えた。宝石のように見えるのだが、これは内部に毒液を封じ込めた独特の容器なのかもしれない。一度置いておきさえすれば、毒が少しずつ浸みだしていくような。

　一滴、一滴、水路に毒を浸みこませるような――。

「せ、先生でも、わからないの？」

「僕はまあ、毒の仕掛け方の知識があるわけではないからね。それにこの毒液も、容器も、きっと見てわかるようなものじゃないんだ。毒を扱うのに長たけている専門家が、水路街に毒を撒く目的で一から作ったんだと思う」

　いわば、設置式の毒どく罠わなだ。

　これを作った者は素人しろうとではない。命を奪うことに手慣れている者の仕し業わざだ。

「こんなの……いつの間に……。毎日点検してたのよ、気づかないはずがないわ」

「とりあえずサーフェに見せよう。サーフェのほうが専門家だからね」

　最初から、この場所に置かれていたのだろうか？

　まるでサイクロプスたちに発見されるのを待っていたかのような――そのためにわざわざこの場所に置かれたような気さえする。

「なんなんだ……」

　リンド・ヴルムで、不気味な何者かが暗あん躍やくしている気がして、グレンは背せ筋すじを凍こおらせた。

「と、とにかくまだ調べるわよ！　こんなのがいくつもあったらサイクロプスの沽こ券けんに関かかわるんだから！　いいでしょ先生!?　親方も爺じい様がたも、まだまだやるんだからね！」

「なんだぁメメ、いっちょ前に張り切りやがって」

　メメの奮ふん起きに、親方を始め、サイクロプスたちが笑う。

　孫娘のようなメメの成長が嬉うれしいのかもしれない。メメは笑われても気にした様子はなく、その大きな目で職人たちを見回す。

「友達ルララが棲すんでるところに毒撒かれて！　怒らないわけないでしょ！　絶対許さないんだから！」

「おお、おお、そうともさ！　リンド・ヴルムの住民は皆、友人よ。おめえら、残りの作業も気合い入れていくぞ！」

　サイクロプスたちが、おおお、と声をあげた。

　サイクロプスたちの士し気きはそれを機にみるみる上がった。元より職人気質かたぎの彼らが仕事の手を抜くことはありえないが――加えて、一大技術の結集である浄水設備に毒を仕込まれて、誇りが傷ついたのもあるだろう。

　だが――。

　その後、サイクロプスを総動員したにも拘かかわらず、毒物はメメの採取したもの以外には見つからなかった。水路街全域に影響を及ぼす毒が、手のひらに乗る程度の菱形立方体一つからもたらされたというのは、にわかには信じがたいが――。

　とにかく、毒物の特定どころか、採取することができた。

　サーフェならばきっとこの毒から、犯人につながる手がかりを見つけてくれるだろう――と信じるグレンだった。




「生物濃縮に由ゆ来らいする毒物ですね」

　数枚の報告書を手に、サーフェが言った。

　診療所の一室――サーフェ専用の製薬室である。

　いつもの看護服に、毒物を扱うためかマスクや手袋をした完全防備のサーフェだったのだが――今はマスクを外して、書類を読み上げてくれている。

　浄水場で見つけた毒を、グレンは早さつ速そくサーフェに解かい析せきしてもらった。

　同様のサンプルは中央病院にも送っており、あちらでも調べてもらう予定だ。

　毒物を見つけて一週間。

　水路街では、患者の増加はぱたりと止まった。新たに皮膚や呼吸器の疾しつ患かんを訴える患者は随ずい分ぶんと減り、また陸上でも腹痛を訴える患者数も激減している。飲料水への毒の影響もなくなったと見ていいだろう。

　つまり。

　メメが見つけたもの――毒が封入された菱形立方体は、やはり水路街全体に影響を及ぼした元凶であったのだ。

「生物濃縮って……？」

「はい、たとえばある種の毒ガエルは、本来は無毒ですが、毒を持つアリやダニなどを捕食することで体内で毒を濃縮し、やがて猛毒となります」

「……えっと、つまりその毒を抽ちゆう出しゆつした、ということ？」

「その通りです。いくつかの有毒魔族――たとえば私の知るのは、希き少しよう種族マンティコア族などですが、彼らは自分が耐性を持つ毒物を、長い年月をかけて摂取していきます。そうすると彼らの体内には、自然界には本来ありえないレベルの、濃厚な毒ができます」

　禍まが々まがしいほどの紫色をした、水路街の毒薬を思い出す。

「ラミアにも、有毒の亜あ種しゆがいます。ネイクス家の先祖にも、そうして毒を食べ続け、全身を毒に浸食させきったという伝説の暗殺者がいます。なんでも吐と息いきだけで人を殺すことができたとか」

「すごいね――そんな危険人物がリンド・ヴルムに入れるとは思えないけど」

「あくまで伝説です。全身の毒どく腺せんが発達しすぎて、全身に刺青いれずみのような模様があったということです――そんな風ふう貌ぼうだとすれば、暗殺には不向きでしょう」

「う、うん」

　リンド・ヴルムの関せき所しよは比較的緩ゆるく、商人や観光客も出入りできるようになっているが、それでも検査はある。毒を持っての侵入は容易ではないはずだ。例の毒を持ち込んだ者は、よほど巧妙に偽装して運んだのだろう。

「とにかくこの毒は、普通の作り方では作れない、相当に強力な毒ということです。さらに、中身があまり減っていません。水にさらされていたわけではないと思いますね」

「え？」

　それはおかしい。

　毒入りの結晶体は、浄水場の濾過材の中から発見されたものだ。浄水設備では常つねに水が流れているはずだが――。

「別のところにあったものを、わざと見つけやすい場所に移したのだと思います。ずっと浄水設備内部にあったのならば、もっと毒が流れ出しているはず――被害が格段に広がっていたでしょう」

「……待って。じゃあ」

「犯人は毒の量を調整しています。誰も死なないように。不用意に被害が広がらないように。そしてもう潮しお時どきだと判断して、メメさんにわざと毒を見つけさせたのです。これで、毒を撒くのは終わりだといわんばかりに……」

　暗殺者の血ち筋すじでありながら、薬くす師しを目指したサーフェはさすがそういう手法に詳くわしい。

　そして彼女がこのように言うからには――この毒を仕掛けた者が、相当の手て練だれであることも疑いのない事実なのだ。

「とりあえず、その辺りの報告をクトゥリフ様に届けてもらいますね」

　妖精の一人が、サーフェが尻しつ尾ぽでもって差し出してきた報告書を受け取った。そのまま、中央病院まで運んでくれることだろう。妖精の伝令は、時には郵便より早い。

「生体由来の毒物なので……さらに詳しく調べれば、どの魔族から採取した毒物なのか判明すると思います」

「本当に？」

「はい、トード族、マンティコア族、あるいはリザードフォークやラミアの有毒亜種……いずれの種族かはもう少し時間をかけて調べれば判明するでしょう。犯人特定の手がかりになるといいのですが」

「うん。ありがとう。きっと捜査も進展するよ」

　グレンが頷くが、サーフェの表情は未いまだ硬かたい。

　よほど恐ろしい毒物なのだろう。毒に耐性のある種族が、毒を飲んで生み出す毒。そうした技術が今に至いたるまで伝わっているということが、そもそもグレンには信じがたい。医者の道とはまるで対極にある、外げ法ほう、外げ道どうの技わざ。

「とにかく、私はもっと調べてみますね」

「うん。お願い」

　グレンは頷うなずいた。

　街全体で見れば、患者は減少しており、今回の水路街の騒動も、医者としての仕事は終しゆう息そくしつつある――だが、リンド・ヴルム議会や警邏隊はこれからが本番だ。犯人を捕らえるまでは、不安が拭ぬぐわれたとは言えない。

　ただ――。

「ねえ、サーフェ」

「なんでしょう？」

「水路街に毒を撒いた犯人は……手慣れてるよね？　先手先手で行動して、しかも死人が出ないようにしてる……なにが目的なんだろう？」

「わかりません――ですが、この毒はただのならず者が使えるものではありません。取扱いを間違えると、使用者が死んでしまいます。そんな劇げき物ぶつを的確に扱っている。私と同じ、毒の専門家の仕業でしょうね」

「それって……」

「ええ――暗殺者稼か業ぎようの者かと」

　サーフェの険しい顔の理由が、グレンにもようやく理解できた。

　以前、奴ど隷れい商が街で暗躍していた時も、スカディ自身が解決に当たったほどの事態になったのだが――暗殺者となればさらに危険度が上がる。

「毒を加減した理由はわかりませんが、犯人がその気になれば大量殺さつ戮りくも可能だったはずです。その点における疑問も含め、報告書に書いてありますので」

「う、うん」

「あとは警邏隊の仕事ですよ、先生」

　グレンは、警邏隊に勤める妹のことを思い浮かべた。

　妹の腕っぷしは信頼してはいるのだが――暗殺者が相手では心配になる。正面きっての戦いならば大丈夫だろうが、搦からめ手を使われると妹は弱い。

「あと、先生。イリィが郵便を届けに来ました」

「あ、うん。誰から？」

「スキュテイアーの令嬢からですよ」

　サーフェの差し出す手紙を、グレンは受け取った。確かにその便びん箋せんは、スキュテイアー家の紋もん章しようで封ふう蠟ろうされている。

　サーフェの目が、すっと細くなる。グレンの背筋が震えた。

　嫉しつ妬と心に溢あふれたサーフェの感情が、なにも言わなくても伝わってくるようだ。スキュテイアーの令嬢ティサリアから、グレンは熱烈なアプローチを繰り返し受けている。

「なんでも、お見合いの申し込みだそうですよ」

「うっ」

　少し予想はしていたが――。

　サーフェの悋りん気きの炎に焼かれながらも、封筒を開封するグレン。

　そこには確かに、見合いのため、中央広場のカフェテリアに来られたし――と記してあった。だが、いくらなんでも。

「カフェで……お見合い？」

　呼びつけることは問題ないとしても、場所がそぐわない。

「どう思う？」

「さあ？」

　サーフェは冷たい。だが視線はグレンの持つ手紙に注がれている。

「行ってきたらいいではありませんか。直じき々じきに手紙まで書いてくるなんて、あの姫様も焦あせっているのでしょう？」

「焦るって」

　今日のサーフェはなにかおかしい。

　表情も険しく、口調も冷たい。どこか突き放すような態度だ。この後も猛毒の検査をしなければならず、安全にも配慮しなければならない。それで、ぴりぴりしているのだろうか。

「ティサリアがなにを考えているかは、私にもわかりませんよ。ですから会って、話してみるしかないでしょう？　ねえ、先生」

　サーフェが、その尻尾の先でちらりとグレンの頰ほおを撫なでた。

　その仕し草ぐさにどのような意図があったのか――それはわからないが。

「それでは私は、調査を続けますから」

　そう言ってサーフェは、それ以上の会話を打ち切ってしまったのだった。




「申し訳ありませんわ。わざわざお呼び立てして」

　ティサリアは、中央広場のカフェテリアで待っていた。

　何故なぜかテラス席ではなく、カフェの隅すみにいる。有う無むを言わさず日時と場所を指定された手紙――しかも来なければ、何日でも待つとまで記してあった。そこまで言われては、グレンも行かざるを得ない。

「いえ……えっと」

「実は、お見合いではありませんの」

「です、よね」

　さすがに見合いの場にしては、中央広場のカフェテリアはカジュアルに過ぎる。カフェの隅で野菜ジュースを飲んでいるティサリアは、普段の鎧よろい姿で、別に着飾っているわけでもない。

「では、一体どのような」

「水路街の件ですわ」

「っ」

　グレンの顔つきが変わる。今、水路街の件と言われては、流された毒のことを考えずにはいられない。

「緊急かつ重要なお話をしたくて――こうして呼び出すのが一番と思いましたの。グレン先生には知らせておいたほうがいいと思いまして」

「？　それはどういう……？」

「水路街で、怪あやしい人物を目撃しましたの――あぁ。お静かに」

　グレンがなにか言う前に、ティサリアが指先をグレンの唇くちびるに当てた。

「まだ確証はありませんの。そもそも私が見たわけではないので……見慣れぬ男を見たのは、ローナですわ」

　顔を近づけて、囁くティサリア。

「それを……警邏隊には……？」

「これから報告しますわ。けれどその前に、先生にもお伝えしておきたくて」

「……僕に、何故？」

「ローナは、水路街で怪しい人影を見たと言っていました。人間の男性――それも、極東風の服装だったそうですわ」

　リンド・ヴルムは、人間領と魔族領の境さかいに位置する街である。

　極東の文化も取り入れられているし、実際、ラドン花はな街まちにおける建築は東風。またメメやアラーニャといった魔族は、東風の服を着ていることも多いが――それでも珍めずらしいことには変わりない。

「怪しいと見る根拠は……？」

「足音を立てぬ動きだったそうですわ。ローナにも同じような技の心こころ得えがありますし、あの子は勘かんが良いので……ただの観光客はそんな歩き方をしないでしょう？」

「――そうですね」

　ケンタウロスの蹄ひづめでどのようにして足音を立てずに歩くのか、少し興味が湧わくグレンだったが、好奇心は脇わきに置いて話の続きに集中した。

「先生。今回の件――毒を撒くように命じたのが、東国の権力者という噂もありますわよ」

「え、ええ。僕も小耳には」

　リンド・ヴルムでは、まだ『眠り病』の件が記憶に新しい。

　住民のほとんどが眠りに陥おちいってしまった事件は、住民が夢の中にある内に解決された。だがその原因が東国から持ち込まれたバロメッツであること、極東の公爵が裏で手を引いていたことなどは、事件後、リンド・ヴルムで話題になっていた。

　毒を撒いたのも、また魔族を厭いとう人間の仕業なのではないか。

　住民が疑ぎ心しん暗あん鬼きになるのも、無理からぬことだ。

「元老院？　といったかしら。東の機関には……グレン先生のお兄様が」

「ご心配ありがとうございます。ですが、兄は関係ありませんよ。自分の身が危うくなるようなことはしない人間です」

「そ、そうでしたの」

　グレンは、ティサリアがお見合いなどと言ってグレンをひそかに呼び出した理由をようやく理解した。

　ティサリアはそこまで心配してくれていたのだ。

　もし万が一、東国にいるグレンの兄、ソーエンが関わっていたのだとすれば――グレンにも累るいが及ぶかもしれない。だから、目撃報告を警邏隊に届ける前に、グレンに教えてくれたのだ。

「それに、おそらく人間領は関係ありません」

「……それは、なぜ？」

「はい。使われた毒は、魔族が体内で濃縮して作るものだそうで……つまり毒を用いたのは魔族である可能性が高いようです」

「そ、そうなんですの。まったく、どこの種族かしら。いずれにせよ天てん誅ちゆうをくださねば」

「その辺りはスカディさんがやってくれると思いますが……」

　東の人間らに、魔族由来の毒を扱う知識などあるはずもない。極端な魔族差別の領地であるがゆえに、むしろ魔族に対して無知なものが多い。

　人間領の者に、魔族由来の毒を使い、水路街に流せるような者がいるとは思えなかった。

「とにかくそれだけ伝えたかったんですの。申し訳ありませんわ、お見合いだなんて呼び出してしまって。サーフェになにか言われまして？」

「はあ、いいから会って話してこい、とだけ」

「そう……」

　ティサリアも、目を伏せて野菜ジュースを飲む。

　サーフェといいティサリアといい、なんだか妙だ。どこか上うわの空というか、心ここにあらずというか――毒を流されたリンド・ヴルムで、心を落ち着けろというのも無理な話だが。

「そういえばお医者様、結婚相手は定めまして？」

　やはりきたか。

　どうしても、その話になるらしい。

「いえ、まだ……僕は、まだ結婚する気はないです」

「わたくしは本気ですわよ」

　ティサリアはまるで闘技場で戦う時のような、鋭い視線だった。

「お医者様が望むのなら、スキュテイアーの跡継ぎ、などという話も退しりぞけていただいて構いませんわ。スキュテイアーの家名と稼業は、わたくしが守ればいいだけのこと。お医者様には、どうか望むままの生き方をなさってほしいと思っております」

「ティサリアさん？」

「いつか、アラーニャさんに言われたことの答えですわ」

　ティサリアは、どうやらハーピーの里でのことを気にしていたらしい。

　彼女は家のために結婚相手を探している、などとアラーニャに言われた。あれは武器での戦いを嫌うアラーニャが舌ぜつ戦せんを挑いどみ、相手の弱みにつけこんだだけだろうが――ティサリアにとっては、紛まぎれもなく痛いところだったのだ。

「だからどうか、わたくしと」

「ティサリアさん。何度も言いますが、僕はまだ修行中です」

　ティサリアの告白には、心を打つものがあった。

　グレンは自分で決めた、納得のいく答えを出そうと。ティサリアがここまで言ったならば、グレンもまた、真しん摯しに答えなくてはならない。

　ただ――初めから、答え自体は決まっていたのかもしれないとも思った。

「正直、僕には時期尚しよう早そうだと思っています。ただ」

「ただ……？」

「もしその時が来たとき――僕が一緒になりたいと思う女性は、たった一人だけです」

　ティサリアの真剣さに。

　グレンもまた、精せい一いつ杯ぱいの誠意で応じたつもりであった。

　誰のことを言っているのか、ティサリアもすぐにわかったのだろう。ほんの少しだけ息を吐いてから――野菜ジュースを全すべて一気に飲み干した。

「ふう」

「すみません。こんな答えしかできなくて」

「あら、謝ってほしくなんてありませんわ。むしろ安心していますの。わたくしの知っているお医者様、わたくしの大好きなグレン先生なら、そう言うと思っていましたわ」

　屈くつ託たくのない好意を向けられてしまうと、グレンもまた困ってしまう。

　ああ。

　そうなのだ。

　もしもこの先、誰かと契ちぎりを結ぶというのならば――その候補は、ただ一人しかいない。グレンの中では、もう相手は決まっていたのだ。

　それを、スィウから結婚の話をされて、ティサリアに思いを打ち明けられて――ようやく、自覚することができた。

　きっと。

　グレンが、好きなのは、昔も今も、ただ一人だけで――。

「いいんです。これがきっとわたくしの恋心の、正しい結末なのでしょう。わたくしなりにあがいて、戦った、その結果ですから」

「ティサリアさん。僕は、その……」

「言わずともわかります。それ以上言わせてしまうのは野や暮ぼというものですわ」

　ティサリアの想いに応こたえられなかった形になる。

　だが――何故だろうか。ティサリアには、悲しむ様子も、怒る様子もない。むしろ自然体で、余裕さえ感じられる。

　ふふふ、と笑うティサリアは――だがそれこそが演技なのだろうか。失恋した女性であることを示したくなくて、極力明るく振る舞っているのか。それもなにか違う気がするのだが。

　しかし今のティサリアから、ある種の演技を感じるのは間違いない。

「ですが――そうですわね、謝罪の気持ちが、もしあると仰おつしやるなら」

「？」

「どうか、一日だけで構いませんの――わたくしとデートしてくださいませんか？」




　デート。

　いわゆる逢あい引びき。

　提案された時、グレンはすぐに承しよう諾だくできなかった。なにしろ未だ、リンド・ヴルムでの毒水事件は解決しきっていない。体調を崩くずした患者がいつ診療所を訪れるかわからない。気軽に診療所を空あけることなどできない。

　しかし――。

　せめて一度だけ、と言うティサリアの願いを、グレンも無む下げにはできなかった。それでティサリアが、グレンへの恋れん慕ぼを整理できるというなら。

　グレンは迷った挙あげ句く。

　サーフェに相談することにした。

「他の女との逢引きに行くかどうか、私に相談してどうするんですか？」

　サーフェは、もうこれは完全に呆あきれた様子で、グレンを見下した。

　呆れられることはグレンも重々承しよう知ちしていたので、頭を下げるしかない。妖精たちが「あほー」「まぬけー」「かいしょーなし！」と口々に非難してくるが、それに対してもグレンは反論する術すべを持たないのであった。

　情けなくて反論もできない。

「いや、でも診療所を空けることになるから、留守を頼まないと」

「そうですねぇ。往診で空けるのならなんの問題もないのですが、女性と逢引きだなんて。グレン先生は私に頭を下げなければ、デートの一つもできないんですね。面おも白しろいですねえ、ああ、愉ゆ快かい愉快」

　言葉と裏うら腹はらに、顔はまったく笑っていない。

　グレンも、今日まで医師となるための勉強を怠おこたったつもりはないが――そのぶん、色いろ事ごとなどに関してはなにも学んでこなかった。こういう時にはどうすればいいのかなど、まったくわからないのだ。

　とりあえず自分にできるのは、サーフェにも全て誠実に話すことだと思った。

「ま、構いませんよ」

「サーフェ？」

「そんな顔なさらないでください。別に駄目だなんて言ってないんですから。あの子テイサリアだって、別に私を出し抜くために提案したわけではないはず。ならば行って来ても構いません。留守は任せてください」

　珍しく。

　嫉妬の炎を燃やすこともなく、サーフェは穏おだやかな口調で言ってくれた。ティサリアの想いを汲んでくれたのだろう。

　尻尾を見ても、過度に震えたりはしていない。激情を我が慢まんしているわけではなく、本心からティサリアのことを考えているようだ。

「うん。ありがとう、サーフェ」

「行ってらっしゃいませ。ごゆっくり」

　本音を言えば。

　自分は、サーフェとゆっくり逢引きしたいのだ――などと歯の浮くようなことを思ったのだが、それを言える立場にないグレンだ。

　そんな会話を経へて、グレンはティサリアとの待ち合わせの場所にいる。

　今は医者でないことを示すように、白衣は着ておらず、代わりにいくらか上等な仕立ての上着を羽は織おっている。診療所はサーフェが守ってくれていることだろう。毒水の件もあり、決して診療所が暇ひまなわけではないが――。

　サーフェは任せろと請うけ負ってくれた。

　ティサリアとの待ち合わせは中央広場であった。ケイとローナが事前に何度か診療所を訪れ、比較的余裕のある日に決めたのだった。

　二人の従者は、グレンにしきりに礼を言っていた。

「お嬢様のわがままを聞いてくださって」「お医者様、本当にありがとうございます」

　とのことだった。

　ティサリアの想いに、こういう形でしか応えられないのだから――せめて今日だけは、彼女と一緒に楽しもう、と思った。

「お医者様！」

　広場で声が上がる。よそ行きの服装で着飾ったティサリアが、手を挙げていた。

　いつもの武装姿ではない。グレンよりかなり背は大きいが、そんなことはどうでもよくなるくらいの淑しゆく女じよである。本当に――。

「ティサリアさん、可愛かわいらしい服ですね」

「へっ!?　あ、ありがとうございますわ……その、たまにはわたくしも、気合いを入れなくてはと思いまして」

　従者が選んだ服らしい。

　あの二人はティサリアのことをよくわかっている。ティサリアの頰は真っ赤だ。

　グレンは胸が痛む。

　心に決めた相手はただ一人だが――それでも、こんな素す敵てきな女性の想いを断らなくてはならないということが、ただ純粋に悲しかった。

「それでは行きましょうか」

「あ、は、はい。すみません、僕はなにも考えていなくて」

「ふふ。お忙しいお医者様にそのようなことはさせられませんわ」

　ティサリアは、グレンの手を引く。

　かぽかぽと蹄を鳴らすその足取りはゆったりとしていて、歩幅の大きく違うグレンに合わせてくれているようだった。

「今日は本当に、誘いをお受けしてくださってありがとうございます。わたくし、もう、飛び上がってしまうほどに嬉しくて」
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「はい。いえ、僕も……」

　グレンは返答に逡しゆん巡じゆんした。僕も逢引きが嬉しい、とは言えるはずもない。グレンは彼女の思いを袖そでにしたのだから。

　だからこそ、この瞬間だけはティサリアとの時間を楽しみたい――と思っていたのだが。

　それをどう伝えればいいかわからないうちに、ティサリアのほうが口を開いた。

「グレン先生」

　お医者様、ではなく。

　ティサリアがグレンの名を呼んだ。もしかしたら初めてだったかもしれない。

「わたくしは、先生のことをお慕したいしていました。最初に治療してもらったときからずっと。先生のおかげで、第二階位にもなれました。本当にどれだけ感謝しても足りなくて、それ以上に好きだという想いが溢れて――」

「ティサリアさん？」

「わたくし、ご存じのとおり――色々なものを背負って生きていますの。家の伝統、誇り、事業、両親の期待、従者たちの人生や幸福。それに友人たちの想いも」

　サーフェのことだろう。

「でも今だけは、なにも背負わない――ただのティサリアとして、グレン先生とのお時間を過ごさせてくださいな」

　ティサリアはグレンを見て、微ほほ笑えんだ。

　その笑顔を見て――グレンは、今日この時間だけは、ティサリアのことだけを考えようと決意した。

　それだけが、今、自分がティサリアにできる唯ゆい一いつのことだと思った。




　その日、グレンたちは、リンド・ヴルム中を回った。

　闘技場では、ティサリアの普段使っている模も擬ぎ槍やりを見せてもらった。

　広い練習場で、その模擬槍を振るわせてもらったが、模擬とはいえ魔族――ケンタウロス用の武器は相当に重く、グレンはむしろ槍に振るわれているようなものだった。

　水路街では土産みやげ物ものを物ぶつ色しよくした。陸上の屋台でガラス細工を眺ながめていると、ティサリアが屋台ごと買い占しめようとしたので慌あわてて止めた。

　墓場街まで足を延のばそうかとグレンは言ったが、ティサリアが涙目で首を横に振るので、それは断念した。闘技場では怖いものなしのような顔をしているのだが、どうやら不死の魔族は苦手らしい。

　なので、議会の近くにある歴史館でも回ろうかと思っていたのだが――。

「雨……？」

「にわか雨ですね」

　大通りを歩いている時に、急な雨に遭あってしまった。

　グレンらは歴史館まで走ったのだが、リンド・ヴルムにしては珍しく激しい夕立だったので、一いつ張ちよう羅らまで濡ぬれてしまう。

　ティサリアの高そうな衣服も濡れてしまった。白いブラウスなので、水に濡れるとその大きな胸部が透けてしまう。グレンは目のやり場に困る。また彼女の姿を衆しゆう目もくに晒さらすのも気が引ける。

「てぃ、ティサリアさん……その、なにか羽織るものを……」

「あら、何故？」

　グレンは言葉に困る。まさか服が透けていますとは言えない。

　身み嗜だしなみにも気を遣つかうはずのティサリアだが、今日に限って自分の服の状態には気づいていないようだ。急な雨に降られ、これからどうするかで頭がいっぱいなのかもしれない。

　すると――。

「お楽しみなところ」「まことに申し訳ございませんが」

「えっ」

　重なる声。傘かさを使う、二人の人じん馬ばの姿。

「えっ、ケイ!?　ローナ!?」

「お嬢様、お召し替えの時間ですよ」「お医者様にはこちらを」

　そういえば彼女たちの姿がなかった。

　ティサリアが従者を連れていないのを見るのも珍しいが――もしやこっそりついてきていたのだろうか。

　ティサリアはケイによってどこかへと誘導されてしまう。見れば近くに停とめたケンタウロス車では、いつかの車夫が雨に濡れながら待機していた。あの中で着替えるのだろうか。

　そして何故かローナは、グレンの替えの上着まで用意している。準備がいいどころの話ではないが、グレンはそれをありがたく受け取った。

「あ、ありがとうございます」

「いいえ」

　ローナは淑しとやかに笑う。主あるじ思いのこの女じよ従じゆうたちが、ティサリアの傍そばにいないわけがないのだ。どんな形であれ。

「ずっと後ろに……？」

「とんでもございませんわ。お邪魔なことは致しません。今日はスキュテイアーの者が何故か多くお休みを頂いて、街まち中なかで気ままに過ごしているだけですわ」

　つまりどこでも見られているということだ。

　それだけ愛されるティサリアを尊敬してしまう。家柄や立場よりも、ティサリア自身の人柄が、ここまで慕われる理由なのだろう。

「お医者様」

　ローナは。

　グレンにしか聞こえない声で囁いた。

「お嬢様は今日まで、深刻に思い悩んでいました。多くは申しませんが、今のお嬢様は大変つらい覚悟で、今日の逢引きに臨のぞんでいらっしゃいます」

「悩んだというのは、なぜ……？」

「それはナイショなのです――ですが、どうかお嬢様の想いを汲んでくださいますよう、お願いしますね」

　ティサリアの幸せを願うローナの言葉。

　失恋したティサリアを慰なぐさめてほしい、という意味かとも思ったが、どうも違う気がする。そもそもそんなことを、失恋相手に言うはずがない。

　ローナの言葉は曖あい昧まいで具体性に欠ける。グレンはなにか惑まどわされているような気がした。

　ローナの立場を考えれば、ティサリアの想いを断ったグレンを責めてもいいと思うのだが――それは、しない。

「あら、雨が上がりましたね」

　短い雨だった。

　雨で濡れた路面に、柔らかい日差しが降り注いでいる。ヴィヴル山のほうを見ると小さく虹にじが出ていた。虹に重なるようにして、ハーピーの飛ぶ影がある。遠くてわからないが、もしかするとはしゃいでいるイリィかもしれない。

「ぐ、グレン先生……お待たせ、しました」

　着替えを終えたティサリアがやってくる。

　顔が赤い。

「も、申し訳ありませんわ。今日は供ともはいらないと言ったのですけれど……まさかこんなに身内がいるだなんて……」

「たまさか居合わせただけですよお嬢様」「そうですとも、こっそり見ていたなどと」

「ではこの用意の良さはなんですの！　もう、まったく……！」

　確かに逢引きを家族に見られるのは恥はずかしいだろう。

　――つまりそれは、従者や『スキュテイアー運送』の社員たちは、ティサリアにとって家族も同然である、という意味なのだが。

　恥ずかしさに頰を染めるティサリアと対照的に、ケイとローナはすました顔だ。グレンにしてみれば微笑ましかった。

「予定を変更しましょうか」

「え？」

「虹が出ていますから。もっと見えやすいところ――議会近くの塔がいいかな。虹が消えないうちに、行きましょう」

「は、はい」

　グレンは思う。

　たとえ想いに応えられなくても――ティサリアのような女性に情を向けられたことは、誇るべきことなのだ。ティサリアがいつでも前を向くように、グレンもまた、思い悩むよりは、彼女のように前を向けばいいと思った。

　それが、サーフェにもティサリアにも顔向けできる最良の態度だと思った。

「ふふ」

　ティサリアは嬉しそうに笑う。

　――その笑顔の裏に隠されたものを、この時のグレンは、想像だにしなかったのだが。




　逢引きが終わった。

　最後は『大烏賊いかの寝ね床どこ亭』にて食事を楽しんだ。野菜メインのディナーではあったが、健康にいいものはグレンも好きなので、ティサリアの食性に合わせた食事を楽しんだ。

　寝床亭を出ると、リンド・ヴルムはすっかり夜に沈んでいた。

　その後は――。

「診療所まで送りますわ」

「い、いえ、さすがにそこまでは」

「送らせてくださいませ。お話ししたいこともありますの」

　何故か。

　何故かティサリアの表情は、硬い。一日だけという約束で、ティサリアが心の整理をつけるための逢おう瀬せ。

　心の整理がつかなかったのだろうか？

　まるで闘技場に赴おもむくかのような、真剣な顔をしている。

　グレンは固こ辞じしたのだが、ティサリアが聞き入れてくれることはなく――結局グレンは、ティサリアとともに診療所へと戻ることになったのだ。

　診療所では、まだ明かりがついていた。

　休診の札がかかっているから、サーフェの仕事は終わっているはずだが――もしかすると調薬室で、例の毒薬の分ぶん析せきをしているのかもしれない。

　ずかずかと。

　グレンが止める暇いとまもなく、ティサリアが診療所へと向かっていく。玄関の戸を構わず開けた。

　彼女の顔は――今まで見たこともないほど、緊張した顔だ。

「戻りましたわ。アラーニャ」

「え」

　ティサリアが告げると。

　まるで全てそういう段取りであったかのように――かさかさと節せつ足そくを動かして、診療所からアラーニャが出てきた。

「はいはい、おかえりなさいまし。時間ぴったりやなあ。その様子やと、上手うまいこといきはったんやねぇ」

「さて。これを上手く……なんて言いたくはありませんけれど、ね。とにかく絵図通りに進んだのは間違いありませんわ」

「センセもおかえりな。夕食、作っておきましたえ」

「ま、待ってください。どうしてアラーニャさんが？」

　アラーニャはいつかの看護服を身に着けている。

　頭と肩にはそれぞれ妖精を乗せていた。妖精らの表情はグレンにも読みづらいが――何故かこの時ばかりは、妖精たちも厳しい表情をしているように思えた。

　何故だ。この張り詰めた空気は一体、なんなのか。

「なにかあったんですか？　サーフェ？　戻ったよ……？」

　診療所の奥に声をかけるが――。

　いつも出迎えてくれるはずの、ラミアの助手の姿がない。外出して、留守をアラーニャに任せたのだろうか。

　おかしい。

　内臓がきゅっと締めつけられるような、嫌な予感をおぼえた。

「あの、これは一体……？」

　アラーニャとティサリアは。

　互いに顔を見合わせて――結局、口を開いたのはアラーニャだった。

「これを預かっておりますえ」

「て、手紙？」

「これを読めば、なにが起きてるかわかりますえ――でもなセンセ、妾わらわがこんなこと言うのもおかしいんやけどな……妾は誰も悪くないと思うから。どうか誰も責めないでほしいんや。それが、手紙を読むためのお姉さんとの約束。できる？」

　いつの間にかグレンの小指に、糸が巻きつけられている。

　約束しろということだ。それができなければ手紙を読ませないと――そういうことなのだろう。

「わ、わかりました……」

　覚悟を決めて、グレンが頷いた。

「良い目やな――では、どうぞ」

　渡された手紙は、随ずい分ぶんと厚かった。いつの間にこんな、長い手紙を書いていたのだろうか。

　手紙の筆跡は――グレンもよく知る、サーフェの美しい字であった。





　グレン先生へ。

　アラーニャに預けたこの手紙を読んでいるということは、私はもう診療所を出たということだと思います。

　突然このような形で姿を消すこと、どうかお許しください。

　そしていくつか噓うそをついていたこともまた、許してください。薬師として正しくない方法しかとれなかった私を、許してください。

　なにから書きましょうか。

　なにを書いたらいいでしょうか。

　そうですね、きっと、全ての発ほつ端たんは水路街に撒かれた毒なのです。

　あの毒は、ネイクス家で伝えられているものでした。

　一目見てわかりました。いえ、あの毒を撒いた誰かさんは、私にだけはわかるようにあの毒を用意したのでしょう。ネイクスの一族、血縁のものであることは間違いありません。

　あの毒はラミア特製の毒薬を、毒に耐性のある暗殺者の体内で濃縮してから取り出すものです。何百年もの間、暗殺者たちが非道な実験を繰り返し、製法を確立したものです。

　グレン先生には、どこの種族のものか突き止めるなどと言いましたが――私には最初からわかっていました。調べる必要もありませんでした。私の実家、ネイクス家でよく使われる毒物だったのですから。

　いずれ、クトゥリフ様も同じ結論に達するでしょう。

　もちろん、私は暗殺などしていません。水路街に毒を撒く理由もなければ、そもそも今の私は薬師であり、人間も魔族も害するつもりはありません。

　ですが。

　ネイクスの毒だと知られてしまえば、私はおろかグレン先生のお立場が危うくなってしまうことでしょう。

　私は無関係であることを、市井しせいの人々は信じません。実際に被害を受けた方々はもちろん、スカディ様やクトゥリフ様とて、私が実家と何らかのつながりを持っているのではないか、そうでなくとも私を糸口に、実行犯らを見つけ出そうとするでしょう。

　私はグレン先生に迷惑をかけたくありません。

　だから、ごめんなさい。

　診療所を出て、ネイクスの里へと向かいます。

　もう診療所に……リンド・ヴルムに戻るつもりはありません。






「なんだよ、それ……」

　グレンの手紙を持つ手が震える。グレンは急せかされるように、綴つづられた筆跡を目で追っていった。





　ティサリアにも、申し訳ないことをしました。

　彼女には、私に毒が届けられたその日から相談していました。

　もう診療所にはいられない、けれど先生と同じ屋根の下、ひっそりと抜け出すことは難しいと考えたのです。なのでティサリアに、グレン先生を丸一日、連れ出す口実を作ってもらったのです。

　ティサリアの恋心を理由にされれば、グレン先生も逢おう瀬せを断れないと思いました。

　卑ひ怯きような女でごめんなさい。

　なんだか謝ってばかりで、とりとめのない文章ですね。

　とにかく私は戻るつもりもありません。水路街に撒かれた毒に関しては私が始し末まつをつけたいと思います。

　あとのことは、ティサリアとアラーニャに託たくしてあります。

　二人と仲良くしてくださいね。






　グレンは思わず、ティサリアを見つめてしまう。

「噓――？　今日一日、僕を連れ出すために、噓を？」

「違いますわ」

　ティサリアは厳しい表情で告げる。

「騙だましたことは、事実ですわ。けれど、告白して断られたから、今日一日だけでも逢瀬をと願ったのも私の本心です」

「……待ってください。つまり、今日連れ出すために、あえて断られるとわかっている告白をしたんですか？　口実を作るために……？」

　それは。

　実らないと知りながら恋を打ち明けるのは、どれほどの覚悟だったのか。

「そういうことに……なってしまうのかしら。噓でもあり、本当でもある……先生。わたくしにとっては、グレン先生と同じくらい、サーフェのことも大切なんですのよ。友人として、恋こい敵がたきとして、わたくしはどうしても彼女を守りたかったんですの。だから」

「わ、わかっています、それはわかっていますが」

「彼女の望みを、叶かなえてあげたかったのですわ」

　グレンの頭は混乱している。

　もしや、ローナが言っていたのはこのことだったのか。ティサリアの想いを汲くんでほしいというのは。

　アラーニャが、誰も悪くないのだから責めるな、と言うのも。

　責めるつもりはない。ティサリアはサーフェに頼まれただけで、サーフェがこんなことを頼んだのも止やむにやまれぬ事情からで。

　だが。だが。

　頭を巡めぐるのは、疑問符ばかりだった。

　手紙の続きを読む。

　手紙を読んでいけば、答えが見つかると信じているかのように。





　結婚の話でも、困らせてしまってすみません。

　私はグレン先生が。

　グレンが好きでした。

　本当に愛していました。

　でもだからこそ、私はもう診療所にはいられないのです。

　結婚の書類を同封しています。

　私は本当に、グレンと添い遂とげられたら――と思っていました。けれどどうやらそれはもう難しいみたいです。

　グレンもまたきっと、私と同じ想いのはずと思っていましたが、それを確かめることも、もうできませんね。

　結婚に相応ふさわしいお相手はグレンが決めてください。

　私は、ティサリアとアラーニャのどちらかと結婚するなら、それで構わないと思っています。

　どちらも私の大切な友人で、グレンと結婚するに相応しい魔族だと思っていますから。

　勝手なことばかりで申し訳ありません。






　よくよく見れば。

　この手紙の束にまぎれ、本当に結婚の書類があった。複数ある書類には、丁てい寧ねいにアラーニャとティサリアの名がそれぞれ書かれている。

　書類を書いたのはサーフェだ。

　サーフェ自身が、二人を認めたということだ。

「なんで……」

　疑問は口に出る。

　何故かというのはわかりきっている。理由は全て手紙に書いてあった。

　それでも言わずにいられないのは、グレンの感情が行き場をなくしている証拠だった。

　ただ一つの想い。

　何故今ここに、サーフェがいないのかという感情が。





　リトバイトの家で初めて会った時。

　アカデミーで再会した時。

　そして、リンド・ヴルムで診療所を開くことになった時。

　全て私の大切な記憶です。

　私は先生の夢を応援しています。

　隣で支えられたら……と、ずっと考えていました。

　でも先生はいつしか、私をとっくに追い越していました。ハーピーの里でも、スカディ様の手術でも、バロメッツの騒動でも、先生は立りつ派ぱに医者としての使命を果たしていたんです。

　だから。

　もう私がいなくても大丈夫ですよね、グレン。






「ダメだよ……」

　手紙を握りしめて、グレンは呻うめく。





　きっと大丈夫なんです。

　貴方あなたは夢を追って、一人でもあらゆる困難に立ち向かえる人です。






「違うんだ、違うんだよサーフェ……」

　手紙の字が、涙で滲にじむ。

　サーフェはこの手紙を書いている時、泣いていただろうか――涙るい腺せんのないサーフェでも、心で泣いていたのだろうか。

　手紙の筆致はどこまでも冷静だ。





　先生、さようなら。

　本当にいつまでも、お元気でいてくださいね。

　私がいないからと、泣いてはいけませんよ、グレン。






　泣くな、など無理な話だった。

　グレンは手紙を握りしめ、声をあげて泣いていた。

　いつの間にか膝ひざを折っていた。

　どうすればいいのかわからなかった。

　誰も悪くなどない。サーフェがグレンの身を案じて、そしてまた実家を問い詰めるために、診療所を出ていった。

　親友の想いを汲んだティサリアとアラーニャが結けつ託たくし、サーフェの出しゆつ奔ぽんを気づかれないための芝しば居いを打った。

　言葉にすれば、それだけだ。

　ただ、それだけの話だ。

　だが、ただそれだけの話で――グレンの愛した一人のラミアは、グレンの傍からいなくなってしまった。

「先生」

　ティサリアが、そっとグレンを抱き寄せる。

「いいんですのよ……泣いて。今はそうすべきですわ。これからのことは、また後で考えればいいのですから」

　グレンは幼おさな子ごのように、ただ声をあげて泣く。

　アラーニャもそっとその四本の腕で、グレンの背中を抱きすくめた。それは泣いているグレンの姿を誰の目にも触れさせないようにするためにも見えた。

　ああ――。

　泣くな、など無理な話なのだ。

　せめて涙を誰にも見られたくなかったグレンは、ティサリアの胸を借りて、流れ出る涙をそっと隠すのだった。














　症例３　猛毒のラミア









　たとえ、どれほど辛つらいことがあったとしても。

　サーフェがグレンの傍そばから消えたとしても。

　それでも――グレンは診療所を閉めるわけにはいかなかった。グレンがどれほど悲しみに暮れようとも、病やまいや怪け我がは関係なくリンド・ヴルムの住人を襲おそう。

　グレンの個人的理由に拘かかわらず、患者は診療所にやってくるのだ。

「議会広報を見たよ、先生」

　そう言ったのは、常連であるドライアドの老婆だ。

　植物系魔族――特に、樹木の幹の特徴を強く持つのがドライアドである。年老いたドライアドは、定期的に体の各所から枝葉が伸びてしまう。グレンは植木バサミでもってその枝葉を落としていく。

　若いうちは問題ないのだが、老木となってしまうと虫食いやコケが発生しやすくなる。それを防ぐために定期的に剪せん定ていしなければならない。人間に例たとえるならば、散髪のようなものである。

「大変だったようじゃないか、水路街」

　そう言われ、グレンはどきりとした。

「いえ、その……大丈夫です。毒は弱いものでしたし、患者さんたちの症状も落ち着きましたから。それに、スカディさんの対応が早かったですから」

「ああ。竜りゆう闘とう女じよ様はいつもさすがだねえ。だが先生も頑張ったそうじゃないか」

「いえ、当然のことをしたまで……なので」

　グレンは――。

　サーフェのこと。彼女の実家のこと。そして毒の出で所どころが、どうやらネイクス家であるらしいこと。その全すべてを、隠さずクトゥリフとスカディに打ち明けていた。

　グレンが話さなくとも、二人はいずれ真相に辿たどり着くだろうと思ったし――。

（いつか話さなければならないなら、一刻も早く伝えたほうが、毒への対処も楽になる。リンド・ヴルムにおける住民の健康を守るには、それが最善手……）

　グレンは医者としての責務を最優先した。それこそが――姿を消したサーフェの望みでもある、と信じた。彼女はグレンが、一ひと角かどの医者になることを強く望んでいたからだ。

「にしても、誰が毒なんて撒まいたんだか。リンド・ヴルムに怨うらみを持つヤツの仕し業わざかねえ」

「さあ。僕には……そこまでは」

　とぼけた。

　本当はグレンも知っている。

　グレンが早期に、サーフェのことを打ち明けたおかげで――スカディは情報を統制することができた。

　リンド・ヴルム議会の発行する広報誌では、こう伝えられている。

　曰いわく――水路街に毒を撒いたものは、暗殺、破壊工作に熟達した集団である可能性が高いが、その足取りは未いまだつかめていない。中央病院および診療所の尽力により、毒の影響は沈静化しつつある。今後はスカディ直じき々じきに陣じん頭とう指揮をとり、警けい邏ら隊とともに犯人集団を追いかける。

「竜闘女様の護ご衛えいの苦く無ないさんが、街の見回りをしてくださるんだとさ。なにかあれば声かけろってな話でな……毒はおっかないが、苦無さんには毒も効きかんそうだし、なんとかなるだろうさ」

「はい。そうですね」

　ドライアドとて、水に毒が混ざれば体調に影響が出る。

　いや、魔族、人間を問わず、水を飲まずに生きていける生物などいない。ゆえにそこに毒を撒く悪あく辣らつさは許しがたい。

　苦無のみならず、闘技場の闘士たちも見回りに参加しているそうだ。怪あやしい人物を見かけたらすぐに通報したいところだが――。

　グレンは知っている。

　もう、ネイクス家の暗殺集団は来ないだろう。結局、その目的は不明であったが、彼らは誰にも知られず毒をリンド・ヴルムに持ち込み、かつ毒を撒いておきながら死者は出していない。異常なほど隠おん密みつと工作に秀ひいでた者たちだ。足取りを追えるとは到とう底てい思えない。

「犯人は東の貴族ってなぁ本当かい？　暗殺者どもにそれを依頼したとか？」

「そんな噂うわさもあるようですね。僕の立場からはなんとも」

　グレンは曖あい昧まいに答えた。

　毒の出所が、サーフェの実家であることは知られずにすんでいる。だが、それを補おぎなうかのように、今度は別の噂が蔓まん延えんしていた。

　犯人は東――人間領の者である、と。

　議会広報ではない、民間の新聞――街新聞は、ゴシップや噂話といった、真しん偽ぎ定かならぬ話でもあっさり記事にする新聞である。

　それにはこうある――真の犯人はリンド・ヴルムに怨みを持つ東国の貴族。特にその権力者ソーエンは、先日スカディとの会談で上司を失しつ脚きやくさせられたことを根に持っている、などと。

　噂は無責任だ。

　おそらく、ローナが目撃した怪しい人影の話に、尾ひれがついて広まったのだと思うが――まさか兄の名まで出てくるとは思わなかった。

「ソーエンとやらは、随ずい分ぶんひどい男らしいじゃないか」

「はい……」

　幸いなことに――と言うべきか。

　姓が同じであるというだけで、グレンとソーエンを関連付ける者はリンド・ヴルムにはいなかった。リトバイトという姓自体は、人間領の中ではさほど珍めずらしいものではない。

　まして距離も離れている。街医者グレンと、東の権力者ソーエンを、姓だけで結びつけるものはいなかった――つい最近、東からやってきた妹スィウを絡からめれば、そこに関連を見み出いだすことはできるかもしれないが。今のところどこからも追及はない。

「ですが、大丈夫ですよ。スカディさんがきっとなんとかしてくれます」

「ああ。竜闘女様に任せりゃ安心だ」

　何気ない言葉のなかにも、住民のスカディに対する絶大な信頼が窺うかがえる。

「はい――処置は済みましたよ。お疲れ様でした」

　グレンは剪定バサミを置いて、切り落とした枝を払う。

　ドライアドの老婆は、ぬったりした動作で伸びをした。ドライアドは、若い時はしなやかに動くのだが、年を経へると幹が固まり、動きが緩かん慢まんになる。土に根を張り、その場を動かなくなるという。

　ドライアドは樹木の魔族。

　最終的に土に根を張り、喋しやべらなくなったドライアドは、本物の木と寸すん分ぶんたがわぬ姿に変わるというが――それでも日光を浴びて生きている。不思議な生態だ。老いたドライアドが根を張る場所を探すのは、老後の楽しみの一つなのだという。

「ふむ、良い調子だ。やはり先生にやってもらうと違うねえ」

「ありがとうございます」

「薬くす師しさんがいなくなっても、先生は立りつ派ぱにやってるんだねえ。大したもんだよ」

　老婆の言葉に、グレンは頷うなずくことしかできない。

　今のグレンの胸中を知るのは、ほんのわずかな者のみ。

　患者を見送って、グレンはまた次の患者を診察室に迎える。患者から、イリィの運ぶ街新聞から、噂話はちらほらと聞こえてくる。

（全然、立派になんてできていない）

　その一つ一つに、グレンの気は休まらない。

　毒の出所がサーフェと関係あるということ。あるいは、何故なぜか市井しせいの噂で、犯人の疑いがかかっているソーエン・リトバイトが、自分の実兄であること。

　どちらも診療所を続けるのに不利な情報だ。隠し事は得意なほうではない。早く全ての真相が明らかになってほしいと思う。

　しかし、そうなったからといってサーフェの名誉は回復されない。ネイクスの家とサーフェが無関係であることを、皆に知ってもらえたらと思うが、その具体的手段がわからない。

（どうすれば）

　サーフェが、診療所に戻ってきてくれるだろうか。

　もう戻らないと書かれた手紙のことを思い出し、グレンはすぐ、そんな甘い夢想を振り払うのだったが。




　幸いにも。

　診療所運営に当たって、グレンを助けてくれる者たちもいた。

　まず、妖精たちがいる。彼らはサーフェが姿を消したことを嘆なげいている様子ではあったが、それでもグレンのために働いてくれた。雑用に関してはもはや妖精らのほうがグレンより的確だ。

　アラーニャも来てくれる。

　かつて手術の手伝いをしたこともあるアラーニャは、簡単な補助なら心得ているし、家事も代わってやってくれる。ともすれば診察優先で、生活をおろそかにしがちなグレンにとってはありがたかった。

　ティサリアは手伝いにこそ来なかったが、代わりにケイやローナを寄よ越こすことがあった。診療の手伝いは無理だが、彼女たちも家事や患者の話し相手など、診療所の運営を助けてくれるのだった。

「…………ふう」

　様々なものたちの手を借りて、グレンは今日もどうにか診療を終える。

　グレンは一人でも立派にやれている――とサーフェは手紙に記した。とんでもない。一人ではとても無理だ。妖精らはもちろん、誰かが来てくれなければ診療所はとっくに畳たたむ羽は目めになっていたに違いない。

　サーフェが。

　自分にとってどれほど欠かせない存在だったか、グレンは今いま更さら思い知る。

「……サーフェ、やっぱり僕には無理だよ。一人だけでなんて……できる気がしない」

　弱音は誰にも言わない。いや、聞かせたくない。

　だからこそ誰もいない部屋の壁に、グレンは自分の弱さを吸わせた。

　昼に手伝いに来てくれたアラーニャはすでに帰った。デザイナーの仕事の傍かたわら、彼女は特にグレンのことを気にかけてくれた。

「……結婚か」

　グレンの執務室には。

　ティサリアとアラーニャ。二人の名が記された婚姻届がある。あとは、グレンの名を書いて議会に届ければ、それだけでどちらかと結婚できる。

　添い遂とげるなら一人だと思っていた。けれどそのただ一人は、もうグレンのもとにはいないのだから――。

　このまま一人で診療所をやっていくのか。それとも、自分を好いてくれる彼女らのどちらかを選んで、診療所の助けとするのか。

「ああ……くそ、考えがまとまらないな……」

　とにかく色々なことが起きすぎている。

　自分を取り巻く状況は目まぐるしく変わっている――だというのに、何一つ思い通りにならないことに、グレンは頭を搔かくことしかできない。

　ティサリアもアラーニャも、返事は急がなくていいと言ってくれている。

「とにかく、今は診療所を回さなきゃ……」

　仕事をする気力も削けずられつつある。今までサーフェの行っていた製薬や、書類仕事もグレンがやらなくてはならないのだから当然だ。

　なにより、サーフェが傍にいないことが、グレンの気力を失わせていた。今日は書類仕事はほどほどにして、早めに休もう。グレンはそう考えて、休診の札をかけるために診療所の入り口へと回った。

　普段は口にしない酒を、浴びるほど飲みたい気分だ。もっともそんなことをすれば翌日の診療に支障が出るのは目に見えている。やけ酒などみっともない、と自制する。

「あ、兄者――――ッ！　兄者ッ！」

　声がした。

　見れば通りを駆けてくる姿。警邏隊の制服を身にまとった少女――鬼娘のスィウである。

　彼女もまた、サーフェがいなくなって落ち込んでいる実兄を心配して、ちょくちょく診療所に顔を出していた。

　もっとも診療の手伝いができるわけではないので、簡単な食事を作ったり、話し相手になってグレンの気を紛まぎらわすくらいなのだが。

「兄者！　大変で御ご座ざる！」

「どうしたのスィウ……」

　サーフェがいなくなったこと以上に、大変なことなどない。

　妹は少々大おお袈げ裟さに騒ぐきらいがある。グレンは嘆たん息そくしながら、疾しつ走そうしてきたスィウに顔を向けた。

「それが……あっ外だとマズいで御座るな！　じゃあえっと、中に」

「スィウ？」

　グレンが尋たずね返す暇いとまもなく、スィウは診療所に入ってしまう。グレンが後に続くとスィウはささっと鍵かぎを閉めてしまう。

「なんなのさ……」

「いいから！　兄者！　街新聞見たで御座るか！」

「いや、見てないけど……」

「じゃあさっさと読むで御座る、これ！」

「……なんなんだよ、一体」

　グレンは声を張り上げるスィウに急せかされ、街新聞を広げてみた。

　活版印刷の技術は、日に日に進化している。活字の質も上がっているようで、最近の街新聞は、大陸公用語がはっきりと印字されていた。そこには、次のようにあった。




　――人間領・元老院の有力者ソーエン・リトバイト、竜の街へ訪問。

　――本紙記者の独自取材により、ソーエン氏が人間領を出発、リンド・ヴルムへと向かっているという情報を入手した。

　――街では、水路街に毒を撒いた凶悪事件には、人間領の人物が関かかわっていると噂されている。ソーエン氏と毒水事件の関連は？

　――議会代表スカディ氏のコメント「私は関知していない」これはどういうことか？

　――中央議会も知らぬ突然の訪問。果たしてソーエン氏の目的は？

　――本紙独自の筋すじから入手した情報によれば、ソーエン氏が毒水事件の黒幕という者もいる。この件に関して本紙は今後も取材を継続していく予定であり……。




「なんだよ、これ……」

「これ、マズくないで御座るか！」

　相変わらず、民間の記事というのは無責任だ。

　まるでソーエンが犯人であるかのように書かれている。自分の兄が、水路街に毒を撒く理由などないはずなのだが。

「ソーエン兄、ほぼ犯人扱いで御座る！　酷ひどい！」

「落ち着いて。ていうか、本当に兄さん来るの？」

「手紙でも、そんなこと一言も書いてなかったで御座る！　兄者ぁ、スィウはどうしたら……」

　スィウは慌あわてた様子だ。

　彼女は長兄には名前をつけて呼び、グレンのことは単に『兄者』と呼ぶ。彼女にとってはより年の近いグレンのほうが気安いのだろう。

「スィウを心配して、わざわざリンド・ヴルムに来る……わけがないね、あの兄さんが」

「そうで御座ろう！　そんなことに旅費を使うくらいならスィウを呼びつけるに決まっているで御座る！」

　酷い言いようだが、それがソーエンという男である。

　金と権力こそが、世を動かすことをソーエンは知っている。そのために他人を遠慮なく使うが、彼の狡こう猾かつなところは――人の恨うらみをなるべく買わぬようにする点だ。迷惑も気苦労もかけるが、真に恨まれるようなことは滅めつ多たにしない。

　人の恨みつらみこそが、理屈でも損そん得とくでもどうにもならないものであり、もっとも恐ろしいと知っているのだ。

「そもそもこの街の住人、元老院の一役人であったソーエン兄の名前も知らなかったはずで御座ろう！　なんでこんなに話題になっているで御座るか！」

「そんなの僕にだってわからないよ……！」

　グレンは街新聞を乱暴に突き返す。

　情報が錯さく綜そうして、グレンは振り回されるばかりだ。毒を撒いたのは、ラミアの暗殺者集団ではないのか？　それにソーエンが依頼したとして――なんのために？　理由がない。

　いい加減にしてほしいと、グレンは思った。

「僕も……なにが起こってるのか、全然わかんないんだよ！　なんだよ、サーフェがいなくなって……みんな好き勝手に噂して！　なんなんだよこれ、僕はどうしたらいいんだよ！」

「兄者……」

　苛いら立だちをぶつけるように声を上げて。

　そこではっと気づく。妹に八つ当たりなど、みっともないことこの上ない。

「――ごめん、忘れて」

「兄者。姉者のことは……その……」

「いいんだ。ソーエン兄さんがなに考えてるかはわからないけど、きっと政治や商売の話でこっちに来るんだと思う。スカディさんが上手うまくやってくれるよ」

　東でも、スカディとソーエンがなにやら話をしたと聞いている。

　兄が来るからどうだというのだ。診療所やスィウに変な疑いが向けられては困る。今、リンド・ヴルムで疑惑の噂があるソーエンとは、なるべくなら他人のフリをしたいところだ。

　ソーエンは、自分にふりかかる火の粉は自分で払う男だ。

　彼自身が妙な目に遭あうことはないだろう。

「ごめん。疲れてるみたいだ。少し休むよ」

「兄者。きっと姉者は戻ってくるから……信じてあげてほしいで御座る」

「……うん」

　スィウが、グレンを元気づけるために言っているのはわかるが――。

　だが、サーフェ自身が戻らないと書いたのだ。その決意は固いだろう。決めたことを容易に曲げる女性でないことは、グレンがよくわかっている。せめて別れる前に一度だけでも話をしたかったが、そんな機会すらなかった。

　グレンはもう、サーフェに言葉さえかけられないのだ。

「……っ」

　その時だった。

　ばぎんッ！　と激しい金属音。

　グレンが慌てて振り向くと、鍵をかけたはずの扉が開いていた。扉の隙すき間まからは、蒼あおい髪の少女が見えた。

　――スカディ・ドラーゲンフェルトだ。

「取り込み中？」

「りゅ、竜闘女様!?」

　スィウが声を上げる。

　見た目は小柄な少女。

　だが、彼女の手には、スィウがかけたはずの錠じよう前まえが握られている。先ほどの金属音からも、スカディが鍵を壊して侵入したのは明らかだった。

「急いでいたから、鍵を壊しちゃった。てへ」

「てへ、ではありませんよ……普通に入ってください」

　小さく舌したを出すスカディであるが、表情が変わらないのでグレンも対応に困る。

「どうかしましたか？」

「どうかした、はこちらのセリフ。ソーエンが来るなんて聞いてないんだけど」

「それは……僕たちも聞いてなくて……」

　グレンは溜ため息いきを吐く。
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　独自の損そん益えき計算で動くのはソーエンの常つねであるが、周りを振り回すのも悪い癖くせである。

「ただでさえ、毒を撒いた犯人の噂が流れているのに、わざわざ向こうから来るだなんて思わなかった」

「やはり……マズいですか」

「いや、好都合」

　しれっと、スカディは述べた。

「好都合……とは？」

「今このタイミングで街に来るのに、単なる観光でも、弟きよう妹だいの様子を見に来たはずもないから。進んで泥どろをかぶってくれる……いや、かぶらざるを得ない。丁ちよう度どいいから、住民から石を投げられる役割、背負ってもらう」

「そんな……」

「お兄さんが悪者になるのは嫌？」

　グレンはしばし考える。

　頭をよぎるのはいくつかの過去。たとえば魔族のアカデミー入学時に、それに反対していた両親とグレンとの仲を、より険悪になるよう画かく策さくしていた。実家の家か督とくを継ぐ上で、ライバルになりうるグレンが邪魔だったのだ。酷い兄だ――と端たん的てきに思う。

「いえ、別に」

「そう。スィウは？」

「昔、花か瓶びん割ったのをスィウのせいにされたで御座る！　スィウは何度もやっていないと言ったのに……ソーエン兄、キライ！」

「じゃあおっけー」

　スカディはあっさりと、ソーエンを悪者に仕立て上げることを決断した。兄に今までかけられた迷惑をかんがみれば、いっときの冤えん罪ざいくらいはどうということはなかった。

「まあ、ソーエン兄とて、そういうことも予想済みで御座ろう……こっちの心労は全部無視で御座るが！」

「そうだね……」

「そう。家族がそう言うならそうしよ」

　スカディはいつもと変わらぬ様子だが。

　この議会代表の脳のう裏りには、既すでにいくつもの策さく謀ぼうが巡めぐっているのだろう。

「なにか上手うまい対策をとらなくてはと思っていたけれど、やめておく。ソーエンは議会で迎える。私と、リトバイト兄妹で、話をさせて」

「わ、わかりました」

　話が早い。

　グレンとしても、兄と話ができるのは助かる。兄ソーエンはおそらく、リンド・ヴルムに起きている事態に関して、全てとは言わないまでも――かなりの情報を握っていると思われた。

　そうでなくてはこのタイミングで、リンド・ヴルムに来るはずがない。

「グレン医師」

「は、はい」

「サーフェがいなくて悲しいのはわかる。けれど妹に八つ当たりはよくない、ね？」

「め、面めん目ぼくありません」

　スカディの言う通りだ。グレンの未熟さで、スィウに嫌な思いをさせてしまったのだから。

「スィウは気にしておりませぬぞ！」

　妹はからからと笑うが、そういう問題でもなかった。

「けれど、親しい人を失う悲しみもわかる。私も……長く生きてると……ね」

「竜闘女様、そういう時はどうするで御座る？」

「今は苦無にわがままを言ってなんとかしてる」

「それも八つ当たりでは御座らぬか？」

　二人の会話を横で聞きながら――グレンは思う。

　兄とは先日、手紙を交わしたが、実際に会うのは本当に久しぶりだ。せめてもっとゆっくり話したかったが、状況がそれを許さない。

「スカディさん、兄のこと、よろしくお願いします」

「それはこちらのセリフ。あの男から話を引き出すには、弟妹の力が必要だと思う――明後日あさつてにソーエンが来る。よろしくね」

「えっ、明後日……？」

　予想以上に早い。街新聞には到着日まで書かれていなかった。

　スカディは議会の情報網もうで、その情報を早々に手に入れたのだろう。街新聞ではなにもしていないかのような書き方をされていたが、やはりスカディは先手先手を打てる政治家である。

「いつか、言ったね、グレン医師」

「？」

「私に生きろと。生きてみませんか、と」

「は、はい」

　それは。

　罹かかった病を天命だとして、生きることを諦あきらめていたスカディを説得するために発した言葉だ。グレンはその時、真にスカディに生きてほしいと願って、そう伝えた。

「それを私に告げた意味を、本当に理解していた？　長い時はいろいろなものを諦めさせて、疲れさせてしまう。もはや生きるのに飽あいたこの身……それに鞭むち打うって、私は生きるために自分を奮ふるい立たせたの。それは……グレン医師が、生きろと言ってくれたから」

「……」

「なのに、そう言った貴方あなたがそんな風にいじけていては駄目でしょう。私に長い時を生きてみるのはどうか、と言った貴方が、医師として私を生かした貴方が、たかだか人間の短い生の中で――サーフェを失っただけで、そんな風に自棄やけになるというの？」

　返す言葉もない。

　スカディのこれからの生しよう涯がいは、グレンには想像もつかない。悲劇も重圧も退屈もあるだろう。だというのに彼女を生かしたのならば――グレンもまた、生きることに真しん摯しに向き合うべきではないのか。

「どんな時でも前を向いて生きる。それが、私を治したグレン医師の責任ではないの？」

「……その通りです」

「ならば、たかだか百年にも満たない人生、ちゃんと全まつとうできるよね――お兄ちゃん？」

　スカディは含み笑いと共に。

　鍵を壊した扉から、外に出ていく。はるか年上のスカディからそう呼びかけられると、いつも内臓の変なところが締めつけられるような気がする。

「お、お兄ちゃん!?　兄者、いつの間に竜闘女様を妹に!?」

「い、いや、そういうんじゃないから」

「嫌ぁ――で御座る！　兄者の妹はスィウだけで御座るぅ――っ！」

　スィウが叫んでも、既にドラゴンの姿はない。

　相変わらずかき乱すだけかき乱して去っていく。嵐のような議会代表であった。

　だが、彼女の言葉も正しい。

　彼女に一方的に生きてほしいと告げたグレンが、下を向いてばかりでは――さすがの温厚なドラゴンも怒るのだろう。

　今度の『お兄ちゃん』という呼びかけには、竜の圧倒的立場から人を見て、なお人の生き方を立てようとする――スカディならではの厳しさと優しさが感じられた。

「スィウ、久々に兄さんと会えるよ……苦手だけどさ」

「う……スィウも嫌で御座る」

　リトバイト弟妹の顔は晴れない。

　どうしても好きになれない長兄を思い、二人はそっくりな顔で嘆息するのだった。




「久しぶりだな、グレン。もっともてなせ。名物の竜団だん子ごとやらはどうした？」

　開かい口こう一いち番ばん。

　東から来た長兄は、尊大そのものの態度でそう告げた。相変わらず遠慮というものが一切ない。

「俺がわざわざ来てやったのだ。それなりの礼儀というものがあるだろう？　ああ、父上母上への手紙なら自分で出せよ？　俺に預けたりするな。俺は美味うまいものと地酒が欲しい」

「貴方という人は……」

　グレンは言葉もない。

　呆あきれているのではなく、この男になにを言っても無駄だということを理解していたからだ。

　ソーエン・リトバイト。

　東国風の装しよう束ぞくをまとい、薄い青色の紐ひもの装飾を付けている。この染色の紐は東方では、高位の役人が身につけるものである。また出世したのだろうか。

　長髪で整った顔は、いかにも伊達だて男といった様相であり、グレンとは似ても似つかない風ふう貌ぼうをしている。それは顔の造ぞう作さくというよりも、自信満々、大だい胆たん不ふ敵てきを絵に描いたような表情のせいだろうか。

　グレンから謙けん虚きよさを取り除いて、金と権力を与えたら――あるいはソーエンのような男が出来上がるのかもしれない。

「とにかく応接室が狭いな？　何故こんな場所にしたのだ」

「貴方の噂のせいですよ！」

　ソーエンをここに連れてくるまでが大変であった。

　魔族人間問わず、リンド・ヴルムの者はソーエンが毒撒きの犯人だと疑っている。さすがに石を投げられることはなかったが、罵ば声せいはあったし、街新聞の記者は直接、ソーエンから話を聞きたがり、彼らにつきまとわれる始末。

　宿や商店は、ソーエン一行を見ると戸を閉める。おかげでソーエンらは、泊まる場所にも難なん儀ぎしたと聞いていた。結局は議会が用立てた宿に逗とう留りゆうしているはずだ。

「人払いできる部屋はここくらいしかないんです。僕やスィウが、兄さんと会うのを誰にも見られたくありません」

「なるほど？　グレンは診療所、スィウは警邏隊だったな。変な評判が立っては困るだろうからな」

　ソーエンはくっくと笑う。

　そこまでわかっているなら聞かなければいいのに。どこまでお見通しなのか。グレンを苛立たせるこの態度は、子どもの頃からまったく変わってはいない。

「……狭くて悪かったな」

　部屋に、小柄な影が入ってくる。

　スカディと、スィウである。ソーエンはやや慌てた様子で立ち上がった。スカディは珍しく、わずかに憮ぶ然ぜんとした顔。

「こ、これは竜闘女様――いえ、狭くて趣おもむきがある部屋と」

「権力に媚こびるその姿勢は、否定はしないけれど――もっと上手くやるがいい。そこまで露ろ骨こつでは不快なだけ」

「は。心得ましてございます」

　グレンは眉まゆをひそめる。

　弟には強く出るが、スカディにはへりくだる。この変わり身の早さ、政治家や商人としては必要な資質かもしれないが、身内からすれば呆れるしかない。

「この場を設しつらえたのは私。ソーエン、今や貴方は、リンド・ヴルムでの人気者。そう、悪い意味で……水路街に恨みを持ち、毒を流した、魔族を嫌う差別主義者。そんな風評」

「はい。委い細さい承しよう知ちしております。なにしろ」

　ソーエンは長い髪をかき上げ。

「その噂をこの竜の街にて広めたのは、私自身でございますゆえ」
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「「はああああああッ!?」」

　グレンとスィウは、声をあげた。

　スカディも珍しく驚いたように、目を見開いている。

「な、なんでそんなこと」

「なんで？　おかしなことを聞くな、グレン。例の事件……水路街に流された毒物はネイクス家の手によるものだったのだろう？　その事実が知れれば、サーフェが不利になる。お前の診療所もまた疑いの目にさらされるだろう。俺の手の者が、根も葉もない噂を流したことで、お前らをかばってやったんじゃないか」

「噓うそだ！　兄さんが得にもならないのに、僕らをかばうはずがない！」

　グレンは驚きよう愕がくしつつも、確信をもって答えた。

　隣のスィウもうんうんと頷うなずいている。

　いかにも恩着せがましく言っているが、別の思おも惑わくがあることは間違いない。既に毒の出所まで調べているのだ。水路街の事件そのものを、ソーエンの利害に関わるから調査していたに違いない。

「まったく、実の兄に酷い言いようだ――まあ、俺もこう上手くいくとは思っていなかった。魔族でも人間でも、噂に惑まどわされるようでは底が知れるな」

「……ソーエン。聞き捨てならない」

「おっと。これは失礼を。撤回させていただきます」

　二枚舌を使い分け、飄ひよう々ひようとした態度で、グレンらを惑わす。長兄の性質はまったく変わっていない。

「今はいないサーフェも、きっとすぐ戻って来れるだろうさ」

「……っ」

　そこまで知っている。

　ソーエンは政治力をもって、リンド・ヴルムに人を紛まぎれさせ情報収集を行っていたのだ。そして、なにか彼の目的を達成するために、満を持じしてリンド・ヴルムを訪れた。

　ローナが水路街で見た怪しい人影も――もしかすると、ソーエンの手の者だったのかもしれない。

「ちょっとわからない」

　スカディが不機嫌そうに言う。

　彼女が不快を露あらわにするのは珍しいことだ。いつも超然としているが――その実、他人を煙けむに巻くような態度のソーエンは嫌いなタイプなのかもしれない。グレンも苦手なので気持ちはよくわかる。

「順番に説明して。貴方の行動と、その目的を。ドラゴンにもわかりやすく」

「は――では僭せん越えつながら申し上げます。まず水路街に毒が広まった直後――東にいた私のところへ、ネイクスの者から文ふみが届きました。ネイクスの暗殺者らに、ソーエン・リトバイトの名前で暗殺を依頼した者がいたとのこと」

「……どういうこと？」

「いやはや、その仔し細さいまではわかりませぬが――リトバイト家と、ネイクス家は、かつて戦争終結のために手を取り合ったことがありました。その時の縁えんで、かように奇妙な依頼の話も、私に直接、知らせたのでしょう」

　グレンは納得する。

　人質交換まで行い、実際にネイクス家の頭領の娘サーフェが、東のグレンの家にまで来たことさえあったのだ。その時のつながりがかろうじて残っていたのだろう。

「しかし、私にその情報が届いたときには、既に水路街へ毒が撒かれていたようです。本当に私の依頼であるか確認を行っている間に、暗殺者集団のほうでなにか手違いがあったのでしょう。あるいは内うち輪わもめかもしれませぬが……ともあれ、このままでは私が犯人となってしまう」

「ほう？」

「ですから、逆に自みずから噂を広めました。今、リンド・ヴルム中の注目が私に集まっておりまする。この状況で冤罪を晴らし、真の犯人を挙げることができれば――リンド・ヴルムにおける私の名も広まりましょう」

「……なるほど。随分、功名に逸はやるのね、ソーエン」

「危難はこれ即すなわち好機……が座右の銘めいでして」

　つまり――。

　ネイクスの暗殺者に、毒を撒くように指示をした人物がいた。その犯人は、何故かソーエンの名を騙かたり、彼の失しつ脚きやくを狙ねらった。

　まさかリトバイト家とネイクス家が、かつて同盟したことなど露つゆほども知らずに。

「毒による死者はないと聞いております。暗殺者のほうも、この依頼にはなにか裏があると踏んでおり、致命的な事態にならぬよう計はからったのでしょう」

「それは結果論。でしょ？」

「無論です。この事態を引き起こした輩やからにはしかるべき罰ばつを与えねばなりませぬ。真の犯人を捕らえ、汚名を雪そそぐために私は参りました」

　ソーエンはそう言う。

　どこかの誰かに名を騙られ、無実の罪を着せられたことは気の毒だが――ソーエンはその冤罪を自ら喧けん伝でんし、自分の手で逆転劇を演出してやろうと目もく論ろんでいるのだ。苦難を逆さか手てに取って自らの名声の助けとする。実兄の性質に、グレンは眩め暈まいすら覚える。

　ちなみに、ソーエンの話が難しいのか、スィウは隣で渋い顔をして唸うなっていた。角つのの先端からわずかに湯気が立っている。運動のみならず、難しい話で頭を悩ませても、頭部から熱が出るらしい。

「これが全てでございます。私には私の思惑がございました。まあ、その過程で、他に疑われるものが出なかったことは幸いです」

「素直に弟妹をかばったと言えば？」

「はっはっは。この私がよもやそのような。ははは」

　仮にその考えがゼロではなかったにしても。

　素直にかばったなどとは、口が裂けても言わないだろう。兄はそういう性格だ。

「聞いての通りだ。グレン」

「……なにが？」

「俺は俺の思し惟いで動いた。これから犯人を詰める算段をする。お前も、たまにはお前の思惑で動いたらどうだ？」

「……なにが言いたいのさ」

　はっきり言わない兄に怒りそうになるが――。

　いや、違う。本当はグレンにもわかっている。ソーエンの言いたいこと、自分のしたいことというのが。

「おいおい、とぼけるのか」

「とぼけるって……」

「サーフェを捜しに行きたいのだろう？」

　兄には見透かされている。

「……そんなことは」

　ない、と言いかけて。

「噓で御座る！　今、兄者は姉者のことばかりで御座る！」

　予期せぬ方向から、ソーエンの援えん護ごがなされる。

「こないだもそれでスィウに八つ当たりをしたで御座る！」

「行って来ればいい。サーフェを追いかければいい。居場所など、その気になれば調べられるはずだ。何故しない」

　兄妹がそろって同じことを言ってくる。

「僕は診療所を任されてる。投げ出すわけにはいかない」

「サーフェが、いずれ帰ってくるのを待ってるんじゃないのか？」

「………」

　兄はなんでも知っている。

　きっとソーエンは以前からリンド・ヴルムのことを調べていたのだろう。彼ほどの権力があれば、動かせる人員もそれなりにいたはずだ。

　サーフェのことも。

　グレンのことも。

　知っていて、こんな言い方をしているのだろうか。

「兄さん。なにが言いたいのさ」

「弟を想って言っているだけだ。好いた女を追いかけてなにが悪い」

「サーフェは戻らないと言ったんだ。だから、だから僕は諦めないと……」

　そうだ。

　戻るつもりはないと言っていた。サーフェが実家に戻ったのは、きっとネイクスの頭領と話をするためだろう。だが、それでどうなる？　ネイクスの一族が毒を撒いた事実は消えないし、サーフェに向けられる被害者からの視線も変わらないはずだ。

　だから、戻れない。

　グレンは診療所で――決して戻らないサーフェを待つしかないのだ。

「本当に――それでいいのか」

　ソーエンの目が鋭くなる。

「お前がなにをどう選択しようと、お前の自由だ。だがな……俺の弟ならば、もう少し誇り高い選択ができるんじゃないのか」

「――兄さん？」

　兄の意図がつかめず、グレンは困こん惑わくする。

　兄は自分のことを疎うとんじていると思っていた。有用なら使うが、邪魔なら遠ざける。そういう存在だと。今も説教じみた言葉を投げかけて――しかし、そこになにか、別の意図があるような。

「……ソーエン」

　スカディが口を開いた。

「もしかして、私がいたら、邪魔？」

「そ、そのような」

「なにか隠してる」

　じっ――と、その童女の瞳ひとみで、スカディはソーエンを見た。

　ソーエンはしばらく沈黙していた。その額ひたいには汗あせをかいている。冷血動物のようなこの男が、狼ろう狽ばいの汗をかくところなどグレンは初めて見た。

「……恐れ多いのですが、身内だけで話をさせていただいても？」

「構わない。それで事態は好転するの？」

「すでに私は、毒を撒いた犯人の居場所を突き止めております。今頃、竜闘女様の護衛に、私の部下から伝わっている頃合いかと」

「先に言って」

　スカディが憤いきどおる。

　大事なことをもったいぶってなかなか言わないのはこの兄の悪い癖だ。

「情報が小出しすぎる。貴方、もっと損得で動く人かと思っていたけど？」

「違うのです。いえ、おっしゃる通り損得で動くのですが、そうではなく――ここまでは政治と名誉の話。そしてこれ以後は、我が弟妹と、家族の話をさせていただけたら、と」

「ああ、わかった」

　スカディが納得する。

　グレンはまるでわからない。ソーエンがなぜ追い詰められた風なのか。グレンでさえわからないのだから、隣のスィウなどはぽかんとしている。これではそもそも、二人が駆け引きをしている、ということさえ理解できていないだろう。

「秘密があるんだって。大事な秘密。お兄さんはそれを教えてくれるって、グレン医師」

「りゅ、竜闘女様！」

「私には見当もつかないけど、つまりそれは毒撒きの犯人とは関係ない、グレン医師の心に関わる話ってことでしょう――ちゃんと、聞かなきゃね？」

　まるでなにもわからない。

　天空から人々を見つめるかのようなスカディの視点になにが映っているのか――そして、ソーエンの狼狽する理由も。

「じゃ、家族水入らずで」

「感謝いたします」

　スカディはあっさりと退室した。長い尾が、ごゆっくり、とでも言うかのようにふりふりと揺れていた。

「……なんなのさ」

「グレン。スィウ。大事な話がある」

　ソーエンが真剣な瞳で、家族を見つめた。これまで話についていけなかったスィウが、びしっと背せ筋すじを伸ばした。

　ソーエンは窓際に立ち、盗み聞きを警けい戒かいするようにして。

「実は俺には、恋仲の女がいる」

　は――――？　と。

　突然の話に、グレンは内心、声をあげた。

「はえぇぇぇッ!?」

　隣のスィウは大声を出して驚いていたが。

「阿あ呆ほう。声が大きい。いいか、絶対に誰にも感づかれるな」

「っ!?　こ、恋仲って……兄さん、そんな話には興味がないものとばっかり」

「まったくだ。俺自身、こんな浮うわついた話には興味もなかった。だがな、不思議なもので……こんな俺を好いてくれる女がいた。交流していると、いつの間にか俺にも、愛情とやらが芽め生ばえてしまったらしい。もう五年の付き合いになるか」

　人を損得でしか見ないこの男が、恋愛。

　しかも恋愛していることを自分で認めるなどという事態に、グレンは啞あ然ぜんとするしかない。考え方が違いすぎて遠い存在に思っていた兄の、初めて見せる人間らしい一面だ。

「そ、ソーエン兄！　スィウも初耳で御座るぞ！」

「絶対に言えるものか。その女もまた、『鬼き変へん病』でな」

「え……」

「今はまだ一緒には暮らせない。俺の持っている荘園……私有地で、他の『鬼変病』の者たちと密ひそかに暮らしている。会うのも年に数度だ。それでも、いつかは嫁として迎えたい――スィウ、お前は隠し事に不向きだ。この話を知った以上、しばらく人間領に戻ってくるな」

「と、特に戻る気はなかったで御座るが……」

　グレンは納得がいった。

　隠し通すはずだ。鬼と結婚したいなど、東で言えばどんな目に遭うか。現にスィウは角が生はえただけで、人間領に居づらくなり、リンド・ヴルムで暮らすことになったのだ。

「鬼になった女と結婚するためには、東の差別意識を変える必要がある。信じられるか？　未いまだに東の法律では『鬼変病』の者は、冠かん婚こん葬そう祭さいの権利さえ剝はく奪だつされるんだぞ？　くだらん。この俺が、好いた女も娶めとれないような法は、今すぐ変えなくてはならん」

「……まさか兄さん、元老院で働いていたのもそのため？」

「そうだな。政治の実権を握るのが一番手っ取り早い」

　グレンは、ソーエンは自らの野心でばかり動いていると思っていた。

　いや実際、私的な事情のために法を変えようというのだから、野心と言えなくもないだろうが――それでも彼の中に、恋れん慕ぼからの野心などというものがあるとは、グレンは想像だにしなかった。

「そ、ソーエン兄はてっきり、権力欲や支配欲ばかりの人間だと……」

「そう振る舞っていただけだ。万が一にも、我が真意を人に知られては困る――たとえ身内であってもな」

「それは……その人と、結婚できないから……？」

「そういうことだ。無論それだけではないが――今の俺の出世欲は、女と一緒になるために消費されているわけだ」

　臆おく面めんもなく言い放つ。

　好いた女性を手に入れるために、人生を賭かけている――ソーエンが言っているのは、つまりそういうことなのだ。

「――兄さんそれ、僕らにも隠し通しておいたほうが良かったんじゃ」

「ああ、そうだ。今まで家族にも秘ひ匿とくしていた。俺も上司を蹴け落おとして、元老内でそこそこの地位にあるとはいえ、まだまだだ。恋人が鬼であることが、万が一にも知られては身が危うい――何故わざわざ話したと思う？」

「…………」

「グレン。惚ほれた女は、追わないと捕まらんぞ」

「っ……」

　グレンの動揺を知ってなお、ソーエンは続ける。

　ソーエンは自身の最大の秘密を、グレンを説得するために話してくれたのだ、とようやく理解した。

「俺は女のために、人間領の在あり方を変える覚悟で臨のぞんでいる。お前はどうだ？　サーフェを手に入れたくはないのか」

「でも……サーフェは多分、それを望んでない……」

「俺の妻になる女も、何度も言うぞ。『自分のために無茶をしないで』『あなたはあなたのしたいことをして』と――もちろん俺は、自分のしたいことをしているだけなんだが。お前はどうだ、グレン」

「…………っ」

　グレンが望んでいることは、なにか。

　サーフェのために、今なにができるのか。

　ソーエンの覚悟を見せつけられて、グレンが愕がく然ぜんとしたのも一瞬だった。彼の頭は、すぐに巡る。それはきっと、サーフェのために。

「幸い、『鬼変病』は病ではなく、遺伝だった。種しゆの違いがないとなれば、結婚を妨さまたげる根拠が一つ減ることになる。人間領でも、リンド・ヴルムを通じて西の魔族と融ゆう和わするべき、との声が上がりつつある――俺が、鬼の娘と結婚できるのも、あともう少しなんだ」

「……兄さん」

　兄は、欲しいと思ったものは必ず手に入れる性格だった。

　翻ひるがえって、グレンは考えてみる。自分はどうか――。

「お前も、たまには野心を見せてみろ。ほれ、どうしても医者になると言って、実家を飛び出して魔族のアカデミーに入学した時のように」

　魔族を診みる医者になりたいと告げた時。

　両親はもちろん反対した。ソーエンは跡あと目め争いをしたくないのでグレンを追い出したがっていた――どころか積極的にグレンが家を出るよう仕向けた。スィウはただ仲のいい次兄と離れたくなくて泣いていた。

　グレンはそれでも、魔族のために医療を学びたいと思って――そうだ。

　医者を目指すそもそものきっかけは、なんだったのだ――。

「っ！」

　グレンは。

　机を叩たたき、その場を立ち上がった。スィウがびくりと肩を震わせる。

「気合いが入ったか？」

　ソーエンは弟の顔を見て、くっくと楽しげに笑う。

「――そうだね、兄さん」

　医者になりたい。

　その発ほつ端たんは――幼おさない時に風邪を引いたサーフェが理由だった。ならば、一人前の医者を目指す自分の横に、サーフェがいないのはおかしいと思った。

　医者の夢を諦めるなと、サーフェが言うならば。

　グレンはその傍に、いつでも彼女がいてほしいのだ。

「僕は、サーフェを迎えに行く」

　どうすればいいかなど、まだわからない。

　そもそも自分の手の届くところに、サーフェがいるとも限らない。

　それでも手を伸ばさなくては、今度こそ二度と、サーフェは自分の手の届かないところに行ってしまうと思ったのだった。

「あ……そ、そうで御座る！　スィウもそれが良いと思うで御座る！」

　スィウもまた、グレンの決意を見てしきりに頷いてくれた。

　サーフェがどんな想いであろうとも――グレンのことを愛していると言ってくれた。その気持ちに噓はないはずだ。ならばグレンはその返事をするためにも、もう一度、彼女に会わなくてはいけない。

　その結果がどうあれ――今はそれが正しいと思うから。

「――やっと本題に入れるな」

　ソーエンは、一枚の紙を取り出した。東国の文字で走り書きされている。

「さて、ネイクスの文が届いてから色々と調べてみたんだが――人間領において、一人の罪人が、牢ろうから逃げ出していた」

「ざ、罪人？」

「そいつは俺や竜闘女様に恨みをもっていてな。困ったことに金と権力は持っていた。まだ協力者がいてな、身代わりを立て、俺や元老にも気づかれないでまんまと牢から脱した。そして現在、そいつはどうやらリンド・ヴルムに逗留しているらしい。そのことを俺の配下が突き止めた――リンド・ヴルムに毒を撒き、その罪を俺になすりつけようなんて輩は、コイツしか考えられん」

　グレンは首を傾かしげる。

「どこにいるのさ。そんなの、リンド・ヴルムにいたらすぐにスカディさんが――」

「そこが巧こう妙みようでな。どうやらこの街において、身分も素す性じようも明かすことなく泊まれる宿が、一つだけあるという話だ。なんでも化け物屋敷のごとき場所にあるから、強盗だろうが殺人鬼だろうが気にせず泊めてしまうとか――街壁の外ではあるが、そこも確かにリンド・ヴルムの一部だと」

　素性も問わずに泊める？

　そんなデタラメな話が――いや、一つだけあった。この街の一部でありながら、異質な雰ふん囲い気きを持つ場所。最近は観光事業に力を入れて、ますます外から人を呼んでいる。

「墓場街――」

　グレンが呟つぶやくと、スカディが後を引き継いだ。

「デッドリッチ・ホテル……！」

　亡もう者じやばかりがいる墓場街のホテルであれば――素性の怪しい罪人も、構わず泊めることもあるだろうと思われた。

「ついでに言っておくと、つい先日、魔族領との境にある関せき所しよを、アルビノのラミアが通ったそうだぞ。リンド・ヴルムに戻る道を行った、とな。もう昨日には墓場街に着いたことだろう。なにか準備をしているか、それとも――なんらかの機をうかがっているのか」

「！　兄さん、そんなことまで……」

「商人の情報網もうをなめるな。ここまでお膳ぜん立だてすれば――もう、言うことはないな？」

　グレンは頷く。

　そしてそのまま、風のような勢いで、狭い議会の部屋を出ていくのだった。

「……やれやれまったく、手のかかる弟だ」

　ソーエンは深く息を吐く。

　スィウはなにも言わなかったが、長兄を労ねぎらうように、その肩をぽんぽんと叩くのだった。




　サーフェンティット・ネイクスは、暗殺者として育てられた。

　ネイクス家とそれに連なる一族は、表向きは薬師として名をあげた一族だった。しかしその裏では暗殺を生なり業わいとして、薬売りの姿を借りながら要人暗殺の仕事を請うけ負ってきたという歴史がある。

　サーフェは、当代の頭領の一人娘であった。

　その頭領とは即ち、サーフェの母親である。とはいえ、彼女はさほど暗殺の仕事に重きを置いていない。いざとなれば躊躇ためらいなくやるが、今や平和な時代、ネイクス家は薬売りとして名をあげたほうが得なのだ。

　平和な時代が来れば、暗殺仕事も相応に少なくなる――しかしいざ必要となった時のために、毒どく牙がだけは残しておく。それがサーフェの母の考え方だ。

　そんな母が、リンド・ヴルムに毒を撒くといった大それたことを行うだろうか。

　サーフェはその疑問を胸に、ネイクスの里へと戻ったのだ。

『私は知りませんよ』

　久しぶりに会う、サーフェの母は。

　サーフェ自身の記憶と同じ、冷たい目でそう言った。

『分家のどこかが依頼されたのではありませんか？　暗殺稼か業ぎようが依頼を受け、金でそれを成した。それだけの話』

　淡たん々たんと、なんの感かん慨がいも示さない母の態度。その様子はサーフェに暗殺術や製薬法を教えた頃と同じだった。それなりの年齢のはずだが、老いを一切感じさせない。

『毒を撒いておきながら、誰も殺さなかったところを見ると、依頼者は相当な無茶を言ったか、礼を失した人物だったのでしょう。我が一族に、依頼を未み遂すいで終わらせるようなものはいないはず――依頼者がよほど、暗殺者の機嫌を損そこねなければ、ね。今、リンド・ヴルムで波風を立てるのも得とく策さくではないでしょうし』

　母は言う。

　リンド・ヴルムを、景気の良い新興都市としか見ていないのだ。いや、母は確かにあの街になんの思い入れもないだろう。だがサーフェにとっては、グレンと共に過ごしたかけがえのない場所なのだ。

『だからサーフェンティット、貴女あなたの要望には応こたえられません。依頼を受けた暗殺者は、ネイクスの稼業の仕事をしただけ。実行犯を教えることも、処罰することもしません』

　サーフェはなにも言えない。

　ネイクスの里にまで戻っておきながら、毒を撒いた者を捕まえることもできない――当然だろう。ネイクスの一族はそうした暗殺によって生きてきた。

　彼らの生業を否定するのであれば、それはまたサーフェ自身の生まれを否定することにもなる。

　サーフェが私的に犯人を捜しだし、報ほう復ふくすることはできるだろう。だがそれをすれば裏切り者として殺されるのはサーフェのほうだ。サーフェの母はたとえ自分の娘でも――いや、自分の娘だからこそ、ネイクスの長おさとして厳格に処分するはずだ。

　これ以上、犯人は追えない。

　ならば実行犯ではなく依頼者――ネイクスの暗殺者に、毒の散布を依頼した輩を見つけ出して、殺す。

　サーフェはそのつもりで――リンド・ヴルムの墓場街まで戻ってきた。

（なんて）

　闇やみに潜ひそむ。

　天井裏に身を隠すのは、ラミアの得意とするところだ。だが闇の中で、サーフェは自分を嘲あざ笑わらう。

（なんて愚おろかなんでしょうね――既に事件は終わっている。暗殺者は依頼を果たしただけだし、リンド・ヴルムは平和を取り戻している。今さら、依頼した者を殺したところでなんにもならない）

　愛用の毒ナイフを片手に、サーフェの思考は沈む。

（だからこれは、八つ当たりだ）

　自分は、グレンのもとを離れた。

　ネイクス由ゆ来らいの毒物を使われた以上、自分はもはやグレンの傍にいることはできない。グレン自身に累るいが及ぶ。

　愛した男から引き離された――そのことが、サーフェの心臓を滾たぎらせている。せめて犯人に相応ふさわしい罰を与えなければ気が済まない。

　サーフェがいるのは、デッドリッチ・ホテルの天井裏だ。

　天板の隙間から、サーフェは部屋を覗のぞき見る。

　ホテルの一室には、遠方からの宿泊客がいる。宿やど帳ちようを盗み見たところ、彼はソーエン・リトバイトと記していた。だが、もちろんサーフェはそれが偽ぎ名めいであることを知っている。その中年男の恰かつ幅ぷくの良い体格は、長身細身のソーエンとはまるで似ていない。

　サーフェは。

　意を決して、天井板に尻しつ尾ぽを打ちつけた。墓場街らしさを保つために適度に老ろう朽きゆう化かしている天井板は、サーフェの力で簡単に破壊できる。

　そのままずるりと。

　ヘビの身体からだをくねらせて着地する。長い尻尾をバネのようにして着地の衝撃を殺す。太った男は、目の前にいきなり現れたラミアの暗殺者に悲鳴をあげた。

「ソーエン・リトバイト……いえ、その名を騙るオークラウ元公爵ですね？」

「ひっ」

　発せられる殺気に、顔を引きつらせる男。

　彼は踵きびすを返して逃げ去っていくが、その足取りは無ぶ様ざまという他なかった。サーフェが仮に暗殺術を修めていなかったとしても、容易に仕し留とめられるだろう。

　薄暗いデッドリッチ・ホテルは、ホテルと言うには少々さびれている。しかしそれは意図的なものであり、そうした恐怖感を与える演出こそを目当てに観光客が泊まるのだという。――あるいは、身分を詐さ称しようしたい罪人なども。

　他の宿泊客に危害を加えない限り、このホテルでは身分を偽ぎ称しようすれば、罪人でも野盗でも泊まれるという。街の住民にとっては迷惑な話だが、サーフェの調べた限り、先代支配人の時代からそうだったらしい。

　それに墓場街にいるのはほぼ死者ばかり。リンド・ヴルム市街に入るには関所を通らねばならない――だからこそ、宿帳程度の管理で十分なのだろう。

　もっとしっかりやれ――とサーフェは内心でモーリーに毒づいた。

「既に調べはついています。東の元老であったのに、ハーピーの卵の売買をスカディ様に追及され失脚。その後は捕らえられていたはずですが……手引きした者がいたのですね？　ソーエンとスカディ様……いえ、リンド・ヴルム自体を逆さか恨うらみして、毒を撒くことを依頼したのですね」

　男の背中に、サーフェが罪状を読み上げるように言葉をかける。

　ひいひい言いながら逃げ出すオークラウに、もはや元老であった時の威い厳げんなどない。

「大人しくしていれば命まではとりませんよ」

　サーフェはそう言ってから、自じ嘲ちようする。

　毒の刃やいばを握っていながら、なにが命まではとらない、だ。犯人の調べがついているのであれば、リンド・ヴルムの警邏隊に連絡するべきなのだ。

　これではただの私刑だ。

「……いえ、やっぱり命、とっちゃおうかしら」

　酷こく薄はくな言葉。サーフェの目は笑っていない。

　ホテル内を逃げ回るオークラウを、サーフェはのんびりと追いかける。

　急ぐ必要などない。温度感知が可能なサーフェの目は、暗くら闇やみでも壁越しでも男の居場所を見つけ出すことができる。音もなく標的に忍びより首を搔き切ることができるからこそ、ラミアは暗殺者として名をあげたのだ。

　墓場街は死者ばかり。

　それはつまり、熱源が極端に少ないことを示している。体温のない死者らと、生きている人間を区別するのは簡単だ。サーフェは自分の死角に映る熱源を悠ゆう々ゆうと追いかけ――。

「…………？」

　サーフェは首を傾げる。

　熱源がぼやけた。

　壁の向こうで、熱源が二つ重なったように見えた。逃げるのはオークラウ公爵だとして――誰か別の人物が、ホテルのこの階まで上ってきたのだ。

「――まさか」

　嫌な予感がして、サーフェは立ち止まる。

　追うべきか、それともここを去るべきか。判断がつかないままに。

「やあ」

　その声は、サーフェの知る頃と変わらない。

「間に合ってよかった――モーリーさんのおかげだね」

　壁越しにあった熱源が、その姿を見せる。

　体温が高い――きっと走ってきたのだろう。息が荒い。だがサーフェが聞き間違えるはずもない。その声は、サーフェの愛いとしい声のままで。

「グレン……先生」

　街医者グレンは、微ほほ笑えみながらサーフェの前に現れたのだった。














　症例４　決意のグレン・リトバイト









「グレン先生。どうしてここが？」

「ソーエン兄さんがリンド・ヴルムに来たんだ。色々教えてくれて……結論として、ここしかないかなって」

　グレンは額ひたいの汗あせをぬぐう。

　墓場街支配人のモーリーと会い、ソーエンを名乗る怪あやしい宿泊客がホテルにいることまで突き止めた。

「モーリーさんも驚いてたよ。いくらなんでも水路街の事件の首しゆ謀ぼう者しやを、ホテルに泊めるわけにはいかないってさ。だから調べろって言われたけど……きっと、元公爵をサーフェが狙ねらってることまで、察したんだよ。だからすんなり通してくれた」

「こんなに迅じん速そくに対応できたということは……ソーエンやスカディ様も嚙かんでいますね」

「もちろん。リンド・ヴルムの危機だから」

　グレンは笑う。

　元公爵は這ほう這ほうの体ていでホテルを逃げ出した。スカディやモーリー、スィウを始めとする警けい邏ら隊が彼を追っている。捕まるのは時間の問題だろう。

「事件はほぼ終わった……ということですね。後は私の問題です、グレン先生」

「違うよ。僕とサーフェの問題だ」

　本当は。

　グレンは、会えて嬉うれしいと言いたい。今こん生じようの別れだと思っていたのに、またこうして会えたのが嬉しいのに。

　だがそれを喜ぶのは――サーフェが握っている毒ナイフをなんとかしてからだ。

「スカディさんたちは元公爵を追ってる。だからサーフェ、君がこんなことをする必要はないんだ」

　グレンの訴えに、サーフェは唇くちびるを嚙みしめている。

「刃物をしまって、一緒に診療所に戻ろう。今のリンド・ヴルムに、サーフェを責める人なんていないから。ちゃんと説明すれば、みんなわかってくれるよ」

「――ダメです」

　サーフェが、固い声こわ音ねで答える。

「……なんで」

「ダメなんです。私は、戻るつもりはありません」

　正直に言うと。

　グレンは甘く考えていたのかもしれない。

　サーフェとまた会えれば、彼女も考えを変えると。グレンが正直な思いを告げれば、サーフェはきっと戻ってきてくれると――そんな、都合の良い夢想を。

　サーフェの冷たい瞳ひとみのせいで、グレンはその考え違いを思い知らされることになる。

「先生、私は暗殺者の血筋で、暗殺者として育てられました」

「……？　知ってるよ、でもそんなの――」

「命を実際に奪ったことはありませんが、その技わざは、考え方は私に染しみついています。戦争が終わったから、自分の薬学の知識でもって、多くの人を救いたい。そんな夢を見て実家の反対を押し切り、アカデミーに入学しました。グレン先生と共にいれば、私の知識で人の役に立てる。先生のお役にも立てる……そんな勘かん違ちがいをしていました。でも」

　サーフェは、じりじりとグレンから離れていく。

　つい一歩踏み出すグレンだが、それに応じて、更さらにサーフェはするりと距離を取った。そのせいで、グレンはもう動けない。追えば、水のように手から逃げてしまいそうで。

「実家と絡からんだ事件が起きてしまいました」

「それは――サーフェのせいじゃない」

「もちろんです。ですが生まれや血筋はついて回ります。今回の事件、一歩間違えたら診療所の危機でした。グレン先生が医者を続けられなくなる可能性だってあった。だからこそ私は、リンド・ヴルムを出ました。今度こそ、実家との関係を清算するために。首謀者と実行犯をこの手で処断するために――ですが」

　サーフェはなにも言わず、毒の刃やいばを鞘さやに収めた。

　その仕し草ぐさには、後悔ばかりが滲にじんでいて――。

「それこそ……悪者を人知れず私刑に処すなどという考えそのものが、暗殺者じみているじゃないですか、ねえ、先生？」

「サーフェ……」

「それに結局、私は同族の暗殺者を処罰することもできませんでした。実家との清算を望んでいたのに、いざとなれば手を下せず。元公爵は他人だから殺せると――そんな考えしか持てなかったのです。暗殺者としても中途半端すぎます」

　それは――。

「それはつまり……サーフェは暗殺者なんかじゃない。薬くす師しで、僕の助手で」

「薬師だったら！」

　サーフェが鋭く叫ぶ。

　その声にサーフェ自身驚いたようで、目を見開いていた。

「……薬師を名乗るのならば、私は去るべきではなかったんです。意地でも、水路街の事態に、薬師として対応するべきだったんです」

「……サーフェ」

「毒の出で所どころがどこだろうと関係ない。仮になにか言われても無視するべきだったんです。水路街に毒が撒まかれたのならば、私が――私こそが毒を採取し、調査し、解げ毒どく剤を作って被害にあった皆さんの治療に当たる。もし私が本当に薬師であったのならば、そうするべきだったのでしょう」

　グレンはなにも言えず、ただサーフェの言葉を待つしかない。

「激情に任せ、毒のナイフで全すべてを清算しようとした私は、もう薬師を名乗るべきではありません。暗殺者としても薬師としても中途半端……グレン先生、私はもう、どこにもいけない女なんです。だから、先生の診療所にも帰れません」

　グレンは思い違いをしていた。

　全て覚悟の上で、グレンに手紙を残し、サーフェは自分のもとを去ったのだと思っていた。

　違うのだ――サーフェもまた、悩んでいたのだ。リンド・ヴルムから去ったことを、その時は正しいと思っていても、後悔はいつだって後から来る。毒のナイフを握ってから間違いに気づいても、もはや遅い。

「私は薬師として、グレン先生のお傍そばにいたかったのに……暗殺者として育てられたことが、出しゆつ自じが、それを許してくれません」

　顔を覆おおうサーフェに、グレンは言葉をかけられない。

「私は結局、暗殺者だったんです。誰かを殺して清算しようとした時点で、私は薬師足りえないということなんです……」

　だから戻れない。

　もう、グレンのもとには帰れない。

「私は薬師失格なんです、先生……！」

「――なにを言ってるんだよ」

　グレンは知っている。

　今まで、どれだけサーフェに助けられたのか。薬師としての彼女がいなければ、グレンは診療所の運営さえままならなかっただろう。たとえ暗殺者の血筋でも、薬師を目指して邁まい進しんしたサーフェのことを、グレンはよく知っているのだ。

「サーフェは暗殺者だった自分を戒いましめて、一人前の薬師になれるように頑張ってたじゃないか。どんな時だって、出自なんて関係ないって風に、薬師を目指していたじゃないか。サーフェのやってきたことは……ちゃんと、サーフェらしいことだったんだ」

「…………」

「ネイクスの暗殺者だって、本当にリンド・ヴルムで虐ぎやく殺さつを起こすつもりはなかったんでしょ？　流された毒はごく微量だった。もちろん、だからといって許されるわけじゃないけど――サーフェの同郷のラミアも、依頼だからといって簡単に人の命を奪うわけじゃないはずなんだ」

　サーフェの学んだ暗殺術には、毒の作り方もあっただろう。

　その知識や経験を活用して薬を作り、治療に役立てたことだって何度もある。いつかの『眠り病』の時のように、彼女の努力が街を救ったこともある。

「暗殺者だからダメなんじゃない。薬師になれないなんてこともない。暗殺者だったから、薬師になれるかもしれないだろ。どんな毒も使い方で薬になるんだって……そんなこと、サーフェが一番よくわかってるはずじゃないか」

　毒も薬も使い方次し第だい。

　微量であれば薬になる成分も、多量に摂取すれば毒となる。その取り扱いをよく知るのが、サーフェのはずなのだ。

「暗殺者の家系に生まれて、それでも薬師を目指したのがサーフェでしょ。失格だなんて決めるのはサーフェでも僕でもない。まだリンド・ヴルムで、夢を目指せるはずだよ……サーフェ！」

「ダメです。私は……既すでに間違えました」

「まだ一回だけだよ！　誰もサーフェを責めてない。十分に取り返せる……！」

「いえ。命を預かる者は、一度の間違いが致命的になることもあります。私はもう、誰かの命を預かるべきではないんです」

　グレンは溜ため息いきをついた。

　サーフェの意志は固いようだった。彼女はグレンとの距離を丁てい寧ねいに測はかりつつ、ホテルの窓にその長い体を近づけている。老朽化した窓を破り、外に逃げることはサーフェなら容易だろうと思われた。

「――婚姻届なんだけどさ」

「はい」

　話を変えると、サーフェが、すっと目を細めた。

「ティサリアでもアラーニャでも、私は異い存ぞんありません。どちらでもお好きなほうと結婚なさってください――きっと二人なら、グレン先生を支えてくれると信じていますし、そのように約束しましたから」

「確かに二人の書類に、名前は書いたよ。サーフェが望むならと、僕はどちらかと結婚するべきか――なんて思った時もあったから。二人とも素す敵てきな女性だと思うけど――でもね」

　グレンが取り出したのは。

　くるりと巻いた羊よう皮ひ紙しであった。

「僕が結婚したいのは、一人だけなんだ」

　それは。

　グレンの名前を書いた婚姻届。相手の名を書くべき位置は空くう欄らんではあったが――そこに誰の名が入るのかは、サーフェにも察さつしがついたのだろう。

「それは……」

「スカディさんに、確認もした。別に街を追い出したわけじゃないから、サーフェはまだリンド・ヴルムの住民。結婚だって問題ないって。だから――」

　グレンは真まっ直すぐにサーフェを見る。

　ずっと素直に言えなかった想いを、伝えなくてはならない。

　成長しなければならないなら、決断しなければならないなら、今がその時で――そして、それを伝えなければならないのだ。

　グレンはサーフェと、二度別れた。

　一度は子供の時に。二度目は、サーフェが置き手紙を残し、診療所を去った時。三度目はさせない。今度こそグレンは、愛した女性とは別れない。

「僕と結婚してほしい。サーフェ」

「グレン……」

　サーフェは。

　唇を震わせ、なにか言おうとした。

「だ……っ、わ……そん……――――ッ！」

　サーフェは頭を振る。

　尻しつ尾ぽがびたんびたんと打ちつけられている。それが如によ実じつに、サーフェの葛かつ藤とうを伝えていた。なんと答えるべきか。

　彼女の動揺に反して、グレンは揺るぎのない瞳でサーフェの答えを待っている。

「暗殺者でも薬師でもダメなら――僕の奥さんとして、傍にいてよ」

「―――――――ッ！」

　ずるりと、サーフェが動いた。

　やはり駄目なのか――とグレンが思った瞬間だった、グレンの胸に、サーフェが飛び込んできた。

「わ、私も……っ」

　嗚お咽えつと共に。

「私も、ずっと一緒にいたいです！　駄目じゃないです！　グレンの傍にいたいです！　もう――離れたくないんです、グレン……ッ！」

　しゃくりあげて、サーフェがそう言った。

　ラミアのサーフェに涙るい腺せんはない。だから涙を流さない。けれど昂たかぶりきった感情は嗚咽となって漏もれる。

　涙もないのに泣いている。

「うん。うん……」

　グレンはサーフェを抱きしめて、何度も頷うなずいた。グレンも泣いてしまいそうだったが、それは堪こらえた。

　遠くで、鐘かねが鳴った。

　墓場街にある廃教会の鐘だ。気づけば、薄暗かったホテルの廊下には、ランタンによる明かりが灯ともっていた。明かりは祝福するかのように、柔らかい色の光を灯している。

「……ゴーストたちに、見られてたかな」

　サーフェはグレンの胸に顔をうずめているので、まだこの墓場街独特の祝福に気づいていないのかもしれない。
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　プロポーズが衆しゆう目もくの中というのは恥はずかしいが――ゴーストたちも悪気はないのだろう。鬼火の明るさで祝福されるのも悪くはない。

　鐘が、何度も鳴り響く。

　あの鐘も祝福の一いつ環かんなのだろう――鐘が錆さびついているのか、得え体たいのしれない怪物の鳴き声のような音になっているのが難点だが。

　墓場街の場違いなプロポーズだったが、そんなところもグレンらしい気がした。

「――私はもう、離しませんから。グレン」

　いつの間にか。

　グレンの足首に、しっかりとサーフェの尻尾が絡みついていた。確かにこれでは離れられる道理がない。サーフェは両の腕よりも更に強い力で抱きついてくる。

「覚悟してくださいね、グレン」

「うん」

　いつもなら、サーフェのそんな言葉にたじろいでいたかもしれない。

　だが――グレンはもう、覚悟を決めた。目の前の女性と一緒になると決意したのだ。

「覚悟はもうとっくにできてる――これからもよろしくね、サーフェ」

「――なっ、そ、そんな……」

　自分から言ってきたくせに、一向に揺らがないグレンに。

　サーフェは顔を真っ赤にして。

「ひゃ……ひゃい、こちらこそ、よろしく……」

　消え入りそうな声で、そう呟つぶやくのだった。




　男は、山道を走っていた。

　壮そう年ねんの彼は、息を荒らげながら山道を進んでいく。運動不足の体は言うことを聞いてくれない。しかし追っ手の姿はなかった。墓場街からよもやヴィヴル山に向かう道へと進んだとは思わなかったのだろう。

　今頃、リンド・ヴルムの警邏は市街のほうを捜していることだろう。

（や、やった……逃げおおせた……！）

　男は一人で笑う。

　随ずい分ぶんとやつれたが、それでも長年の贅ぜい沢たくによる肉は残っている。

　明らかに落ちぶれた姿だが、彼には確かに、人間領の元老であった頃の面おも影かげがあった。オークラウ元公爵。

　ハーピーの卵の違法売買により、拘こう留りゆうされていた男。デッドリッチ・ホテルに逃げ込み、そこでサーフェに襲おそわれた男。

「ソーエンめ……トカゲ女め……絶対に許さぬ……！　どんな手を使ってでも陥おとしいれてくれるぞ……！」

　彼の目は、復ふく讐しゆうに燃えていた。

　竜りゆう闘とう女じよスカディ。部下であったというのに主君を計略に嵌はめたソーエン。彼の怒りはその二人のみならず、リンド・ヴルムそのものに向けられていた。リンド・ヴルムで事件が起きれば、間接的にスカディへの復讐になるという判断だ。

「協力者はまだいる……！　西に身を隠し、いずれ兵を率ひきいて戦争を……！」

　元公爵の頭には、最終的に人と魔族の戦争を再び、という野心があった。

　そのどさくさに紛まぎれてソーエンを暗殺し、再び自分が元老に返り咲くのだ――傍はたから見れば荒こう唐とう無む稽けいな野望である。既に犯罪者と認定されたオークラウ元公爵が、元の地位に戻れることはまずないはずなのだが。

　復讐に目の曇くもったオークラウ元公爵には、そんな単純なことさえ判断できない。

「見ていろ……ソーエン！　今度こそ貴様を……！」

　魔族領をめざし、元公爵はさらに山道を進む。

　皮肉なことに公爵が落ちぶれてからも――いや、落ちぶれたからこそ、そのかつての権勢に擦すり寄る勢力もあった。特に、若いながらも台頭してきたソーエンを疎うとましく思う者たちは、失脚したオークラウの恨うらみを利用してソーエンに打撃を与えたいのだ。

　そうした協力者らのおかげで、逃げ出した犯罪者とは思えないほど、オークラウの手には金があった。墓場街という不気味な街のホテルに潜せん伏ぷくできたのも、金があったからだ。

　ゆえに、ネイクス一族の暗殺者にまで依頼ができたというのに――。

「そうだ……ネイクスの者どももだ！　水路街虐殺の依頼をしたというのに、わずかな毒を流しただけで済ませおった……！　大体先ほど襲ってきた女は何者だ……!?　暗殺者が私の口を封じに来たのか、おのれ、ヘビどもも例外なく殺してくれる……！」

　完全な逆恨みであるが、それを咎とがめる者はいない。

　オークラウはなお山道を進む。

　ハーピーの里を避けるようにして進んでいたせいで、足場は悪い。泥でい濘ねいに足をとられそうになりながらも、彼は諦あきらめなかった。

「まだだ……まだ私は……！」

　魔族領には、リンド・ヴルムを快く思わない魔族もいると聞く。

　リンド・ヴルムの急速な発展は、それだけで目め障ざわりとされることもある。

　ソーエンと同じだ。どういう理由であれ、出る杭くいは打たれるのだ。力を持っているものにとっては邪魔になる。だから打つ。

　いや、打たねばならない――オークラウはそう思っていた。無論、その槌つちを振るうのは自分だ。

　彼の執念には驚きよう嘆たんすべきものがある――もっとも彼が持っているのは、執念のみであったが。ろくな装備もなく、ヴィヴル山を抜けようとするのも無む謀ぼう極きわまりないが、その無謀さを正確に指し摘てきできるものは、すでに彼の周りにない。

「む」

　ぼふ、と。

　復讐のことばかり考えを向けていたせいで、目の前にあったなにかに気づかなかった。布の塊かたまりのようなものだ。

「む。なんだ、どこのバカものだ。こんな山道の途上に……壁？」

　その布は。

　圧倒的な質量をもって、元公爵の目の前にそびえたっている。東国においては『ヌリカベ』という、旅人を邪魔をする魔性の伝でん承しようがあるが――オークラウはそれを思い出した。ヌリカベの正体は、三つ目の白い犬という話だが。

　布の壁というのは聞いたことがない。

「なんだ……これは」

「あれえぇぇ～？　おやぁぁ～」

「ひっ!?」

　地の底から響くような低い声であった。

　だがそれは、オークラウの頭上から降ってきた。オークラウがおそるおそる上を見上げ――そこにあったものに、腰を抜かす。

「おやあぁぁ～、迷子さんですかぁぁ～？　珍めずらしいですねぇぇ～」

「ば、化け物……！」

　布の壁と思ったものは。

　身の丈たけ十人分はあろうかという巨人の衣服であった。垂たれ下がった布が天幕のように見え、行く手を阻はばんでいたのだ。

　その巨人の名がディオネ・ネフィリムということ。この世にただ一人残ったギガス種であることなど、無論オークラウは知る由よしもない。

「むうぅぅ～！　誰が化け物ですかぁぁ～、失礼な人ですねぇぇ～！」

「ひいぃぃ！」

　天から、掌てのひらが降ってくる。

　オークラウは自分を叩たたき潰つぶさんとするその手に怯おびえ、逃げ惑まどう。彼はあくまでも政治家に過ぎず、このような巨人に対抗する術すべなどあるはずもない。

　ディオネにしてみれば、化け物と呼ばれたことに対し抗議して、地面をぺしぺしと叩いているだけのつもりなのだが――オークラウにとっては天からの逃れ難がたい攻撃である。

「――追いついたで御ご座ざる！」

　それは、オークラウの知る声であった。

　巨神に殺される――と思い込み、必死で逃げ出そうとしてるオークラウは、だがその声に体をこわばらせた。

「まったく。ホテルに潜伏していたとはな。モーリー。お前が最初からホテルの宿泊客の情報を寄よ越こしていれば、もっと早く片がついただろうに」

「それは否定する、苦く無ない。先代の時代から、ホテルの業務はこれで成り立っている。確たる証拠もないままに、宿泊客の情報を提供することはできない。改善の必要性はないと判断する」

「頑がん固こな女だ……」

　山道を登ってくるものたち。

　竜闘女の護ご衛えいのツギハギ女に、ホテルの支配人。武装した『鬼き変へん病』の娘までいる。

「き、貴様はソーエンの妹……！　何故なぜここに！」

「お久しゅう御座る、オークラウ公爵……いや、元公爵で御座ったな。スィウは今、リンド・ヴルムの警邏隊勤めの身。オークラウ殿を追いかけて参った。じきに警邏の本隊もここにやってくるで御座る」

　何故ここがわかったのだ――。

　ここまで誰かにつけられている気配はなかった。そもそもオークラウの位置がわかっていたのであれば、もっと早くに捕まえることができたはずだ。山をしばらく登ってから、やっとオークラウがここにいることを知ったかのような。

　だが――精神が既に限界に近いオークラウに、それを思案する余裕はなかった。

「元公爵殿。罪深き御ご仁じんではあれど、このスィウは御恩が御座る。元老警けい固ご役の頃に良くしていただいたことは忘れませぬ。大人しくしていてくだされば、手荒には扱いませぬゆえ、どうか神しん妙みように――」

「だ、黙れッ！　この薄汚い鬼めが！　取り立ててやったことも忘れて私に楯たて突つくか！　貴様も兄と同じ恩知らずであろうがッ！」

　オークラウの罵ば倒とう。

　しかしスィウはわずかに目を細めるだけだ。それが憐あわれみの表情だと気づいて、オークラウはますます怒りを募つのらせる。何故自分が憐れまれなければならないのだ、と。

「なんだその顔は……！　恩があるだと！　鬼ごときに恩を売った覚えはないわ、馬ば鹿か者めが！」

　罵倒はさらに続く。

　自分の発する声、それ自体に激し――制せい御ぎよできぬ怒りが口からあふれ出る。

「揃そろいも揃ってバケモノばかりのリンド・ヴルムめが！　貴様らこそ駆く逐ちくされればいいのだ！　全てくたばれ！　今に見ていろ、再び人間領と魔族領の戦いくさになれば、リンド・ヴルムのような領土の間にある街は跡あと形かたもなく――」

「全然反省してないのね、貴方あなた」

　呆あきれた声。

　ゆっくりと山道を登ってきたのは――青い鱗うろこを持つドラゴン。

「貴様……竜闘女……ッ！」

「ろくな装備もなく、これからヴィヴル山を越えようなんて無茶。野の垂たれ死にしたくなければ大人しくなさい。水路街に毒を撒いた大罪、贖あがなってもらうから」

「バカな。私にそんなことができるわけがない。毒の扱いなど知るものか。やったのはどこぞの暗殺者ではないのか」

「……この期ごに及んでとぼけるの？」

　スカディはますます呆れた様子だ。

　オークラウはまだこの状況にあっても、彼女たちの追及を逃れることができると思っていた。彼は政治家だ、口くち八はつ丁ちようで窮きゆう地ちを切り抜けた経験は幾いく度どもある。

「実行犯がネイクスの一族であることは割れている。けれど相手は歴戦の暗殺集団。リンド・ヴルムの警邏隊ですら、誰一人暗殺者の侵入に気づくことはできなかった。毒はいつの間にか仕掛けられていた。魔族領で暗殺集団を追うのも、捕らえるのも、口を割らせるのも一ひと筋すじ縄なわではいかない」

　それはそうだ。

　以前、オークラウがハーピー卵の売買のために雇やとったものたちは元兵士であったが、それでもこの竜闘女に捕らえられた。今では寝返ってリンド・ヴルムで働いているらしい。それもまたオークラウが業ごう腹はらである理由の一つであるが――。

　だからこそ簡単に足のつかないラミアの暗殺者に、高い金を払って依頼したのだ。今度こそ捕まえられぬように。

「でも、貴方はどう？」

「なに……」

「尋じん問もんに耐えられる？　とてもそうは見えないけれど」

　スカディがちらりと、隣のツギハギ娘を見る。

　いかにも頑がん健けんな肉体をした東国風の衣装を着た娘は、これ見よがしに指を鳴らした。オークラウの腕くらい容易たやすくへし折るかもしれない。

「尋問が得意な魔族、リンド・ヴルムにはいくらでもいるけれど」

「わ、わかった。取引だ！　取引をしよう」

　露ろ骨こつな脅おどしに、あっさりと屈するオークラウ。

「取引……？」

　スカディの眉まゆが、不機嫌に吊つり上がる。

　そのことに、オークラウは気づいてはいない。

「貴様の利益にもなるはずだ。約束しよう、ど、どうだ話だけでも」

「……？」

「ハーピーだ。リンド・ヴルムにも山ほどハーピーがいるだろう！　あの鳥人間どもの卵を高く買ってくれる者を教える！　竜闘女、私の知るツテがあれば、まさしくハーピーどもが金の卵を産むのだぞ！　貴様はいくらでも儲もうけられる！　だから取引だ、その商しよう流りゆうを教えるから、今回のことには目を……」

「はあ……」

　一瞬であっても耳を傾けてしまった自分が愚おろかとばかりに、スカディが息を吐いた。

「本当に――何一つ反省していないね、貴方」

　オークラウは今いま更さら気づく。

　山の中、木々から――鋭い視線が飛んでいることに。スカディらのみならず、もっと多くの眼光が、オークラウを見つめている。

　夜の闇やみの中、猛もう禽きんの目が輝いているのがわかった。何故だ。あんな高みからこちらを見るのは何者なのだ。

「貴方の間ま抜ぬけさをいちいち指摘するつもりは、もはやないけれど」

　スカディが無感動に告げる。

「お願いだから、魔族を食い物にする商売を魔族に持ちかけるなんてことはもうしないでね――ソーエンのほうが、貴方の何倍も、損そん得とく勘かん定じようが上手だったからね」

　オークラウがなにか言い返そうとした、その時だった。

　羽ばたきの音とともに、鳥が飛んできた――いや、違う。鳥ではない。夜の闇であってもはっきりとわかる、燃えるような色の翼をもったハーピーだ。

　――ハーピー？

「竜闘女サマ！　コイツで良かったのかよ、捜してたやつって」

「ええ、イリィ。ありがとう。ハーピーたちの力を借りられたから、すぐに見つかったわ」

「あんだけよたよた山登ってんだから、すぐに見つかったぜ！　それで――ふぅん？　コイツがねぇ？　へーえぇ？」

　赤い羽根のハーピーが、じろじろとオークラウを眺ながめる。

　鳥目という言葉があるが、実際には夜も飛べる鳥類は多い――それを示すかのように、緑色の瞳がわずかな月光を反射して輝いている。

「こっ……小娘がッ！　私を誰と心得るか。元老、公爵位のオークラウ――」

「知らねーよ！　ゲンローもコーシャクもどうだっていい！　テメーのせいでアタシと、アタシの仲間が、友達が酷ひどい目に遭あわされたんだぞ！　わかってんのかよ！」

「なに……ッ！」

　羽ばたきの音が響く。

　羽根が舞う。

　夜の山に、何人ものハーピーが飛び上がっていた。

「オメーは卵を誰に産ませてたなんて興味もないだろうが……アタシはそのせいで死にかけたんだよ。先生がいてくれたから良かったようなものの、な！」

　オークラウは今更ながら気づく。

　彼女は――彼女たちはハーピーの娘。雇ったものたちに誘ゆう拐かいさせ、リンド・ヴルムで卵を産ませていた当の娘たちだ。どのハーピーも、その目に怒りを滲にじませている。そんな娘たちの前で、自分は一体、なにを言ってしまった？

　スカディが自分に追いついたのも、当然だ。

　空の上から、ハーピーらが自分を追跡していたのだ。追っ手がいないなどと考えていたのはオークラウのみであり、ハーピーたちは常つねに自分たちを捕ほ捉そくしていた。だからこそスカディたちは容易く自分に追いつけた。

「アタシはイリィ。覚える必要はねえぞ。それよりオメーがやらかしたことを思い起こせ」

「な、なにを……」

「一つ！　アタシやアタシの同族を捕まえて、リンド・ヴルムで卵産ませてたこと！　好き勝手やってくれたな、ああん？」

　オークラウは知る由もない。

　イリィが奴ど隷れい商から助け出されて、ハーピーの里で暮らして、リンド・ヴルムでは郵便配達などして――そんな生活を積み重ねて、ようやく里の者たちを『同族』と呼ぶようになったことなど。

「二つ！　水路街に毒を垂れ流して、アタシの友達やその家族、リンド・ヴルム中を危険にさらしたこと！　――絶ぜつ対てぇ許さねえぞ、お前」

　赤い翼のハーピーは、オークラウを蹴けり殺さんばかりの形ぎよう相そうで告げる。

　あまりの怒ど気きに、オークラウはじりじりと後ずさった。しかし、彼は忘れている。自分が下がる方向に、なにがあったのか。

　ぼふ、と布の壁にぶつかった。

「ひっ……」

「んん～？　どうやらぁぁ～」

「ひぃいぃッ！」

　自分が宙に浮く、と思ったが。

　そうではない――何者かにつまみあげられたと気づいたときには、もう遅い。野太い巨人の声が、オークラウに浴びせられる。

「ただの迷子さんではないようですねぇぇ～？　これはどういう……？」

「そいつ、ハーピーの卵売買の黒幕よ。ディオネ」

「そうですかぁ～。それは……ちょっと、お話が必要ですかねえぇぇ～？」

　巨人の髪に隠れていた目が、オークラウを捕らえた。

　真っ赤な翼をもつハーピーの娘が、飛びながらその片足を持ち上げる。人間の皮ひ膚ふなど容易に裂いてしまいそうな爪つめが、月明かりに輝いた。

「なあなあ竜闘女サマ、コイツ反省してねーみたいだし、ちょっとくらい懲こらしめてやってもいいよな？」

「ダメに決まってるでしょ、イリィ。リンド・ヴルムはちゃんと条例のある治安の良い街。私刑なんてもっての他だから」

「えー……」「マジ？」「ありえなーい」

　喧やかましいハーピーの娘たちが口々に文句を言いだす。オークラウが安あん堵どの息を吐く――が、それも一瞬のことだった。

「でも、そうね――」

　だが、スカディが言葉を続ける。

「多少、容疑者に傷がついていたとしても、まあ捕らえる時に暴れたってことかもしれない。ハーピーたちの協力がなければ捕まえられなかったかもしれないし……警邏隊の本隊が来るまでは、ちょっとくらい不透明な部分があっても……目をつむろう」

「おっけー！」

　赤い翼のハーピーが、元気に答えた。

「え――え？」

　オークラウの間まの抜けた声。

　スカディが、その小さな体たい軀くを翻ひるがえらせる。彼女の供ともらしい女どもも、そろって自分からは目を背そむけた。

　それが何を意味するのか。

　頭で理解するよりも先に――オークラウは自分のやってきたことの報むくいを受けることになるのだった。

　ハーピーたちの、鋭い爪で。




　中年男の悲鳴が響く。

　まあ、イリィらも殺しはしないだろう、とスカディは雑に考えた。散さん々ざん、魔族を下に見て、ハーピーを自分の商売道具としか考えなかった男だ。考えを改めさせるためにも、少しくらい過か酷こくな罰ばつを受けてもらわなくてはならない。

「……苦無。寒い」

「ローブを着ないからですよ、竜闘女様。ホテルに戻って休みましょう。後の始し末まつは警邏隊で済みましょう」

　寒いと言うが。

　スカディの身体からだは震えもない。わずかに開いた口から、一瞬だけ小さな炎が噴ふき出した。もうすぐ冬になろうかというヴィヴル山であっても、火竜は体内で生成する炎によって寒さに耐えることができる。

　無論、死者である苦無や、既き存ぞんの生物の枠わくに当てはまらないモーリーは平然としている。

「スィウは寒くない？　平気？」

「は、それが、鬼になってからむしろ寒さに強くなったで御座る。ご心配なく」

「そう。じゃ、これで一件落着」

　長かったな――とスカディは思う。

　街での奴隷商騒ぎに端たんを発した一件は、これにて終しゆう息そくを見たわけだ。議会代表として、平和を愛するドラゴンとして、仕事を終えたスカディは、ぐうっと腰の翼を伸ばした。

「やっぱり寒い」

「ホテルに戻れば、我々が紅茶でも淹いれよう。もっとも今ごろ、ホテル内がどうなっているか不明であるが。グレン医師が薬師サーフェの説得に成功していればいいが、我々の計算によれば確率は―――」

「それは大丈夫だと思う」

　モーリーが得意の分ぶん析せきでもって、確率論を披ひ露ろうしようとするのを。

　スカディは、素そっ気けなく遮さえぎった。

　スカディは知っている――人にも魔族にも、収まるべき相手というものがいる。それこそ天命によって紐ひもづけられた者たちだ。誰が見ても、グレンとサーフェはそれだろう。

　いわゆる、運命の相手というやつだ。

「まあ、運命でもなんでも、私は横からかっさらうけど」

「……竜闘女様？　なんのお話で？」

「なんでもない。こっちの話」

　しれっととぼけるスカディであった。グレンを狙っているなどと言うと、またぞろ苦無が面めん倒どうくさくなるのを知っていた。

「スィウも気になる？　兄がどうなったか」

「気になるで御座る！」

　スィウの物言いは直ちよく截さいだった。

「ものすご――――く気になるで御座る。姉者が本当の姉になるのか！　それとも別の娘も関かかわってくるのか！　スィウは実家にどう報告すればいいのか！　色々気になって夜も眠れんで御座る！」

「そうね。ホテルに戻ればわかるはず」

　スカディは笑う。

　長ちよう寿じゆのドラゴン。生きていくにあたり、多くの者の死を見てきた。そのせいだろうか、自分が気に入って傍に置くのは、死を克服した者ばかりだ。苦無といい、モーリーといい、まっとうな生を遂とげる者たちではない。

　スィウのように、今を全力で生きるものが、少し羨うらやましい。

　だからスカディも、長い生に甘んじることなく、今を全力で生きていこうと思った。クトゥリフやグレンに永らえさせてもらった命だから。

「モーリー。ホテルであったかい紅茶飲ませて」

「了解。先代より賜たまわったレシピがある。ハーブも」

「……墓場街のハーブ、腐ってないでしょうね」

「多少保存期間が過ぎてはいるが、ドラゴンの肉体ならば問題なく摂取することができると判断する」

「もっと新鮮なのがいい」

　スカディらはそんなことを言い合う。

　山道から警邏隊の本隊が上がってきた。スカディは彼らに軽く手を振って、『あとは任せた』という仕草。警邏隊も応じて、オークラウの身み柄がらを確保しようとしている。

「あ、スィウは借りるね」

　警邏隊の隊長にそれだけ告げると、委い細さい承しよう知ちとばかりに頷いてくれた。

　このくらいのわがままは通る。リンド・ヴルムはスカディの所有物ではないが、議会代表として培つちかってきた信頼が、そのままスカディの発言力なのだった。

「あ」

　そういえば――やり残して、中途半端になっている案件を忘れていた。

「竜闘女様、いかがなされました」

「うーん……やんなきゃいけないこと、思い出したの」

「はて、それは？」

「まあ帰ったらやる。すぐに決まるし……グレン医師が上手うまくサーフェを説得したっていうなら、なおさらこっちも進めないと。新しい条例の制定」

「は、はあ？」

　苦無は法や政治に疎うとい。護衛として雇っているのだから当然だが。

　スカディは供を連れて山を下りる。

　いつかグレン医師は言った。街の結末を見たくはないか、そのために生きてみる気はないか――と。

　心臓を治してから、街ではいつも、スカディにとってさえ意外なことばかり起きる。

　グレン医師の言う通り、街がこれからどうなるのか、ますます楽しみになってくるスカディなのであった。














　幕間２　宿の一室にて









　ソーエン・リトバイトは、息を吐いてリンド・ヴルムの宿へと戻った。

　宿の主人が――彼は人間であったが――ソーエンを見る目は冷ややかだった。リンド・ヴルムにおいて毒撒まきの犯人として噂うわさされているのだから当然だ。議会からの要よう請せいでなければ、この宿もソーエンを泊めるのを断っただろう。

　だが、その評価も明日には変わる。

　オークラウ逮捕のお膳ぜん立だては全すべて整えた。

　あとはスカディが上手うまくやってくれるだろう。明日からは悪あく辣らつな元公爵を追い詰めた功労者の一人として、リンド・ヴルムで噂されることになる。

「おかえりなさいませ、ソーエン様」

　部屋の中では、頭ず巾きんを被かぶった女中が一人。

　ソーエンの上着を受け取った。ソーエンはソファに沈みこみ、大きく息を吐く。さすが議会の用意した宿、ソファ一つとっても上等だ。

「首しゆ尾びはいかがでしたか」

「明日には片付く」

　女中が茶を淹いれてくれる。人間領から持参した緑茶である。

　ソーエンはそれを口に含み、ちらりと女中を見た。彼女はソーエンの視線も気づかぬ様子だ。

「あとはグレンだな」

　女中の返事はないが、

「アイツは昔から意気地がない。こちらがいろいろと手を回してやらんと動かん。アカデミーに入るときもそうだ。こっちが居づらくさせてやらんと」

「……確かそれで、弟君はご両親と険悪になったのでは」

「どうだったかな」

　ず、と茶を一口。

　自分はいくらでも悪者になって構わない。誤解だったことが後で知れれば、関係修復は難しくない。

　共通の敵が一人いれば、手を組むのは容易たやすい。長兄を嫌い、その分仲良くなるグレンとスィウのように。

　あるいは――。

「街一つも同じこと。俺に石を投げることで、街の結束は固くなるだろう」

　ソーエンが毒を撒いた。

　その噂は十分に流る布ふした。明日、真犯人が捕まったことが報道されれば、落ちた分だけソーエンの名誉が上がるのだ。

「……またそうやって嫌われることをする」

「お前は気にするな」

「気になります。ソーエン様の御おん身みを顧かえりみない行い、私はいつもハラハラしております」

「だから、お前が気にすることじゃない」

　そっけないソーエン。

　女中は何も言わないが、きっとソーエンを睨にらみつけている。間違っても、女中が主あるじを見つめる瞳ひとみではない。

「問題ない。中央病院に保管してあった『鬼き変へん病』の所見は、海魔の女医殿からいただいてきた」

「……いつの間に」

「元老のジジイどもに、これを見せてみろ。卒そつ倒とうするぞ」

「ソーエン様。そうした御気き性しようのねじくれた言い方は」

「わかっている。冗談だ。無策で使っても意味がない。下手をすれば人間至上主義に握り潰つぶされるだけだ」

　海魔の女医――クトゥリフからもらった、スィウの『鬼変病』の所見。

　中央病院でも珍めずらしい症例だったらしく――そもそもリンド・ヴルムにオーガはいても鬼は少ないらしい――興味深い例として記録されていた。

　もちろん、スィウは病気ではない。

　ただの人間――いや、人間領ではすでにかなりの家系において、鬼の血が混ざってしまっている。この所見はその証明だ。

「高名な医者か誰かに論文を書かせるか、あるいは本を出させるか――手段はまだ未定だ。グレンに論文を書かせるのもいいかもしれない。鬼か人かなど些さ末まつなこと。『鬼変病』は病やまいではなく、誰であろうと婚姻していいと、人間領の連中が考えるまで」

「……そうだとしても」

　女中は。

　頭に巻いていた布をとった。その額ひたいには、スィウと同じような角つのが生はえていた。

「ソーエン様を危機にさらしてまで、私は夫婦になりたいとは思っておりません」

「だから気にするな――それよりお前、部屋に入ってくるの、誰にも見られてないだろうな？　女中の身分を与えてるとはいえ、親しい関係だと知られたら……」

「ご心配なく。ここでは角のある者など珍しくありません」

「そうだったな」

　ソーエンは息を吐く。

　スィウは、この街で上手くやっている様子だった。ソーエンもまた、目の前の『鬼変病』の娘と夫婦になって、リンド・ヴルムに移り住めばいいのだろうか。そうすれば、人間領での生きづらさを忘れられるか。

　――詮せん無ない話だ。

　ソーエンの荘園には、他にも多くのものがいる。『鬼変病』の人間のみならず、人間領でひっそりと生き抜いていた魔族の亜あ種しゆまでも。

　ソーエンと恋仲の女性――サキは、そうした荘園をまとめている女傑でもある。細身の体だが、そこから発せられる膂りよ力りよくはまさしく鬼のそれだ。

「……街の見物でもしてきたらどうだ。鬼であろうとこの街ならば」

「行きません。行くならば共に」

「共に歩けぬから言っているのだ」

「……では、それが叶かなってからにいたしましょう」

　頑がん固こな女だ、とソーエンは思う。

　普段の彼女は、おおっぴらに外を出歩けない。街の観光などもってのほかだ。人間領においては居場所が少ない。

　だが――好いていることはまぎれもない。そのためにわざわざ、妹の所見までも手に入れたのだ。自分の地位と財を駆く使しして、必ずやこの娘を手に入れる。

　ソーエンは。

　子供のころから、欲しいと思ったものは必ず手に入れる性しよう分ぶんだった。

「……ソーエン様」

「どうした」

「鐘かねが聞こえます。鐘の音が」

「なに……？」

　ソーエンが耳を澄すます。

　確かに聞こえた。かなり遠くなのか、か細くしか聞こえないが、確かにそれは鐘の音だ。祝福のように聞こえる。

「北のほう……かしら」

「北はたしか、墓場街だったな」

　ああ――と。

　ソーエンは気づいた。北にある墓場街で、今なにが起こっているのか。それを仕向けたのも、まさしくソーエンなわけだが。

「血は、争えないということだな」

「……なんのことでしょう？」

「俺も弟も、鬼やら蛇へびやらに欲情する変態趣味だということだ」

「叩たたかれたいのですかソーエン様」

「やめろ、未来の旦だん那なを挽ひき肉にくにする気か」

「ねじくれたソーエン様の御気性を治すのに、必要とあらば」

「やめろ、本当にやめろ。拳こぶしを振り上げて近づくな。ちょ、ちょっと待て、俺が悪かった。あ、謝るから、な、サキ。すまん……だから……！」

　ソーエンの狼ろう狽ばいした声と、笑顔を崩くずさないサキ。

　誰にも知られてはならない宿の一室での一幕。

　互いに、誰にも――家族にさえも見せられないような表情を出せるのは、お互いの前でだけなのであった。




　その晩。

　宿の主人は、ソーエンの部屋から、ごすっ――となにかを殴りつけたような物音を聞くのであったが。

　ソーエンと関かかわり合いたくない宿の主人は、それを黙してなかったことにしたのであった。














　エピローグ　これからも、二人の診療所
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・水路街の毒水事件、首しゆ謀ぼう者しや逮捕！

　リンド・ヴルム街新聞から朗ろう報ほうをお届けする。

　かねてよりリンド・ヴルムを騒がせていた、水路街の毒水事件であるが、首謀者とされる男が警けい邏ら隊の手によって逮捕された。

　首謀者はオークラウ・ダイトン。かつて人間領の元老だった男である。自分の失しつ脚きやくを我らが竜りゆう闘とう女じよのせいだと逆さか恨うらみして、暗殺者集団に毒を撒まく依頼をしたものと思われる。

　依頼の際の不ふ手て際ぎわで、死者が出るほどの毒は撒かれなかったものの、大規模な虐ぎやく殺さつ、騒乱を企くわだてたことに変わりはない。オークラウは以前水路街で起きた奴ど隷れい商事件の首謀者であるという発表もあり、警邏隊は更さらなる余罪を追及するとのこと。

　オークラウ逮捕の裏には、人間領より派は遣けんされたソーエン・リトバイト氏の尽力が大きいとされる。

　ソーエン氏はオークラウを追ってはるばるリンド・ヴルムを訪れた人物であり、到着早々に竜闘女、および警邏隊と連れん携けいしてオークラウを捜索した。

　人間領の元老補佐として活躍するソーエン氏は、かつての上司が起こした事件に関して陳ちん謝しやするとともに、事態の収拾を図はかっている。

　本紙の取材を受けたソーエン氏は、「かつて元老だった男が、魔族を利用した卑ひ劣れつな商売を興おこしていました。更に、それが理由で失脚したにも拘かかわらず、逆恨みして再びリンド・ヴルムを攻撃するという、あるまじき事態が起こってしまいました。ご迷惑をおかけした皆様には深く謝罪するとともに、今後このようなことがないように努めてまいります」と述べている。




・毒水事件の実行犯は？　竜闘女の公式発表。

　首謀者は捕まったものの、実行犯はまだ法の目を逃れたまま。

　この件に関して竜闘女スカディ・ドラーゲンフェルトは次のように述べている。

「実行犯はラミア族から構成される暗殺集団である。リトバイト診療所の薬くす師しサーフェンティット・ネイクス女史によれば、彼女と同じ一族の出身者である可能性がきわめて高いとのこと。しかし一方で、このようなバカげた依頼で死者を出すことはネイクスの一族としても避けたいことであるから、二度とこんなことは起きないだろうという見解を受け取った。私もそれに全面的に同意するものである」

　との衝撃発表があった。

　さらに続けて。

「ネイクス族の長おさには、私から正式に抗議させてもらう。そして今回のような事件を繰り返さないよう、厳重なる抗議と交こう渉しようを行う。憎にくむべきは依頼者であるオークラウと、ネイクス族の実行犯である。多くのラミアは無関係であり、一族の出身であるサーフェンティット女史も患者の治療に全力で当たっている。くれぐれも根拠なき風聞を流さないでもらいたい」

　以上が竜闘女からの公式声明である。

　しかし、実行犯が野放しで、本当に大丈夫なのだろうか？　二度と同じようなことが起きないとは限らない。治療に当たるはずのサーフェンティット女史が暗殺者と同郷であることに不安はないのか。

　本紙記者は水路街の不安の実態を知るべく、中央広場の歌姫ルララ・ハイネ嬢の意見を伺うかがった。ルララ嬢からは、

「え？　不安？　全然ないよ！　サーフェお姉さんが大丈夫だって言ったし、グレン先生も毎日水路街を見回ってくれるし。ボクの家族も、そのおかげで元気になったんだ。事件起こした人は絶対許さないし、海の底に沈めてやりたいけど……サーフェお姉さんが立りつ派ぱな薬師だっていうのは、みんな知ってることでしょ？」

　との大らかなコメントを頂いた。

　診療所の地道な努力が、水路街の不安除去に貢こう献けんしているのは間違いのない事実のようだ。




・ソーエン氏は、診療所医師グレン氏の実兄!?　衝撃の関係に迫る！

　さらに本紙独自にソーエン・リトバイト氏の取材を進めたところ、なんと彼はリトバイト診療所のグレン医師の実兄であることが判明した。確かに姓は同じであるが……取材した記者も驚きを隠せない事実である。

　更に、警邏隊、花はな街まち方面部隊に所属するスィウ・リトバイト嬢も含め、三兄妹であることが判わかっている。彼女も警邏隊としてオークラウ逮捕に尽力したと報じられており、今回の事件の裏では、リトバイト三兄妹の密ひそかなる活躍があったようだ。

　ソーエン氏は人間領へと戻り、今回の事件に関してどのような対応をとるか、各元老と協議するとのこと。

　毒水事件がリンド・ヴルムに残した爪つめ痕あとはまだ消えないが、リトバイト兄妹のごとく、街のために励はげむ者たちがいる以上、事態の終しゆう息そくは遠くないと記者は信じるものである。
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　こちらの気も知らないで好き勝手書いてくれる。

　グレンは街新聞を折りたたみ、白衣のポケットにしまった。中央議会が発する広報と違い、街新聞は民間の記者が書いている。あることないこと書かれるのが常つねではあるが――。

　自分と関かかわりのある事柄を重点的に取り上げられると、やはり心穏おだやかではいられないグレンであった。

　しかし。毒水事件を契けい機きにした、サーフェの診療所出しゆつ奔ぽん。ソーエンのリンド・ヴルム来訪。それらを合わせて考えると、住民にわかりやすく説明してくれる街新聞も、一つの広報としてありがたい――とも思う。

「ルララさんごめんなさい。私、この度は、本当にご迷惑を――」

「い、いや。本当に平気だよ！　サーフェお姉さんが悪くないって、みんなわかってるし！　ボクもちゃんと皆に伝えておいたから、ね！」

「はい……」

「それよりお薬だよ！　サーフェお姉さん、タダで薬配ってくれるんだから、そっちのほうがよっぽどありがたいよ！」

　サーフェが頭を下げ、それにルララが恐きよう縮しゆくしている。

　グレンは読んでいた街新聞のことをひとまず置き、自分もまたルララに頭を下げた。

「この度の事件。無関係とはいえ、サーフェの生まれた里から下げ手しゆ人にんが出てしまったこと……僕からもお詫わびします。ごめんなさい、ルララ」

「もー！　先生まで！　お姉さんがやったわけじゃないんでしょ!?　大丈夫だよ！」

　ルララはいい加減にしてと言わんばかりに、ぱしゃぱしゃと水面を叩たたきだす。

　サーフェとルララは親しい上に、ルララの家族は毒水事件の直接の被害者となってしまった。謝罪は当然の流れなのだが――ルララは気にもしていないらしい。

「犯人捕まったし、もう大丈夫だよ！　イリィがお仕し置おきしたんだってさ」

「そ、そうなんだ……」

　――オークラウの拘こう束そくにより、水路街の毒水事件は一応の収束を見せた。

　だが、サーフェにとってはそうはいかない。彼女が下手人ではないとはいえ、彼女と同じ一族が毒を撒いたのは事実だ。

　サーフェはリトバイト診療所に戻るとともに――全すべて包み隠さず公開することをスカディに願い出た。

『診療所のためにも、隠し通すこともできるよ？』

　スカディはそう言ってくれた。だが――。

『私は薬師として生きることを決めました』

　サーフェはスカディに対してそう宣言した。

『薬師として、水路街の皆さんの治療に全力を尽くします。なのでどうか――ありのままの事実を、皆さんに伝えさせてください』

　サーフェの決意を汲くんでくれたようで。

　スカディは議会発表として、水路街毒水事件の顚てん末まつをすべて話した。同時にサーフェ自身は無実であることも。

「でも、タダでもらっちゃっていいの？　本当に？」

「うん。資金は議会や中央病院からも供出してもらっているから。必要なお薬は無料で提供することとなりました。ルララから先日払ってもらった分も、いずれ返金することになります。返金は少し先になると思うけど、必ず返すし、今後の治療費も心配しなくて大丈夫」

　事件の被害者に対しては、被害規模が大きいことを鑑かんがみ、治療の援助資金が出ることとなった。もはや災害扱いだ。水路街の住人は貧富の差が激しいので、これで助かる患者は大勢いることだろう。

　ただ、この被害者支援も、リトバイト診療所が主導で行っている。診察や薬の処方も、全て診療所の仕事だ。しかし診療所だけで薬を無料で用意するような財力はなく、ゆえに議会や中央病院――スカディとクトゥリフからは、ある程度、資金を貸し付けてもらった形となるのだった。

　つまり。

　グレンらは、二人に多額の借金を負ったこととなる。水路街の事件に対して、リトバイト診療所がとったケジメでもある。

　二人で生きていくと決めたのだから、サーフェの問題はグレンの問題であり、診療所としての問題である。

（……まあ、しばらく独立は無理だな）

　必要な措そ置ちだったとはいえ、金を借りている自分が、病院長になるというのも筋すじが通らない。もちろん、クトゥリフ傘さん下かの診療所という形もしばらくはそのままだろう。クトゥリフとの師し弟てい関係は当分変わらないと思われた。

「わかった。ありがとう。きっとみんな喜ぶよ」

「ええ。ルララさんもお変わりはないですか？　身体からだは大丈夫？　毒の影響がどこかにあるかもしれないですし……」

「え、えっと、ボクは元気……だけど」

　ルララの顔が赤くなる。

　戸と惑まどったように、並んだグレンとサーフェ、その二人を交互に見やる。その瞳ひとみが意味するところをわからないほど、グレンは鈍どん感かんではないつもりだった。

　ましてや、ルララからは、誰とも結婚する気がないならあと二年待って――などと言われたのだ。彼女の思し慕ぼは、決着がついてしまったことになる。

「二人は結婚……するの？」

「ごめんなさいねルララさん。先日、私がグレン先生から正式に、プロポーズを受けてしまったんです。結婚はいつになるかわかりませんけれど……いずれ夫婦になるのは決まっています」

　サーフェが、目を伏せて言った。

　結婚しよう、と確かにグレンは告げた。しかしその後、毒水事件の解決のために診療所は多額の借金を負ってしまった。スカディやクトゥリフは良心的に返済できる金額と利子を提示してくれたが、それでも返済には数年かかるだろう。

　診療所の運営が健全化するまでは、グレンはサーフェと正式に夫婦になるのを待ってもらうことになった。

　毒水事件の無む償しよう治療がサーフェのケジメであるなら、診療所の看かん板ばんを立派なものにするまで結婚しないというのが、グレンのケジメである。

「申し訳ありませんルララさん。貴女あなたもグレン先生のことを想っていたのに」

「え？　――あ、うん。でもボクはまだ結婚できないし……けど、えっと、大丈夫なの？」

「はい。これからどんなことがあっても、私とグレン先生はきっとその困難を乗り越えて」

「違う違う！　そうじゃないよ！　街新聞読んだんじゃないの!?」

「え？」

　慌あわてた様子のルララに、サーフェが困こん惑わくで返す。

　グレンもサーフェも、彼女がなにを言いたいのかわからない。戸惑っていると、ルララは水中に飛び込んだ。

　かと思えば、すぐにぷはっと水面に顔を出す。水路の中から、なにかを取ってきたらしい。

「もう！　これ見て！　これ！」

　彼女が手にしていたのは。

　二枚の透明なガラス板に挟はさまれた街新聞――水中回かい覧らん用に防水仕し様ようとなった街新聞であった。

「それはさっき見ましたよ？　主に毒水事件のことが」

「違うってば。こっち。隅すみっこの方に書いてあるでしょ！」

　ルララが指す見出し。

　小さいが、リンド・ヴルムで新たに布告された条例のことが記載されているらしい。サーフェは長い体を伸ばして、街新聞の文字を読みとる。

「条例改正……？　かねてより、一部の昆虫系魔族、獣じゆう人じん魔族らの要望があったように、リンド・ヴルムでは一夫一妻制のみが採用されていることが問題視されていた。竜闘女はこれを受けて、中央議会にて一夫多妻および一妻多夫制度の導入を提案し、先日、議会にて賛成多数で認められた――？」

「え？　――え、ちょっと待ってサーフェ」

「これにより、リンド・ヴルムでも重婚が認められる、ことに、なる――――ッ!?」

　サーフェが叫びをあげる。

　水路街の観光客たちが、何事かとサーフェのほうを見た。しかし愕がく然ぜんとするサーフェはそれに気づかず、がらがらがらと最大警けい戒かいの音で尻しつ尾ぽを鳴らす。

「はあああ!?　そ、そんな……そんなの！」

「えっと……」

　ガラス板片手に、ルララは照てれたように。

「これ……ボクにもまだチャンスがある……ってこと、だよね？」




「というわけで、わたくしにも、もちろん結婚の権利があるのですわ――――ッ！」

　リトバイト診療所で仕事をしていれば。

　高笑いと共にティサリア・スキュテイアーがやってくる。その手には婚姻届。すでにグレンとティサリア、両者の名前が書いてあるものだ。

　グレンがここに判を押せば、すぐさま議会にて受理されることだろう。

「以前から、リンド・ヴルムにおける他種族間の婚姻が問題になっていましたわ。特に文化的に重婚の習慣のある魔族にとっては、一夫一妻制ではなにかと問題がありますから……今回の制度改革、大変に喜ばしいことですわ！　ね、サーフェ？」

「ティサリア……あなた……」

「今いま更さら、この婚姻届は無効だなどとおっしゃいませんわね？　貴女が！　わたくしに！　託たくしたものですものね！」

「はい……そうですね、ええ……」

　ティサリアは堂々としている。対してサーフェは、自分のしてしまったことの重大さに気づいて、顔を両手で覆おおっていた。

「サーフェは、わたくしかアラーニャに、お医者様のことを託すと言いましたわ」

「ええ、言いました……診療所を出る前、確かに。手紙にも書きましたし……ですが」

「それはつまり結婚という理解で間違いないですわね」

「あの時は確かに、貴女に託してもいいと思ったのですが――――ッ！」

　何故なぜこんなことに、とサーフェは嘆なげく。

　ティサリアは満面の笑顔だ。彼女は特におかしなことを言ってるつもりもなく、ただ単に事実を述べているのだ――自分もグレンと結婚できる、と。

「あの、ティサリアさん、待ってください。僕は既すでにサーフェを」

「お医者様。もはやリンド・ヴルムでは、すでに好きな人がいる、すでに結婚の約束をしている。そうした言葉で愛を断ることはできなくなりましたわ。わたくしの想いをわかってくださるのでしたら、その点も留意して仰おつしやってくださいませ？」

「う……っ」

　そうなのだ。

　制度が変わってしまった以上、妻は複数持っていい。それはつまり、グレンがティサリアと結婚しない理由が消えてしまったことになる。

　生しよう涯がいに愛する者は一人だけ――それは一夫一妻の文化を持つ人間や魔族にだけ通用する倫りん理りだ。

　アザラシの皮をかぶるセルキーたちには、一夫多妻型のハーレムを持つ文化がある。逆に一族の長を頂点とする一妻多夫型の社会をもつのが、アリやハチの特徴を持つ昆虫型魔族らだ。彼らにしてみれば、生涯に一人しか妻や夫をもたないほうが奇き異いに映るだろう。

「ううぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　そしてその価値観の変容は、サーフェにも否いや応おうなしに直撃している。

　好きな人を独占したい、我がものとしたい――一夫一妻では当たり前の感情が、すでにリンド・ヴルムでは通用しなくなった。

「ちなみにアラーニャもこの後来ますわ。彼女、なんなら第三夫人でも全然構わないと仰っていますのよ」

「……ティサリア。貴女、知っていましたね？　貴女の父、エフタル様は議会の有力者。新制度の話が耳に入っていてもおかしくはありません」

「そういう話もある、程度のことは耳にしていましたわ。ですがまだ審しん議ぎ中だったそうですし……それにサーフェ？　わたくしたちに婚姻届を渡し、グレン先生にどちらかと結婚してくださいと手紙を残したのは紛まぎれもなく貴女ですのよ。わたくしは入れ知恵さえしていませんわ。そうでしょう？」

「うっ……くっ……」

　ティサリアの真まっ直すぐな瞳に。

　サーフェはたじろぐ。ティサリアの言葉には、誇りが感じられた。

　卑ひ怯きような手段はとらない。間違っていると思ったことはしない。そうした貴人としてのプライド。

「毒水事件によって、貴女は混乱していました。わたくしはやろうと思えば、その時の貴女を口車に乗せることもできたと思いますの。でもわたくしはね、サーフェ、貴女のことも支えてあげたかったから、お医者様との逢あい引びきなんて策略に乗ったのですわ。重婚制度のことを知っていても、それを理由に貴女を唆そそのかしたりはしなかった――それが、公平な恋の闘い方だと信じたからですわ」

　サーフェは唇くちびるを嚙かむ。

　この状況の多くは、サーフェ自身が認めたことでもある。彼女は確かにグレンに対して、ティサリアかアラーニャと婚姻していいと告げてしまった。

　ティサリアの言う通り、公平な恋の闘いの結果――ティサリアが勝ち馬に乗れた。そういうことなのだろう。

　そして、またグレンも。

（結婚を断るには、『貴女のことが好きではない』と言うしかない、んだけど――でも）

　それは自分の心に正直ではない、と感じていた。

　グレンはすでに、ティサリアやアラーニャを憎からず思っている。どちらも魅力的な女性であり、だからこそサーフェの出奔もあったとはいえ、一時は婚姻届に名前さえ書いたのだ。重婚で皆が幸せになれるならそれも望ましい選択肢しではないか――とさえ思う。

　自分がそんなに気の多い男だったことに、グレン自身が驚いているが。

　今の自分の心に、偽いつわりなく従うことが、正しいこと――ティサリアの言う、公平な闘い方というものだろう。

「――はぁ、もうわかりました」

　サーフェは溜ため息いきをつく。

「いいですよ。重婚制度があるのは事実ですから。これ以上ごねても無駄ですね。婚約くらい認めてあげます」

「やたっ。お医者様、挙式は如何いかがしましょう？」

「待ってください。私さえも、結婚するのはまだ先です。私が正妻になるのですから、私より先に結婚なんて認めません」

「あら。妻の座が唯ゆい一いつではなくなったら、今度は第一夫人の座に固こ執しつ？　サーフェも欲ばりですわねえ」

「そこだけは絶対に！　誰にも！　譲ゆずりませんから！」

　どうあっても、争いは絶えないらしい。

　やはりグレンの意思は放置気味で話が進んでいってしまう。しかしここで口を出さねばなるまいと考えたグレンは。

「あの」

　いつまでも言い争いそうな二人に声をかける。

「今、診療所には借金があります。これは診療所だけの力で、どうにか返済したいと考えています。当面、それが達成されるまでは、結婚は見送ってほしいな――と」

「あら、そういえば父がそんなことを……でも、そんなのわたくしの財力でどうとでも」

「すみません、これは僕の意地なので、ティサリアさんに頼るのはなしにしたいと思っています」

「あ、あら、そうですの？　――でも、なにかお手伝いできることがあったら言ってくださいましね」

　理解のあるティサリアは、そう言って胸に手を当てて微ほほ笑えんだ。

　彼女たちとの正式な婚姻は、まだ先になるだろう。だが婚約者となったのは間違いない。どちらも妻になるのであれば、せめて平等に、できる限り大事にしようと思うグレンだった。

　結婚までの数年は、その覚悟を固める時間になるかもしれない。

「――ちなみに、プロポーズされたの、私だけですからね」

　憮ぶ然ぜんとした顔で、サーフェが言う。

　ティサリアの笑顔が、それを聞いてぴしりと固まった。

「なっ――なにそれ、羨うらやましいですわー！」

「当然でしょう。私が正妻なのですから。グレン先生はデッドリッチ・ホテルで、サーフェしかいないと言ってくださったのですよ……！」

「くっ……そ、それならお医者様、わたくしにも愛の言葉をくださいませ！　耳元でティサリア、愛してるよと言ってくださいな！　あっ、耳は高いから……背中に乗っても構いませんのよ！　ね？」

「ふふふ、必死ですねぇ愛人さんは」

「せめて！　第二夫人と！　仰いなさい！」

　ぎゃあぎゃあと騒がしい。

　しかしそれは、グレンのよく見る光景だった。サーフェが帰ってきたのだと、改めて実感することができたような気がする。

　二人とも根底に確かな友情があるから、一見すれば言い争いのようなやり取りも、グレンは落ち着いて見ていることができた。

「ふふ、センセ♪」

「わっ」

　などと、和なごんでいると。

　いきなり背後から四本の腕で抱きすくめられた。耳に吐と息いきがかかるほどの距離。

「あ、アラーニャさんっ」

「失礼しますえ。まあまあ、二人の女が言い争って、みっともあらへんな？　センセ、こっちでゆるりとお茶でも……」

「あっ、抜け駆け禁止！」「ですわ！」

「あら、諍いさかいばっかりやのに、こういう時は息ぴったりやなぁ」

　サーフェらに見とがめられても、アラーニャは後ろから抱きつく手を緩ゆるめない。むしろ放すまいとばかりに四本の腕が締まっていく。

「センセ、妾わらわも奥さんにしてくれはるんやろ？」

「え、ええと……」

「ええんよ。サーフェやティサリア優先で。妾は都合のいい女として、センセの好きな時に、好きなように扱うとくれやす。ふふふ、センセにされるんやったら、それも嬉うれしいさかい……な？」

「うっ」

　自分から愛人の立ち位置に身を置くアラーニャ。

　アラーニャは知っているのだ――もはや重婚が制度化したリンド・ヴルムでそのような言い方をされてしまえば、グレンに断る術すべがないことを。

「ちょっとアラーニャ。結婚申し込みなら順番よ」

「そうですわ！　とりあえずグレン先生と過ごす時間の協定を結ばねば！」

「だから後回しでええ言うとりますやろ？　それよりやることがあると思うて、親切で来たんやで、はいこれ」

「えっ」

　なにか渡された――と思えば。

　それは手紙の束であった。差さし出だし人にんはバラバラである。農場主アルルーナ、墓場街支配人モーリー、山頂の巨人ディオネ、あるいは人じん馬ばの従者ケイとローナ。

　皆、リンド・ヴルムにおけるグレンの知人であり、一度はグレンが診察したことのある女性たちだった。

「えっと、あの、これは？」

「結婚の申し込みやろ？　イリィに、診療所に行くなら届けてと言われてしまいまして」

　それは手紙配達人の怠たい慢まんではないのか――いやそれはともかく。

「ふふふ、重婚制度のおかげで結婚のハードルが下がってしまいましたからなぁ？　アルルーナ様なんて、街中の男に、百人単位で恋こい文ぶみ送っとりますえ？　ああ、魅力的な妾の旦だん那な様、これから大変やなぁ？」

　アラーニャは抱きつきながら、この騒動を楽しんでいる。

「検けん閲えつ！　検閲します！」

　サーフェが尻尾で手紙を奪い取った。

「ディオネさんはただの挨あい拶さつ文ですね……もう！　モーリーさん！　ご丁てい寧ねいに婚姻届まで入れてる！」

「なんでケイとローナが、先生に恋の詩を送ってますの！　主あるじの夫を寝取ろうだなんて許せませんわ！　あの二人、絶対に遊んでる――――ッ！」

「あ、メメはんの手紙もありますえ。婚約指輪の製作は工房にご用命を……？　まあ、商しよう魂こんたくましいこと」

　騒がしい。

　でも、これがきっと、グレンの望む診療所なのだ。

　サーフェがいなかったときの静けさを思えば、この騒がしさがむしろ心地いいくらいで――きっとそんな診療所をグレンは守りたいのだ。

　サーフェがいてくれたら、きっと自分も、医者としてやっていける。

「とりあえずこの手紙の処理が急務ですね！　あまり妻が増えると私の心労が……グレン先生！　誰かれ構わず声かけるのは禁止ですからね！」

「そんなこと最初からしてないでしょ……ほら、午後の診療始めようよ」

　既に待合室には、多くの患者が待っている。

　休きゆう憩けいを狙ねらってやってくるティサリアやアラーニャも、その辺あたりは弁わきまえてくれているようだ。ティサリアは手紙を戻し、アラーニャはぱっとグレンから離れる。彼女たちもまたそれぞれの仕事があるし、結婚してもそれは変わらないだろう。

「結婚しても、僕は医者だからね」

「わかっています――私も薬師として、いつまでもお手伝いします、先生」

　サーフェは微笑む。

　その笑顔がなによりグレンにとってかけがえのないもので――だからこそソーエンの声に背中を押され、彼女を取り戻しに行ったのだ。
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　こんな当たり前のことに。

　どうして今まで気づかなかったのか――自分の中の鈍感さに、苦笑するしかないグレンなのであった。




　リンド・ヴルム中央病院。

　クトゥリフの院長室にて。

「中央病院からの援助は？」

「金貨三百枚よ。議会は？」

「同じく。もちろん公益福祉としての援助であるから無利子、返済期限なし。議会が肩代わりするとも伝えたが」

「断ったんでしょ？　まったく。グレンもサーフェも強情なのだから」

　八本の触しよく手しゆを使い、執務をこなすのが病院長クトゥリフ。

　そしてソファに腰かけ、ハーブティーを飲むのは彼女の友人にして議会代表――スカディ・ドラーゲンフェルトである。護ご衛えいの苦く無ないも傍そばに控ひかえている。

　そして――もう一人。

「わしがまとめて金を貸してやってもよいぞ」

「どうせグレンは断る。これが自分たちのケジメのつけ方だと言う」

「やれやれ、若者はもっと頭が柔らかいほうがいいと思うのじゃが……プライドや見み栄えやらで、すーぐ意地を張りよる。わしを見習うがいいのじゃ」

「アルルーナはもっとプライドを持って」

「馬ば鹿か者！　プライドで男が食えるか！」

　飾り花を浮かべたハーブティーを飲みながら――カップに蔓つるをつけて吸い上げている――農場主アルルーナが宣言した。

　こと交配となれば一切のプライドを捨てる議会ナンバー２に、スカディは額ひたいの角つのの付け根を押さえた。

「まったく、目算が狂ったわ」

　書類に目を通しながら、クトゥリフは冷静だ。

「そろそろ院長職もグレンに譲りたいと思っていたのに、こちらが資金面で援助している状態では、代替わりもできないじゃない」

「その割に嬉しそう。クトゥリフ。弟子でしがまだ自分の庇ひ護ごにあるのが嬉しい？　過保護なんだから」

「そんなことはないわよ。院長職なんて辞やめて、深海でゆっくり研究したいわ」

　ほう、とクトゥリフは悩ましげに息を吐く。彼女なりの照れ隠しなのだろうとスカディは微ほほ笑えましく思う。

「グレンはよほど診療所がいいのね。サーフェと一つ屋根の下だからかしら？」

「それぞれ天命がある。収まるべき場所に収まる。グレン医師の天命が、あの場所というだけでは？」

「それつまり、私にもっと働け、院長の椅い子すがお似合いと言いたいのね？　スカディ」

「そうは言わないけど」

　スカディは苦笑する。

　やめたいやめたいと言いながらも、触手は休みなく書類にペンを走らせている。クトゥリフにはクトゥリフの天命がある。しばらくはその天命が、彼女に隠いん遁とんを許さないだろうと思われた。

「そうじゃ。働け働けお主ぬしら。働けば街が豊かになる。住民が増える。住民が増えれば勝手に交わって子も産まれる。そうして街はますます豊かになり――わしの男漁あさりもはかどるというものじゃ」

「アルルーナはもっと働け」

「くふふふ♡」

　スカディが吐き捨てるように言うが、アルルーナはどこ吹く風。

　荒々しい風を受け流す樹木のごとく、飄ひよう々ひようとしている。

「働いておるとも。可決された新しい重婚制度を定着させるために、とりあえず婿むこ候補の若い男百人に恋文を送ったぞ？　さあて、一体何人が応じてくれるやら」

「ちょっとアルルーナ！　それグレンにも送ったでしょ！　やめてよね！　そんな無差別淫いん行こうみたいな真ま似ね！」

「少年好きがなにを言いよる。診療所の若殿とて、嫁は自分で決めたかろう。口うるさい師は疎うとまれるだけじゃぞ」

「言ってくれるじゃない色狂いが……！」

「そこまで。お茶を楽しんでるのに喧けん嘩かやめて」

　スカディが一いつ喝かつする。

　触手と蔓が絡からみあって今にもバトルが勃ぼつ発ぱつしそうだったが、そんなことをやるにはこの院長室は狭すぎる。火竜の一声に、アルルーナもクトゥリフも息を吐いて互いに睨にらみ合うだけで終わりとした。

「議会代表は、あのモテる若殿には手を出さぬのか？」

　アルルーナが聞く。傍かたわらの苦無は無言――だが、ぐ、と苦い顔になった。

　スカディの恋心は見抜かれていた。まあスカディにとっては、グレンも数あま多たいる人の子のなかでちょっと気になる男――程度の認識だ。一生を添い遂とげることを望んだりはしない。

　ただ。

　わずかな一いつ時とき、近しいものとして慕したうくらいはいいだろう。

「どうかな。貴女たちは長ちよう寿じゆを共にできる種族だけど、グレンは人の子だから。向こうが恐縮しちゃうでしょ」

「そんなことをいちいち気にする火竜ではなかろ？」

「私はみんな大事にしたい。リンド・ヴルムの住民を。私がグレン医師争奪に参加したところで、争いの火ひ種だねが増えるだけ。恋心で国を滅ぼした王子だっている。恋の火種も戦争になり得るのよ」

　スカディは紅茶をすすりながら。

「だから――本当に欲しくなった時にだけ、かっさらうことにする」

　しれっとそんなことを言ってのける。

「嫁たちが怒るぞ」

「関係ない。私はドラゴン。欲しい時に欲しいと言って、奪っていくだけだから」

「竜の流りゆう儀ぎはげに恐ろしいのう」

　むしろ楽しそうに、アルルーナはそんなことを言う。

「私の弟子よ。面おも白しろい玩具おもちやと思って、壊したら許さないから、スカディ」

「クトゥリフ、失礼。玩具だなんて思っていない。グレンも、みんなも、大事なリンド・ヴルムの住民たち。心ゆくまで愛する覚悟」

　スカディは想像してみる。

　遙はるか天空から見下ろす、リンド・ヴルムの姿を。空から見るリンド・ヴルムはどんな姿だろう。手術後、スカディの肉体は徐じよ々じよに回復している。そんな高さまで飛べるようになるのも遠くはない未来だ。

「――ちゃんと見守ってあげるよ、お兄ちゃん」

　誰にも聞こえぬように、そう呟つぶやいてみる。

　数多いる人の子の中で、ちょっとだけ気になる一人の男に向けて。

「竜闘女様。くれぐれもほどほどになさいますよう」

　独ひとり言のつもりだったが。

　忠義に篤あついフレッシュゴーレムだけが、スカディの言葉を聞き取ったらしい。呆あきれたような、それでいてどこか主のわがままを楽しむような顔で、軽めの説教をしてくる。

　はいはいわかりましたとばかりに、スカディは翼をすくめるのだった。




　そこは。

　人と魔族が共存する街。

　そんな街でただ一つの、人が魔族を診察する診療所。両者のつながりに、決してなくてはならない医者と薬師。

「次の方、どうぞ」

　診療所のベルは今日も鳴る。

　時にケンタウロスが土産みやげを手に立ち寄り、アラクネが自慢の服を届けに来たり、ドラゴンが気まぐれに訪れたりする。サイクロプスが医療道具を配達し、ハーピーが手紙を届けて、動く死体までもがやってくる。

　それが、医者が繫つなげた、人と魔族の在あり方。

　――さて、今日の患者は、どんな症状だろう？











　　　あ と が き






　皆様こんにちは。折おり口ぐち良よし乃のです。

　それでは一番言いたいことを言わせていただきます。準備はよろしいでしょうか。それでは声をあげさせていただきますね。せーの。




　――最終巻じゃないから！




　大きなフォントで失礼いたしました。

　いやいや本当、大だい団だん円えんな感じで書いてしまいましたが、まだ続きますよ。ご安心ください。




　グレン自身の心境としては、ここで一つの決着がついたかと思います。

　しかし物語はまだ続きますよ。というか編集さんにね、７巻を急せかされていますからね。ありがたくもありますが大変ですね。ひいひいふう。

　しかし書きたいモン娘がまだ尽きない、というのは本当にありがたい話です。

　まだまだ書いてないモン娘いますからね。電撃文庫で別の作品『モンスター娘ハンター　～すべてのモン娘はぼくの嫁！～』なども出版し、自分のことながら、モン娘欲はとどまるところを知らないですね。

　診察のネタで困ることはあっても、モン娘の種族ネタで困ることは現状、ほぼないので……いや本当、楽しく書かせていただいております。




　それでは謝しや辞じを。

　編集の日ひ比び生うさん。いつもありがとうございます。

　様々な事情があるとはいえ『秋ごろをめどに７巻も書きましょ！』と言われており、現状かなりの修しゆ羅ら場ばとなっております。頑張っております！　うおお。




　イラストのＺぜつトン先生も本当にいつもありがとうございます。

　表紙は今回のテーマもあり、ちょっと変わった感じで描いていただきました。こういうことができるのもシリーズが続いたがゆえのことですね。６巻まで出せたのも、全すべてＺトン先生のおかげでもあります。いつも助かっております。




　そしてコミカライズの鉄かね巻まきとーます先生。

　コミカライズも重版がかかり、好調なのは本当に喜ばしいです。今後とも面めん倒どうくさい原作で漫画化の際にはなにかとご迷惑をおかけしてしまうと思いますが、なにとぞよろしくお願いいたします！




　またいつもつるんでくださる作家の皆様方。ツイッター等で交流してくださる漫画家、イラストレーターの皆様。人外オンリー主催Ｓ‐ＢＯＷ様、ならびにスタッフの皆様。全国の書店員の皆様。ＣＯＭＩＣリュウの担当様ならびに編集部様。実家を出たのでなかなか会う機会のない家族。細かいところまできっちり指し摘てきをくださった校正様。

　そして誰よりも読んでくださった皆様へ、最大限の感謝を。




　次も頑張ってますのでお楽しみに。

　具体的に言うと、吸血鬼とかでると思います。ちゅうちゅう。
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